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序

茨城県は，県内の主要な都市間をおよそ60分で連絡する道路網の整

備を目的とする「県土60分構想」の実現のため，高速道路やこれを補

完する国道や主要地方道等の幹線道路綱の整備をはかっております。

主要地方道下館つくば線緊急地方道路整備改良工事も，そうした交通

体系の整備と県土の一体的な振興を図るため，計画され整備が行われ

ているものです。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財の発掘調査事業に

ついて委託契約を結び，平成10年10月から翌年3月まで中根十三塚遺

跡の調査を実施いたしました。この調査によって貴重な遺構，遺物が

確認され，郷土の歴史を解明する上に多大な成果をあげることができ

ました。

本書は，中根十三塚遺跡の調査成果を収録したものであります。本

書が，学術的な研究の資料としてはもとより，郷土の歴史の理解を深

め，ひいては教育，文化の向上の一助として広く御活用いただければ

幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

からいただいた多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，明野町教育委員会をはじめ，関係各機関

及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことに，衷心より感謝

の意を表します。

平成11年7月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例 口

1本書は，茨城県の委託により財団法人茨城県教育財団が平成10年度に発掘調査を実施した，茨城県真壁郡

明野町大字中根字赤町前に所在する中根十三塚遺跡の発掘調査報告書である。

2　本遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調　　　査　　平成10年10月1日～平成11年3月31日

整　　　理　　平成11年4月1日～平成11年7月31日

3　本遺跡の発掘調査は，調査第1課長沼田文夫の指揮のもと，調査第2班長中山忠久，主任調査員野田良直，

川村満博が平成10年10月1日から平成11年3月31日まで担当した。

4　本遺跡の整理及び本書の執筆・編集は，整理課長川井正一の指揮のもと，主任調査員野田良直が平成11年

4月1日から平成11年7月31日まで担当した。

5　本書の作成にあたり，旧石器の特徴は，千葉県立中央博物館上席調査員の橋本勝雄氏にご指導いただいた。

中世の遺構と遺物の特徴については，栃木県立佐野高等学校教諭の斉藤弘氏に御教示をいただいた。

6　発掘調査及び整理に際し，ご指導，ご協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。



凡 例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋26，400m，Y軸＝＋19・920mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，この大

調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方の小調査区を設定した0

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C・……西から東へ

1，2，3，……とし，「Al区」，「B2区」のように呼称した0大調査区内の小調査区は・北から南へa，

b，C……j，西から東へ1，2，3，……0とし，名称は，大調査区の名称を冠し・「Alal区」・「B

2b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　住居跡rSI　土坑－SK　井戸－SE　溝－SD　道路状遺構一SF　ピットーP

遺物　　土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M

木製品・木片－W　瓦，T　　拓本土器－TP

土層　　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

黒色処理 炭化材・炭化物

●　土器　　○　土製品　　口　石器・石製品　　△　金属製品　　★　火葬骨片

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである0

（1）遺跡の全体図は縮尺約200分の1とし，各遺構の実測図は，60分の1の縮尺で掲載することを基本とし

た。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々に縮尺をスケールで表示した。

（3）「主軸方向」は，長径方向とし，その軸線が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度

で表示した（例　N－100－E，N－10。－W）。なお，［］を付したものは推定である0

（4）土器の計測値は，A一口径　B一器高　C，底径　D一高台径　E－高台高　F－つまみ径　G－つま

み高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した0

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，出土位置及びその他必要と思われる事項を記した0

（6）遺物番号については，土器，拓本のみ掲載の土器片，土製品，石製品，金属製品，木製品・瓦ごとに通

し番号とし，挿図，観察表，写真図版に付した番号は同一とした0
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所 収遺 跡 名 種　 別 主 な時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

中根十三塚遺跡 包含層 旧　 石　 器 ナイフ形石器，剥片 弥生時代から中 ・近世

にかけての複合遺跡で

ある。特に，15世紀か

ら．16世紀にかけての大

規模な墓城跡であり，

土師質土器片が多数出

土している。

集落跡 弥　　　　 生 竪穴住居跡　 3 軒 壷，紡錘車

古　　　　 墳 竪穴住居跡　 1 軒

土坑　　　 1 基

土師器（高杯，嚢，柑）

平　　　　 安 竪穴住居跡 1 軒 土師器 （嚢），須恵器

（杯），灰粕陶器

墓　 跡 中　　　　 世 方形竪穴状遺構

10基

地下式墳　 1 基

土墳墓 ・土坑

242基

火葬墓　　　 6 基

井戸跡　　　 22基

溝　　　　　 38条

土師質土器（内耳土器，

小皿，捨鉢），管状土

錘．，陶器（嚢，壷，捨

鉢，卸し皿），石製晶（砥

石，石臼，硯），木片，

骨片，瓦（丸瓦）

与の他 時　期 ．不　 明 竪穴状遺構　 2 基

道路状遺構 1 条

ピット群　 4 か所

縄文土器片，弥生土器

片，土師質土器片（内

耳土器，小皿），陶器

片，磁器片，土製晶（泥

面子），石製品（砥石，

石臼），鉄製品（刀子，

釘）
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第1章　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経過

県道下館つくば線は，下館市を起点とし，つくば市とを結ぶ路線で，県西地域と県南地域を結ぶという重要

な役害瞳果たしてきた主要地方道である。県内の産業活動の活性化に伴い，その基盤ともなる交通体系の整備

は県勢発展の基本として取り組まれてきた。交通量の緩和と道路網の整備を図るため，明野町中根地区におい

て現在の道路に並行して新たに道路を建設することとなった。

当遺跡のある中根地区についても，平成9年6月6日，茨城県土木部道路建設課（下館土木事務所）から茨

城県教育委員会あてに，主要地方道下館つくば線新設改築計画区域となっている真壁郡明野町大字中根字赤町

前地内の埋蔵文化財の有無及びその取扱いについて照会した。これに対して茨城県教育委員会は，平成9年9

月16日に現地踏査を行った。平成9年12月2日，茨城県教育委員会から茨城県土木部道路建設課（下館土木事

務所）あてに，主要地方道下館つくば線改築工事予定地内に「中根十三塚遺跡」が所在する旨回答した。平成

10年3月2日茨城県土木部道路建設課（下館土木事務所）から茨城県教育委員会あてに，主要地方道下館つく

ば線改築工事予定地内に「中根十三塚遺跡」の取扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を

重ねた。その結果，現状保存が困難であることから，平成10年3月13日，茨城県教育委員会から茨城県土木部

道路建設課（下館土木事務所）あてに，「中根十三塚遺跡」を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財

団法人茨城県教育財団が紹介された。

第2節　調査経過

中根十三塚遺跡の発掘調査を，平成10年10月1日から平成11年3月31日までの半年間にわたって実施した。

以下，調査経過について，その概要を記述する。

10月1日発掘調査を開始するため，現場倉庫の設置，調査器材の搬入・補助員募集等の諸準備を行い，事務

所を開設し，12日から補助員を投入して表採・試掘を開始した。20日に発掘調査の円滑な推進と安全を祈

願して，安全祈願祭を実施した。23日に1区の人力による表土除去及び遺構確認を開始した。

11月1区の人力による表土除去・遺構確認を引き続き行い，中世にともなう土坑・井戸跡・溝等を確認した。

4区の一部について人力表土除去を行い，旧石器時代の石器が出土した。11日から2～4区の重機によ

る表土除去と遺構確認を開始し，2区では，多数の土坑・溝・井戸跡等を確認し，3区では，住居跡5軒

を確認した。3区にテストピットの掘り込みを行った。

12月　8日に，方眼杭打ちを開始した。1区の土坑の掘り込みを行った。土坑84基，溝3条，井戸跡4基まで

の調査をほぼ終了した。

1月　5日から作業を再開し，1月下旬には2区の土坑170基，溝20条，井戸跡7基を調査終了した。2区中

央部の溝や井戸跡の遺構上層からは，多数の土師質土器片（内耳鍋，小皿）が出土した。

29日に中根十三塚遺跡で確認された「遺構・遺物」について，栃木県立佐野高等学校教諭の斉藤　弘氏

を招いて研修を行った。

2月14日に当遺跡の現地説明会を行った。
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15日から，2区の第2次調査面の一部に重機でトレンチを入れ，調査を続けた。2月下旬までに，3区の

住居跡5軒，土坑10基，溝3条，4区の第1号石器及び石材集中地点の調査を終了した。2区については，

土坑（土墳墓）100基，溝10条，井戸跡13基を調査し終了した。

3月12日には航空写真撮影を実施し，18日から撤収の準備を開始した。19日には遺構調査が終了した。現場

事務所では諸帳簿や諸記録の点検，調査区では安全対策を行い，24日には現場事務所を閉鎖した。

－2－



第2章　位置　と　環境

第1節　地理的環境

中根十三塚遺跡は，茨城県真壁郡明野町大字中根字赤町前642番地ほかに所在している。

明野町は，茨城県の西部に位置する。町域は東西約6．5km，南北約10kmで，面積は46．98kdである。東は桜川

をへだてて，真壁町とつくば市に接し，西は，小月川を境として関城町と下妻市に接する。南はつくば市と下

妻市高道祖に接する。北は下館市，協和町と境する。

明野町の地形は，北は茨城県と福島県境にある人溝山から南に伸びる八溝山地の西端部に位置する筑波山を

中心とする筑波山塊に接し，東側を南流して霞ケ浦に流入する桜川と，西端を緩流して利根川に合流する小月

川の低地，及びそれらに挟まれた，桜川低地・真壁台地からなる。

明野町域は洪積台地と，沖積平野によって地勢が形成され，洪積台地には，畑地帯を中心に平地林が点在し，

沖積低地には肥沃な穀倉地帯が帯状にひらけている。

中根十三塚遺跡が立地するのは，真壁台地から桜川低地にかかる中位段丘である。その構成層は，関東ロー

ムをおおっている下に青灰色から灰色を呈する粘土ないし砂質粘土層の茨城粘土層である。その下の下位面を

構成しているのが，砂礫層である。これらの地層はいずれもほぼ水平層である。

当遺跡は，桜川にそそぐ観音川の左岸の標高約22～24mの微高地に立地している。この微高地は，東は観

音川，西を大川に挟まれ，筑波学園都市北部まで南東方向に細長く舌状に伸びている。両河川の沖積低地は，

主に水田に利用されている。調査前の現況は，陸田・畑地・山林である。

参考文献

・蜂須紀夫『茨城県　地学ガイド』1986年11月

・明野町史編さん委員会『明野町史』1985年7月

・茨城県農地部農地計画課『土地分類基本調査　真壁』1983年1月

第2節　歴史的環境

明野町は，東側に桜川，西側に小月川が流れ，その両河川にはさまれた東西に長い長方形状の町域である。

その中で，河川にはさまれた低地や台地を生かした地域に遺跡は分布している。特に，遺跡数では小月川を望
（1）

む台地西棟部・桜川から延びる支谷に面した台地縁辺部に圧倒的に多く存在している。

ここでは，中根十三塚遺跡周辺の主な遺跡について，大きく中世以前と中世の二つに分けて，述べることに

する。

（1）中世以前の歴史的環境

明野町には，旧石器時代から生活の痕跡を残している遺跡がある。特に古墳時代から平安時代にかけては遺

跡の分布が密である。古墳群や大小の集落跡が点々と確認されている。当遺跡〈1〉　の南西側には，旧石器時
くらもち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

代を代表する倉持遺跡〈3〉がある。生活の痕跡を残すナイフ形石器や尖頭器が出土している。今回調査し

た当遺跡でも，ナイフ形石器や剥片が出土している。明野町のローム層は，堆積が薄く，出土層位を把握する

ことは困難な状況である。倉持遺跡は，縄文時代中期以降の生活の跡も残している。綱漁法の存在を暗示する
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石錘・土器片錘が出土したり，埋牽遺構が7基確認されている。また，骨粉が検出された土坑も数多く出土し
さんのうどう

ている。倉持遺跡の北側には，縄文時代中期から晩期にかけての遺物が多数出土している山王堂遺跡〈4〉

がある。各時期とも遺物が豊富に出土し，当時の繁栄の様子がしのばれる。両遺跡とも，中根十三塚遺跡の西
かみしらはた

側に隣接している。平成10年度に茨城県教育財団が調査した上白畑遺跡〈18〉からは，縄文時代中期を中心

とした土器片が遺物包含層から多数出土していることが確認されている。

弥生時代から古墳時代になると，さらに遺跡数も多くなり，生活の痕跡もはっきりしてくる。

弥生時代の遺跡は，現在16か所確認されており，このうち住居跡が確認されたのが倉持遺跡1か所である。
だい

今回調査した当遺跡の弥生時代住居跡（3軒）から出土した二軒屋式に比定される土器片が，えんなみ台遺
みややま

跡や宮山遺跡〈5〉からも出土している。昭和55年から昭和57年にかけて町が実施した遺跡分布調査では，
おかやま　　　　みやまえ　　　　つるたいしばやま　　どうのした　　　　さぎしま　　　がにうちまえ

岡山遺跡〈11〉・宮前遺跡〈17〉・鶴田石葉山遺跡・堂ノ下遺跡〈2〉・鷺島遺跡・我仁内前遺跡〈19〉・
こまごめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　だいはた　　とうかやま

駒込遺跡〈9〉などから弥生時代後期の土器片が採集されている。古墳時代の遺跡は，台畑古墳，灯火山古
みややまかんのん　　　　　　　　　　　　　　（3）

墳，宮山観音古墳〈7〉などが確認されている。平成2年の灯火山古墳の確認調査では，古墳時代前期の壷

形土器が出土している。明野町に隣接する真壁町における古墳及び古墳群は，加波山西麓群・筑波山北麓群・
おおやなぎ　　　　　　まついし

観音川流域群の3群に分かれている。町域に隣接する筑波山北麓群のなかには，大柳古墳〈22〉や松石古墳
こやま　はちまんまえ

群〈23〉などがある。平成5年度に茨城県教育財団が調査した小山・八幡前遺跡〈21〉は，大柳古墳と同じ

台地上にあり，古墳群が形成されていたことが考えられる。両遺跡からは，古墳時代の竪穴住居跡が27軒検出

され，土師器や置竃等が出土している。

奈良・平安時代の集落は，現在確認されているだけでも103か所ある。小月川の氾濫もあったかと考えられ
（1）

るが，この時代の集落は，水田管理に適した場所で，低地に集落を集中して設けている傾向にある。平安時代

の町域のことを伝える文献類的なものはないが，平将門にかかわる伝承が多く，平将門の乱の初期の舞台とし
てんじん

て挙げられ，東石田には平国香の居館があったと言われている。当時代を代表する遺跡は，天神遺跡〈8〉・
たての　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げんぽういん

駒込遺跡・館野遺跡〈12〉などが確認されている。寺院跡には，源法院廃寺〈20〉があり，慰斗瓦が多く出

土していることが確認されている。

（2）中世の歴史的環境

中世は，当遺跡と深い関わりを持つ中心的な時期と考えられる。海老ケ島，倉持，宮山，山王堂，猫島，宮

後，上西郷谷，東石田，押尾などの地名は，中世史料にその初見をもつ中世村落であり，特に15世紀以降の室
（1）

町・戦国時代期に集中して村落が発展してきている。当遺跡からは，多数の土壌が検出され，この時期に関わ
あかまち　　　　　はざま

りを持つ庶民の大規模な墓城であることが確認された。当遺跡の南側には，赤町遺跡〈13〉，狭間遺跡〈14〉，
だい　　　　　どうまえ

台遺跡〈15〉，堂前遺跡〈16〉があり，中世以降の土師質土器がそれぞれの遺跡周辺から少量表面採集されて
（2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しいお

いる。また，当遺跡の東側を流れる桜川の右岸には，椎尾城跡〈24〉などがある。椎尾城跡は，真壁町の真

壁城跡に関連する城跡である。12世紀半ば頃の「安楽寿院古文書」によれば，村田荘が常陸国筑波郡内（現明

野町周辺城）にあったと言われているが，不明な点が多い。
むらたやかた　しほじょう

村田荘内には，現大字吉田に残る村田館・四保城（村田城）と比定される南北朝期の城館跡があり，小山

氏の支流の村田氏の居城であったと考えられる。南北朝時代になると，小田，関，下妻，結城氏などがこの地
えびがしま

方を支配し，明野町域もその支配下におかれた。また，室町期には海老ケ島城〈6〉が築城されたと考えら

れ，海老ケ島城は平坦な地に築城され，東西300m，南北400mの広さで，物見塚や馬場跡，空堀が残存してい

る。城主には結城氏系の海老原氏，その後に小田氏家臣の平塚長信がついたと言われている。また，当遺跡の

存在する中根地区では，1564年に上杉氏・佐竹民らの連合軍と小田氏で合戦が行われたという記録がある。
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※　文中の〈　〉内の番号は，表1，第1図の該当番号と同じである。

註

（1）明野町史編さん委員会『明野町史』1985年7月

（2）明野町史編さん委員会「明野町の遺跡と遺物」（『明野町史資料』第7集）1983年2月

（3）明野町教育委員会『灯火山古墳　確認調査報告書』1990年12月

（4）明野町教育委員会『倉持遺跡』1983年3月
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・茨城県教育財団「（仮称）真壁町商権尾地区住宅団地事業地内埋蔵文化財調査報告書」（『茨城県教育財団文化財

調査報告』第99集）1995年3月
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第1図　中根十三塚遺跡周辺遺跡分布図
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表1　中根十三塚遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺　 跡　 名

県
遺

跡

．番号

時　　　　 代
番

号

遺　 跡　 名

県
遺

跡
番

号

時　　　 ・代

旧

石

器

縄

文

弥

生II

古

墳

奈
良

●
平
安

中
近
世
以
降

旧

石

器

縄

・文

弥

生‘

古

墳

奈
良

●
平
安

中
近
世
以
降

① 中根十三塚遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 13 赤　 町　 遺　 跡 6165 ○ ○ ○

2 堂　 ノ　 下　 遺　 跡 2228 ○ ○ 14 狭　 間　 遺　 跡 6170 ○ ○ ○ ○

3 倉　 持　 遺　 跡 2229 ○ ．0 ○ ○ ○ ○ 15 台　　 遺　　 跡 6171 ○ ○ ○

4・ 山　 王　 堂　遺　 跡 2230 ○ ○ ○ ○ 16 堂　 前　 遺　 跡 6172 ○

5 宮　 山　 遺　 跡 2232 ○ ○ ○ ○ ○ 17 宮　 前　 遺　 跡 6176 ○ ○ ○ ○

6 海 老 ケ 島 城 跡 2233 ○ 18 上　 白　一畑　 遺　 跡 6229 ○ ○ ○ ○ ○

7 宮 山 観 音 古 墳 4033 0 ． 19 我 仁 内 前 遺 跡 6220 ○

8 天　 神　 遺　 跡 6128 ○ ○ ○ ○ 20 源　 法　 院　廃　 寺 2304 ○ ○ ○ ○

9 駒　 込　 遺　 跡 6133 ○ ○ ○ ○ ○ 21 小山 ・八幡前遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 向　 台＿　遺　 跡 6138 ○ ○ ○ 22 木　 柳　 古　 墳 2296 ○

11 岡　 山　 遺　 跡 6159 ○ ○ ○ ○ ○ 23 松　 石　 古　 墳　 群 2297 ○

12 館　 野　 遺　 跡 6164 ○ ○ ○ ○ 24 椎　 尾　 城　 跡 2309 ○
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第2図　中根十三塚遺跡調査区設定図
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

中根十三塚遺跡は，町域の東側に流れる桜川，西側に流れる小月川にはさまれた長方形状の微高地の南東側

に位置する。当遺跡は，町の南東部側のつくば市寄りの標高約22～24mの台地上に立地している。今回の発

掘調査区城は，この台地を南北に弓形状に走る長さ約300mである。中酎こおける大規模な墓城が，調査区域

の南側を中心に確認された。調査区は，総面積10，494niである。便宜上，調査区を1～4区に分けた。現況は

山林及び畑地，陸田である。

今回の調査によって，旧石器時代の遺物，弥生時代の住居跡3軒，古墳時代の住居跡1軒，土坑1基，平安

時代の住居跡1軒，中世の方形竪穴状遺構10基，地下式墳1基，火葬墓6基，土墳墓・土坑242基，井戸跡22

基，溝38条，時期不明の竪穴状遺構2基，道路状遺構1条，ピット群4か所が検出された。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に60箱出土している。遺物の大部分は中世の土師質土器である。

その他の遺物として，管状土錘，土製紡錘車，陶磁器片，石臼，木片，瓦，骨片などが出土している。

第2節　基本層序の検討

調査3区内（C2a3区）にテストピットを掘り，基

本土層の観察を行った（第3図）。

第1層は，35～40cmの厚さの耕作土層で，暗褐色をし

ている。

第2層は，10～15cmの厚さで，褐色をした黒色粒子を

含む第1黒色帯である。

第3層は，15～25cmほどの厚さで，明黄褐色をした

ATを含む層であると考えられる。

第4層は，10～20cmほどの厚さで，明黄褐色をしたバー
第3図　基本土層図

ドローム層である。

第5層は，15～20cmほどの厚さで，褐色をした黒色粒子を含む第2黒色帯である。

第6層は，30～35cmほどの厚さで，砂を多量含む褐色をした砂質粘土層である。

第7層は，15～20cmほどの厚さで，砂を中量含むにぷい褐色をした砂質粘土層である。

旧石器の遺物は，第2－3層にかけて出土している。

住居跡などの遺構は，第1～2層で確認した。

－9－



第3節　遺構と遺物

1　旧石器時代の遺物

当遺跡における旧石器時代の調査は，AlhOを基点とし，東に20m，北に12mの範囲に4×4mのグリッ

ト15か所を設定し調査した。その後，遺物が出土した地点を中心に掘り下げ，調査を進めた。

調査の結果，石器および石材等の遺物が48点出土した。これらの遺物は，ほとんどが1か所から集中して出

土しており，調査4区中央部の標高約23mの平坦部に位置する。

第1号石器および石材集中地点（第4図）

位置　調査4区の南西部，A2fl区を中心に出土している。出土遺物の平面分布及び垂直分布については，

第4図に示したとおりである。

規模　石器および石材等の集中地点は，南北約12m，東西約18mの不定形の範囲内にある。遺物のまとまりは，

中央部から西部にかけて認められる。

確認土層　確認面から深さ30cm，第2～3層であるAT層の上層及び第1ブラックバンド層の範囲に集中し

て見られた。

遺物　集中地点からの出土石器等の総数は48点である。内訳はナイフ形石器1点，削器3点，掻器1点，剥

18点，石核5点，礫20点で，石質はホルンフェルス2点，ガラス質黒色安山岩14点，安山岩6点，珪質凝灰岩

4点，珪質頁岩11点，チャート1点，砂岩6点等である。第5～7図1の石核は，底面が平で山形の打面を持

つ自然礫を素材にして横長剥片を剥離している石核である。26のナイフ形石器は，、一側辺と鋭利な素材の辺で

尖頭部を形成している石器である。

所見　石器及び石材との材質をみると，珪質頁岩・安山岩が主体となっており，旧石器の素材として，当地点

にも持ち込まれ使用されたものと考える。その性格については不明であるが，剥片などが出土していることか

ら石器製作が行われていた可能性も考えられる。

第1号石器および石材集中地点出土遺物観察表

図 版 番 号 種　　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ （C甲）． 幅 （cm） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第 7 図 Q l 石　　　　 核 10．3 10．2 8．0 7 94 ．8 ホルンフェルス P L 17

第 5 図 Q　 2 削　　　　 器 4．7 5．2 1．2 26 ．3 ガラス質黒色安山岩 P L 18

第 7 図 Q　 3 石　　　　 核 15．2 10．2 8．4 14 6 1．2 ホルンフェルス P L 17

Q　 4 礫 7．8 4．5 3．3 130 ．6 安　 山　 岩

Q　 5 礫　　　　 片 5．8 3．8 2．8 5 1．7 珪　 質　 頁　 岩

Q　 6 礫 4．5 3．8 ・ 3．5 9 1．5　‾ チ　 ャ　 ー　 ト

Q　 7 石　　　　 核 5．5 4．0 1．4 34 ．9 珪　 質　 頁　 岩

Q　 8 礫 5．3 5．0 3．4 82 ．1 安　 山　 岩

第 6 図 Q　 9 剥　　　　 片 5．6 4．0 1．6 22 ．6 珪 質 凝 灰 岩 P L 17

Q lO 剥　　　　 片 6．4 4．0 1．4 35 ．9 安　 山　 岩

Q ll 剥　　　　 片 2．3 4．3 0．8 4 ．8 ガラス質黒色安山岩

Q 12 礫 8．2 3．8 3．5 90 ．9 安　 山　 岩
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第4図　第1号石器および石材集中地点平面図 －11・12－
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第5図　第1号石器および石材集中地点出土遺物実測図（1）
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第6図　第1号石器および石材集中地点出土遺物実測図（2）
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第7図　第1号石器および石材集中地点出土遺物実測図（3）

図 版 番 号 種　　　 別

計　　　　 測　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　 考

長 さ （C皿） 幅 （C皿） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第 5 囲 Q 13 掻　　　　 器 5 ．7 3 ．8 1 ．2 3 2 ．4 安　 山　 岩 P L 1 8

第 6 図 Q 14 剥　　　　 片 4 ．5 3 ．7 1 ．4 18 ．2 珪　 質　 頁　 岩

Q 15

Q 1 6

Q 1 7

第 5 図 Q 18

礫 7 ．0 5 ．2 4 ．0 1 6 1 ．4 安　 山　 岩

剥　　　　 片 3 ．9 2 ．7 1 ．3 11 ．9 珪　 質　 頁　 岩

剥　　　　 片 4 ．8 4 ．8 1 ．3 24 ．6 ガラス質黒色安山岩 P L 17

石　　　　 核 5 ．0 3 ．3 1 ．8 23 ．5 珪　 質　 頁　 岩

第 6 図 Q 19 剥　　　　 片 4 ．1 1 ．6 1 ．3 6 ．4 珪　 質　 頁　 岩 P L 1 8

Q　 20 剥　　　　 片 4 ．5 2 ．4 1 ．0 15 ．3 ガラス質黒色安 山岩

第 5 園 Q　 2 1 剥　　　　 片 11 ．9 6 ．3 2 ．2 14 0 ．0 ガラス質黒色安 山岩 P L 17

Q　 22

第 6 図 Q　 23

Q　 24

剥　　　　 片 6 ．8 8 ．9 2 ，1 8 5 ．0 ガラス質黒色安 山岩 P L 17

剥　　　　 片 4 ．0 3 ．0 0 ．7 3 ．5 珪　 質　 頁　 岩

剥　　　　 片 6 ．1 3 ．2 1 ．1 1 5 ．3 ガラス質黒色安 山岩

Q　 2 5 石　　　　 核 3 ．5 3 ．1 2 ．0 1 9 ．8 ガラス賀黒色安山岩

第 5 区IQ　 2 6 ナ イ フ 形 石 器 5 ．8 1 ．7 1 ．0 6 ．3 珪　 質　 頁　 岩 P L 1 8

Q　 2 7 礫 4 ．5 3 ．0 0 ．8 11 ．7 砂　　　　 石

Q　 2 8 二 次 加 工 の剥 片 9 ．8 8 ．0 2 ．7 2 1 5 ．6 砂　　　　 石 P L 1 7

第 6 図 Q　 2 9 剥　　　　 片 6 ．4 5 ．8 1 ．3 4 6 ．7 砂　　　　 岩
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2　弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で，弥生時代の住居跡3軒が検出された。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第8図）

位置　調査3区北部，A2j3区。

規模と平面形　長軸5．07m，短軸3．58mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－410－W

壁　壁高は30～40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　炉を中心とした中央部が踏み固められており，わずかに高くなっている。

炉1か所。中央部からやや北西寄りに位置する。長径88cm，短径30cmの不整楕円形で，床面を5cmほど掘り

込んでいる。炉床は，中央部がやや火熱を受け赤変硬化していた。

炉土層解説

1　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子中量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は，径25～30cmの円形，深さ34～55cmで，いずれも主柱穴と思われる。

P5は長径34cm，短径30cmの不整円形，深さ31cmで，出入り口施設に伴うピットと思われる。P6～P8は，

主柱穴の外側にあり，直径20～22cmの円形，深さ15～20cmで，補助柱穴と思われる。

Pl土層解説
1褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，砂微量
P2土層解説
1褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂微量
P3土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂微量
P4土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子少量，砂微量
P5土層解説
1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・砂少量

貯蔵穴　南側中央部に設置され，平面形は径50cmの不整楕円形で，床面を25cmほど掘り込んでいる。底面の断

面形は，逆台形で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴解説
1黒　褐　色　ローム中・小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

覆土　3層からなる。上層にはロームブロックを含む褐色土が堆積し，下層にはローム粒子や焼土粒子を含む

暗褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・砂少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴　及　び　文　線 胎土・色調・焼成 備　　 考

第9図 広口壷 A ［20．2］口緑部から胴部上半にかけての破片。口緑端部には縄文原体による押 長石・石英・雲母 10％．　 PLlO

1
弥生土器 B （17．4）圧がある。口緑部は2段の複合口緑で，附加条一種　附加2条）の縄 にぷい橙色 北西部覆土下層

文が施され，段の下端には，棒状工具による押圧がある。頚部には， 普通

櫛歯状工具による山形文が3条施されている。
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第9図　第1号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 軍 B （3 ．0） 底部 か ら胴部 にか けての破片 。胴部には， 附加条 一種 （附加 2 条） の 長石 ・石 英 ・雲母 5 ％　　　 P L lO

3 弥生土器 C　　 6 ．4 縄文が 施 されてい る。底部無 文。 灰黄褐色

普通

南東部覆土 中層

4
宝E B （3 ．7） 底部 か ら胴部 にか けての破 片。胴部には， 附加条 一種 （附加 2 条 ）の 長石 ・石 英 ・雲母 5 ％　　　 P L lO

弥生土 器 C ［8 ．6］ 縄文が 施 されて いる。底 部には木葉痕があ る。 にぷ い黄褐色

普通

南東部覆土 中層

5
宣E B （2 ．2） 底 部か ら胴部 にか けての破 片。胴部は外面摩滅 。底部 には木葉痕 があ 長石 ・石英 ・雲母 5 ％

弥生土器 C ［7 ．4］ る。 にぷ い黄橙色

普通

東部覆土 中層

図版番号 券　　　 種

計　　　　　 測　　　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　 考

径 （cm） 孔径 （cm ） 厚 さ（C皿） 重量 （g ）

第9園D P l 土 製 紡 錘 車 4 ．3 0 ．7 1．1～ 2 ．0 2 ．0 東部覆 土中層 10 0％　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 17

遺物　弥生土器片218点，土製晶1点，流れ込みによる縄文土器片17点が出土している。主な弥生土器片は東

部を中心に出土している。第9図1の広口壷は，北西部の覆土下層から出土している。3の壷の底部片は，南

東部の覆土中層から出土している。4の壷の底部片は，底部に木葉痕が施され，南東部の覆土中層から出土し

ている。5の壷の底部片は，底部に木葉痕が施され，東部壁側の覆土中層から出土している。TPlとTP16

の壷の口縁部片は，南東部の覆土中層から出土している。TP2の壷の頚部片は，南東部の覆土上層から出土

している。TP3の壷の頚部から胴部片は，北東壁際の覆土下層から，TP4の壷の頚部片は，櫛歯状工具によ

る波状文が施され，南東部の覆土上層から，それぞれ出土している。DPlの土製紡錘車は，東部の覆土中層

から出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や広口壷片類の特徴から弥生時代後期前半と考えられる。
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第2号住居跡（第10図）

位置　調査3区北部，B2a4区。

規模と平面形　長軸3．22m，短軸2．28mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－880－W

壁　壁高は4～12cmで，媛やかに立ち上がる。

床　中央部がよく踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は，径20cmほどの円形，深さ35cmで，床面中央部に2か所の柱穴が検

出された。性格は不明である。

Pl土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂微量

P2土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

3　にぷい褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

I I

可　く〕　可

E
24．0m

「・㌻　二「
第10図　第2号住居跡実測図

β
TP5

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　：　＿　」

第11図　第2号住居跡出土遺物実測図
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遺物　弥生土器細片8点が出土している。第11図TP5の壷の胴部片が北部の覆土下層から出土しているoTP6

とTP7の壷の胴部片は，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期を決定する資料が少なく，限定することは困難であるが，出土遺物の特徴から弥生時代後期

と思われる。

第3号住居跡（第12図）

位置　調査3区北部，B2C5区。

規模と平面形　長軸4．35m，短軸3．47mの隅丸方形である。

主軸方向　N－780－W

壁　壁高は4～11cmで，緩やかに立ち上がる。

床　炉を中心とした中央部と主柱穴付近が踏み固められており，わずかに高くなっている。

⑥七C511

一一・ニー．．

一一一－－

‾‾電グ‾‾‾

第12図　第3号住居跡実測図
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炉　中央部にあり，平面形は長径105cm，短径58cmの楕円形で，床面を5cmほど掘り込んでいる。炉床は，火

熟を受け，赤変硬化していた。

炉土層解説

1　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは，径24cmほどの円形，深さ16cm，P2～P4は，長径34～38cm，短径30～

32cmの楕円形で，いずれも主柱穴と思わる。P5は長径25cm，短径18cmの楕円形，深さ31cmで，補助柱穴と思

われる。

P2土屑解説
1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子・砂少量，炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子・砂少量
P3土屑解説
1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，砂少量
P5土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

貯蔵穴　北西コーナー部に設置され，平面形は長径45C恥短径42cmの円形で，床面を36cmほど掘り込んでいる。

底面は皿状を里し，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　3層からなる。覆土が浅く，正確に堆積状況をつかめないが，レンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

』
8

二三．、ご
7

靡、；　1畷ぜ’’TP8

第13図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

TP9

0　　　　　　　　　　　10cm

」＝＝l・1－・－1－・

図版番号 券　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・色調・焼成 備　　 考

第13図 宝g B （2．4）底部から胴部にかけての破片。胴部には，附加条一種 （附加 2粂）の 長石・石英・雲母 5％　　　 PLlO

7 弥生土器 C ［6．0］縄文が施されている。底部には木葉痕がある。 にぷい黄橙色

普通

南西部覆土上層

8
雲g B （2．4） 底部から胴部にかけての破片。胴部には，附加条一種 （附加2条）の 長石・石英・雲母 5％　　　 PLlO
弥生土器 C ［7．6］縄文が施されている。底部には木葉痕がある。 スコリア

にぷい褐色　 普通

覆土中

遺物　弥生土器片36点，礫石1点が出土している。第13図7・8，TP8～10の弥生土器片が南西部を中心に

出土している。7の壷の底部片は，南西部の覆土上層から出土している。8の壷の底部片は，覆土中から出土

している。TP8の壷の胴部片は，西部の覆土上層から出土している。TP9とTPlOの壷の胴部片は，覆土中

から出土している。

所見　本跡の時期を決定する資料が少なく，限定することは困難であるが遺構の形態や出土遺物の特徴から弥

生時代後期と思われる。
－21－



3　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で，古墳時代の遺構としては，住居跡1軒と土坑1基が検出された。以下，検出した遺構と遺物

について記載する。

凸1中

杢笠：＝；＝二二二二二＝＝Ⅰ：＝±＝≠去主∃F

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「…　　i i

－22－

第14図　第5号住居跡実測図
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位置　調査3区北東コーナー部，A2j6区。

規模と平面形　北東部が調査区域外にかかり，正確な規模と平面形は不明であるが，長軸7．44m，短軸（5．35）m

の方形であると推定される。

ノ主軸方向　N－90－E

壁　壁高は8～18cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

床　中央部周辺が踏み固められており，わずかに高くなっている。壁から10～15cm内側に，幅50～60cmの溝状

の掘り方が巡っている。溝状掘り方内は，ローム粒子，焼土粒子を少量含み，全体的にしまりがある。また，

壁下から中央部に向かって延びる溝1条を検出した。上幅20～25cm，下幅14～18cm，深さ8～10cmである。

溝状掘り方土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，長径35cm，短径25cmほどの楕円形，深さ54cm，P2は，径25cmほどの

円形，深さ50cm，P3は，長径63cm，短径43cmほどの楕円形，深さ25cmで，いずれも主柱穴と思われる。
P2土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　　　色　ローム粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・砂微量

貯蔵穴　南西コーナーに設置され，平面形は長径65cm，短径50cmほどの楕円形で，床面を34C皿ほど掘り込んで

いる。底面は逆台形で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量，砂微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・砂微量

覆土　撹乱がひどく，1層のみの確認である。ロームブロックや炭化粒子を含んで堆積していることから，人

為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子・砂微量

「　≠二∴‾

≦主よ赴土21
第15図　第5号住居跡出土遺物実測図

第5号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　10cm

♭十三二∃

．図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第15図高　　杯A　20．1 杯部の破片。杯部は内攣して立ち口緑部内・外面横ナデ。杯部内・石英・雲母 50％　　　 PLlO

19 土師器B （5．0）上がり，口緑部に至る。杯部外面

下位に稜を有する。

外面へラ磨き。内面黒色処理。 にぷい橙色

普通
南東部覆土下層

20

高　　杯B （8．7）裾部から脚部にかけての破片。脚脚部外面へラ磨き。脚部内面へラ長石・石英 20％　　　 PLlO
土師器 部から裾部にかけてラッパ状に開

く。

ナデ。輪積み痕有り。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

21

高　　杯B （3．2）脚部破片。脚部は裾部にかけて脚部内面へラナデ。輪積み痕有り。長石・石英・雲母10％
土師器D ［14．8］ラッパ状に開くと思われる。 にぷい黄褐色

普通

南東コーナー覆土

中層

－23－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 書　 法　 の　 特　 徴 「、 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第15図 相 ． B （4．7） 底部から口緑部にかけての破片。 体部外面へラ磨き。内面へラナデ。 長石・石英 ・雲母 80％　　　 PL lO

22 土 師 器 C　　 2．4 平底。体部は扁平な球状を呈し， 輪積み痕有り。 明赤褐色 南西コーナー覆土

最大径を中位に持つ。 普通 下層

遺物　土師器片23点，礫2点が出土している。第15図19の土師器高杯の杯部は，南東部の覆土下層から正位で

出土している。20の土師器高杯脚部片は，覆土中から出土している。21の土師器高杯の脚部片は，南東コーナー

部の覆土下層から出土している。22の土師器相は，南西コーナー部の覆土下層から正位で出土している。

所見　本跡の時期は，コーナー部の覆土下層から出土している高杯や相の特徴などから古墳時代中期中葉と考

えられる。

（2）土　　坑

第305号土坑（第16図）

位置　調査3区北東部，B2a7区。

重複関係　本跡が第5号住居跡を掘、り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　確認できたのは長径1．48m，短径（0．76）mで，楕円形と思われる。

長径方向　N－130－W

壁面　壁高は15～20cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

10cm

2竺一三三三二一

0」
l　一　　　呈　　一一一一一一」

第16図　第305号土坑・出土遺物実測図

遺物　土師器片16点，礫2点，流れ込みによる縄文土器片2点，弥生土器片2点が出土している。第16図53の

土師器高杯は，中央部覆土中層から横位の状態で出土している。

所見　本跡の時期を決定する資料が少なく，限定することは困難であるが，高杯の特徴から古墳時代中期と考

えられる。
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第305号土坑出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第16図 高　　 塀 A　 18 ．4 底 部一部欠損。脚柱 部はエ ンタシ 口緑部内 ・－外 面横 ナデ。体部 内面 長石 ・石英 ・雲母 80％　　　 P L ll

5 3 土 師 器 B　 15 ．0 ス状 を呈 し，裾 部はなだ らか に開 摩滅。杯部外 面斜 位のヘ ラ磨 き。 橙色 中央部覆土 中層

D ‘15 ．2 く。杯部 は外傾 して立ち上が り， 脚部外面縦位 のヘラ磨 き。輪積 み 普通

E　　 6 ．6 口緑部 に至 る。杯 部外 面下位 に稜

を持つ。

痕有 り。

4　平安時代の遺構と遺物

今回の調査で，平安時代の遺構としては，住居跡1軒が検出された。以下，検出した遺構と遺物について記

載する。

（1）竪穴住居跡

第4号住居跡（第17図）

位置　調査3区中央部，C2a3区。

規模と平面形　長軸5．12m，短軸4．84mの方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は40～45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　棚状部を除いて，巡っている。上幅15～25cm，下幅4～11cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形である。

床　竃南側の中央部周辺が踏み固められており，わずかに高くなっている。

住居内土坑　住居内土坑1は北側中央部に掘り込まれており，長径98cm，短径86cmの楕円形，深さ48cmで，断

面形は浅いU字形をしている。灰や焼土を溜めておく施設と考えられる。

住居内土坑1土層解説

1褐　　　色　焼土粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・灰少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子・灰少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，灰少量

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ140cm，袖幅140C皿，壁外への掘り込みは30cmで，平面形は逆U

字形である。上部は撹乱を受けており，両袖部の遺存状態は悪いが，一部に砂質粘土を用いて構築されている。

火床部は長径50cm，短径36cmの楕円形で，浅く掘りくぼめられている。煙道部は，火床部奥から約20度の角度

で立ち上がる。

竃の両側に長軸4．94m，短軸0．69mで，深さ4cmの棚状施設が袖に付くようにある。ロームを掘り込んで構

築され，底面は一部硬化している。

竜土層解説

1暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粧　　3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム中・小ブロック少量

子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　粒子少量

5　にぷい赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量

ピット　Plは，南壁から約30cm内側に位置し，竃と同一線上に並んでいる。径35cmほどの円形，深さ25cmで，

出入り口施設に伴うピットと思われる。

ピット土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量　　　3　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子・ローム中・小ブロック少量　　　　　　4　褐　　　色　ローム粒子微量

覆土　4層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量　　3　褐　　　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　4　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
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第18匡l　第4号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片57点，須恵器片8点，陶器片1点が出土している。第18図10の土師器嚢は，竃内の覆土中層か

ら出土している。11の土師器賓は，西部の覆土中層から出土している。15の須恵器杯は，竃内中央部覆土下層

から逆位で出土している。16の須恵器杯は，北西部の壁溝覆土中層から出土している。17の須恵器杯は，南部

の覆土中から出土している。18の灰粕陶器長頚瓶の体部片は，南部から中央部にかけての覆土中層から出土し

ている。TPllの須恵器嚢体部片は，中央部の覆土上層から出土し，外面に斜位の平行叩きが施されている0

所見　本跡は，竃の両側にいわゆる「棚状施設」を有している。本跡の時期は，竃内覆土中から10の土師器の

嚢や15の須恵器の杯が出土していることなどから，8世紀末から9世紀初頭と考えられる0

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 18園 要 A　 20 ．4 体 部か ら口緑部 にか けての破 片。 口緑部内 ・外 面横 ナデ。体部内面 石英 ・雲母 50％　　　 P L lO

10
土 師 器 B　 33 ．5

C ［8 ．2］

頚 部は くの字状で， 口緑 部は外 反

する。 口緑端部 は上方 につまみ上

げ られてい る。

ナデ。輪積み痕有 り。 にぷい黄褐 色

普通

竜左神都覆土中層
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図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考・

第18図 嚢 A　 21．8 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。体部内面 長石・石英・雲母・ 10％　　　 P L lO

11
土 師 器 B （14．5） 頚部はくの字状で，口緑部は外反

する。口緑端部は上方につまみ上
げられている。

ヘラナデ。輪積み痕有り。 スコリア
灰色

普通

西部覆土中層

15

杯 A　 13．9 口緑部一部欠損。体部は外上方へ 底部内面から体部外面ロクロナ 長石 ・石英・雲母 90％　　　 PL lO

須 恵 器 B　　 4．0

C　　 8．5

直線的に立ち上がる。 デ。体部外面下端手持ちへラ削り。

底部へラ削り。

灰色
普通

竃内覆土下層

16

杯 A ［14．0］ 体部から口縁部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。 長石 ・石英・雲母 20％

須 恵 器 B （4．0） 体部は外上方へ直線的に立ち上が

る。

灰黄色

普通

北西側覆土中層

17

杯 A ［13．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。 長石・石英 ・雲母 40％

須 恵 器 B （2．4） 体部は外上方へ直線的に立ち上が

る。

灰黄色

普通

南部覆土申

18

長 頚 瓶 B （14．8） 体部破片。体部は媛やかに内攣し 体部内・外面ロクロナデ。体部外 胎土　 灰黄褐色 5 ％　　　 PL lO

灰寒由陶器 ている。 面粕。 粕調　 オリーブ黄

色
普通

南部軍土中層

表2　中根十三塚遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　 号
位 置

主（長）軸

方　 向
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁　 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設

覆土 出　　 土 ‘　 遺　　 物
備　　 考

新旧関係 （古→新）
壁溝 補助柱

出入口
ピット
主柱穴炉・竜 貯蔵穴

1 A 2 j3 N －410－W 隅丸長方形 5．07　×　3．58 30～40 平担 － 3 1 4 炉 1 自然 弥生土器片218，土製紡錘車 1

2 B 2 a 4 N －880⊥W 隅丸長方形 3 ．22　×　2．28 4 ～12 平担 － － － 2 － －
自然 弥生土器細片 8

3 B 2 C 5 N －780－W 隅丸方形 4 ．35　×　3 ．47 4 ～11 平担 － 1 － 4 炉 1 自然 弥生土器片36，礫石 1

4 C 2 a 3 N －9 0－E 方　 形 5 ．12　×　4 ．84 40～45 平担 全周 － 1 －
竃 － 人為

縄 文 土器 片 4 ，弥 生 土器 片 4 ，土 師
器 片57 ，須恵器片 8 ，陶器片 1

5 A 2 j6 N －9 0－E 方　 形 7 ．44 ×（5 ．35） 8 ～18 平担 － － － 3 － 1 人為 土師器片23，礫 2 本跡→SK 305

5　中世の遺構と遺物

今回の調査で検出した中世及び中世以降の遺構は，方形竪穴状遺構10基，地下式場1基，火葬墓6基，土壌・

土坑242基，井戸跡22基，溝38条である。これらの中には，覆土の状況や出土遺物から近世と思えるものがい

くつかあるが，そのほとんどは中世のものと考えられる。これらが営まれた時期は，土師質土器や陶磁器類等

の出土遺物から，15～16世紀が中心であると考えられる。土墳墓や井戸跡等は，1区北部から2区中央部にか

けて密集し，それらは溝によって区画されている。以下，検出した遺構と遺物について記載する。

（1）方形竪穴状遺構

第1号方形竪穴状遺構（第19図）

位置　調査2区中央部，Fl j9区。

規模と平面形　西側の一部が調査区城外のため規模や平面形は明らかではないが，確認できたのは長軸2・92m，

短軸2．60mで長方形と推定される。

長軸方向　［N－60－W］

出入り口　南壁側西部に「U」字状の張り出し部を持ち，配置から出入り口施設と考えられる○

壁　壁高は22－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　中央部が踏み固められており，わずかに高くなっている。
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第19図　第1号方形竪穴状遺構実測図

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は，径24～27cmほどの円形，深さ20cmで，いずれも主柱穴と思われる。

P3は長径30cm，短径26cmの楕円形で，P4は長径30cm，短径25cmの楕円形で，それぞれの深さは20－24cmで

ある。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量

覆土　3層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含む暗褐色土が堆積していることから，人為堆積と思われ

る。

土層解説
1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム大・中・小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック微量
3　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

遺物　覆土中から土師質土器細片が少量出土している。覆土下層で，炭化物が存在した。

所見　本跡は，出土した遺物も細片のため時期を確定するのは困難であるが，遺構の形態等から中世の方形竪

穴状遺構と考えられる。

第2号方形竪穴状遺構（第20図）

位置　調査2区中央部，G2d2区。

重複関係　本跡が，第135・146号土坑を掘り込み，第136号土坑に掘り込まれていることから，第135・146号

土坑より新しく，第136号土坑より古い。第141・145号土坑とも重複しているが，新旧は不明である。

規模と平面形　長軸（3．08）m，短軸2．94mの長方形である。

長軸方向　N－70－W

壁　壁高は20～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，全体的に踏み固められている。北側床面直上に木片と考えられる炭化物が存在していた。
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第別図　第2号方形竪穴状遺構実測図

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，長径

13～25cm，短径11～21cmの楕円形で，それぞれの

深さが16～30cmである。P4の下層からは，礎石

と考えられる安山岩が出土した。柱穴と考えられ

るものもあるが，性格は不明である。

覆土　4層からなる。各層ともロームブロックを

含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック微量

3　褐　　　色　炭化物中量，ローム小ブロック・ローム粒

子少量

4　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　覆土中から土師質土器細片が出土してい

る。

所見　本跡は，出土した遺物も細片のため時期を

確定するのは困難であるが，遺構の形態等から中

世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第3号方形竪穴状遺構（第21・22図）

位置　調査2区中央部西側，GlbO区。

重複関係　本跡が，第6号方形竪穴状遺構を掘り込み，第6号井戸に掘り込まれていることから，第6号方形

竪穴状遺構より新しく，第6号井戸より古い。

規模と平面形　長軸2．45m，短軸1．60mの長方形である。

長軸方向　N－100－W

壁　壁高は21cmほどで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，硬くしまっている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は，長径25cm，短径20cmの楕円形で，深さが32cmの主柱穴と思われる。

Pl土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

覆土　他の遺構と複雑に重複していたため，確認できなかった。

遺物　覆土中から土師質土器細片が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態等から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第4号方形竪穴状遺構（第21・22図）

位置　調査2区中央部西側，GIcO区。

重複関係　本跡が，第24号溝を掘り込んでいるので，第24号溝より新しい。第154号土坑とも重複しているが，

新旧は不明である。
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規模と平面形　長軸2．45m，短軸2．33mの方形である。

長軸方向　N－800－E

壁　壁高は24～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl・P2は，長径41～52cm，短径33～41cmの楕円形，深さ45～52cmで，いずれ

も主柱穴と思わる。P3は長径47cm，短径37cmの楕円形，深さ27cm，P4は長径25cm，短径18cmの楕円形，深

さが25cmである。両方とも性格不明である。

Pl土層解説
1極暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　褐　　　色　ローム粒子少量
P2土層解説
1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
P3土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
P4土層解説
1　褐　　　色　ローム小ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量

覆土　4層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

遺物　覆土中から土師質土器細片が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態等から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第5号方形竪穴状遺構（第21・22図）

位置　調査2区中央部西側，Glb9区。

重複関係　本跡は，第166号土坑に掘り込まれているので，第166号土坑より古い。第177号土坑とも重複する

が，新旧関係については不明である。

規模と平面形　西側の一部が調査区域外のため規模や平面形は明らかではないが，長軸［3．00］m，短軸2．61m

の方形と推定される。

長軸方向　N－700－E

壁　壁高は24～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部の一部が踏み固められている。

ピット　確認できなかった。

覆土　5層からなる。各層ともロームブロックを含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

ローム大ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
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第21図　第3～7号方形竪穴遺構実測図（1）
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遺物　覆土中から内耳鍋や陶器片が出土している。第22図59の土師質土器の内耳鍋は，東側の覆土中から出土

している。

所見　本跡は，出土した遺物も少なく時期を確定するのは困難であるが，出土遺物や遺構の形態から中世の方

形竪穴状遺構と考えられる。

第5号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 内 耳 鍋 B　 ＿8．3 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。 長石 ・石英 ・礫 5％

59 土師質土器 内耳1 か所残存。器肉はやや薄 く， にぷい褐色 外面煤付着

口緑端部は平坦である。 ．普通 覆土中

第6号方形竪穴状遺構（第21・22図）

位置　調査2区中央部西側，GlbO区。

重複関係　本跡は，第154号土坑と第3号方形竪穴状遺構に掘り込まれているので，第154号土坑と第3号方形

竪穴状遺構より古い。

規模と平面形　長軸2．90m，短軸2．82mの方形である。

長軸方向　N－850－E

壁　壁高は8～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，中央部の一部が踏み固められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl・P5・P6・P8は，長径25～36cm，短径21～29cmの楕円形，深さ24～29cm

で，・いずれも壁際にある。P7は，長径40cm，短径19cmの楕円形，深さ15cmで，覆土中に礎石と思われる安山

岩があり，柱穴の可能性がある’t．思われる。P2～P4は，長径30～31cm，短径20～27cmの楕円形，深さ19～

22cmである。いずれも性格不明である。

P2土層解説

1　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量

P4土層解説

1　褐　　　色　ローム中・小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
P7土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

覆土　他の遺構と複雑に重複していたために，確認できなかった。

遺物　覆土中から土師質土器細片が出土している。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

第7号方形竪穴状遺構（第21・22図）　　　　　　　　　　　　　　　　　．

位置　調査2区中央部西側，GI c9区。

重複関係　本跡は，第6号井戸と第166号土坑に掘り込まれているので，第6号井戸と第166号土坑より古い。

規模と平面形　長軸2．82m，短軸2．70mの方形である。

長軸方向　N－00

壁　壁高は4～12cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦で，中央部の一部が踏み固められている。
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ピット　2か所（Pl・P2）。Plは，径27cmの円形，深さ62cm，P2は，径30cmの円形，深さ20cmで，いず

れも主柱穴と思われる。

覆土　2層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　覆土中から土師質土器細片が少量出土している。

所見　本跡は，出土した遺物も細片のため時期を確定するのは困難であるが，遺構の形態から中世の方形竪穴

状遺構と考えられる。

第8号方形竪穴状遺構（第23図）

位置　調査2区中央部西側，GlaO区。

重複関係　本跡は，第15号井戸に掘り込まれているので，第15号井戸より古い。

規模と平面形　長軸2．84m，短軸2．60mの方形である。

長軸方向　N－800－E

壁　壁高は25－30cmで，緩やかに立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P5は，長径30～48cm，短径27～33cmの楕円形，深さ32～42cmであり，い

ずれも壁際にある。柱穴と考えられるものもあるが，その性格は不明である。

覆土　5層からなる。ロームブロックを含んでいる層が多いことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム小・中ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量

遺物　覆土下層で炭化物が存在した。

所見　時期を推定する遺物は出土していないが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺構と考えられる。

④　　　　七1

第23図　第8号方形竪穴状遺構実測図
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第9号方形竪穴状遺構（第24図）

位置　調査2区中央部西側，G2a2区。

重複関係　本跡は，第237・245B・266号土坑，第20号井戸に掘り込まれているので，第237・245B・266号土

坑，第20号井戸より古い。

規模と平面形　長軸（3．10）m，短軸（2．62）mの長方形と推定される。

長軸方向　［N－200－W］

壁　壁高は4～24cmで，横やかに立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は，長径35～40cm，短径23～35cmの楕円形，深さ45～49cmで，いずれ

も性格不明のピットである。

覆土　他の遺構と複雑に重複していたために，確認できなかった。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

Ll・一一「　‥11

第24図　第9号方形竪穴状遺構・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

遣物　覆土中から土師質土器細片や土師質土器の小皿が出土している。第24図24の土師質土器の小皿は，南部

中央の床面から正位で出土している。

所見　本跡は，出土遺物も少なく時期を確定するのは困難であるが，出土遺物や遺構の形態から中世の方形竪

穴状遺構と考えられる。

第9号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第24図 小　　 皿 A　 ll．6 口緑都一部欠損。 平底。体部 は直 体部 内 ・外 面 ロクロナ デ。底 部回 雲母 ・ス コリア ・ 70％　　　 P L lO

24 土師質土器 B　　 3 ．5 線的に立 ち上が り，中段に強い稜 転糸切 り。底部内面ナ デ。 小礫 南 側中央床面

C　　 4 ．6 を持つ。 淡橙色　 普通 16世紀前半
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第10号方形竪穴状遺構（第25図）

位置　調査2区中央部，G2e2区。

重複関係　本跡が，第127号土坑を掘り込んでいるので，第127号土坑より新しい。

規模と平面形　長軸2．38m，短軸2・28mの方形である。

長軸方向　N－900－E

壁　壁高は30～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，北側中央部が踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl・P2は，長径40～41cm，短径34～41cmの楕円形，深さ51cmで，いずれも主

柱穴と思われる。P3～P5は，長径25～42cm，短径20～30cmの楕円形，深さ13～31cmで，性格不明のピット

である。

0　　　　　　　2m

［二二㍉＿∃

第25図　第10号方形竪穴状遺構実測図

覆土　5層からなる。各層ともロームブロックを含んでいることから，人為堆積と思われる0

土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小・中ブロック・ローム粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遣物　覆土中から土師質土器細片が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物も少なく時期を確定するのは困難であるが，遺構の形態から中世の方形竪穴状遺

構と考えられる。

表3　中根十三塚遺跡方形竪穴状遺構一覧表

方形竪穴

番　 号
位 置

主（長）軸

方　　 向
平面形

規　模（m ）

（長軸×短軸）

壁　 高

（C皿）
床面

内　部　 施　設
覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　 考

新旧関係 （古→新）
ピット 主柱穴 入　 口

．1 F l j9 N －60－W 長方形 2．92　×　2．60 22～32 平担 － 2 2 人為 土師質土器片，炭化物

2 G 2 d2 N －70－W 長方形 （3．08）×2．94 20～22 平担 4 － － 人為 土師質土器片
SK 135 ・146→本跡→SK 136

3 G lbO N －100－W 長方形 2．45　×1．60 21 平担 － 2 － 不明 土師質土器片
第6 号方形→本跡→SE6

4 G IcO N －800－E 不 形 2．45　×　2．33 24～34 平担 2 2 － 人為
土師質土器片 SD 24→本跡
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方形竪穴

番　　 号
位 置

主 （長）軸

方　　 向
平面形

規　 模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁　 高

（cm ）
床面

内　 部　 施　 設
覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　　　　 考

新旧関係 （古→新）
ピット 主柱穴 入　 口

5 G l b 9 N －700 －E 方　 形 ［3 ．00］× 2．61 24～ 35 平坦 － － － 人為
土師質土器片，陶器片 本跡→S K 166

6 G l b O N －850 －E 方　 形 2 ．90　×　2．82 8 ～・24 平担 3 5 －
不明 土師質土器片 本跡→第 3 号方形，SK 154

7 G I c9 N － 0 0 方　 形 2 ．82　×　2．70 4 ノー12 平担 － 2 －
自然 土師質土器片 本跡→S K 166， SE 6

8 G l a O N －800 － E 方　 形 2．84　×2．60 25～ 30 平坦 5 － － 人為
土師質土器片，炭化物 本跡→S E 15

9 G 2 a 2 ［N －200－W ］ 長方形 （3 ．10）×（2 ．62） 4 ～24 平担 2 － － 不明
土師質土器片 本跡→SK 237・245 8 ・2鯨 SE20

10 G Z e2 N －900 － E 方　 形 2 ．38　×　2 ．28 30 ～36 平担 3 2 －
人為 土師質土器片 SK 127→本跡

（2）地下式墳

第1号地下式塘（第26図）

位置　調査2区北側中央部，F2e4区。

0　　　　　　　　　　　　2m
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第26図　第1号地下式墳・出土遺物実測図
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重複関係　本跡が，第28号溝を掘り込んでいるので，第28号溝より新しい。

主軸方向　N－60－E

竪坑　竪坑，主室ともに崩落しているため，明確な区分はできない。竪坑の上面は長軸［0・95］m，短軸0・89m

で，方形と思われる。深さ78cmである。底面は，長軸［0・78］m，短軸0・74mの方形で，平坦である。

主室　底面は，長軸［2．70］m，短軸1．80mの長方形で，平坦である。確認面から底面までの深さは，80cmで

ある。竪坑に向かって，横やかなスロープ状に上がっている。

壁　主室，竪坑ともにほぼ垂直に立ち上がる。　菰

覆土　4層からなる。ロームブロックや粘土を含む黒褐色土が堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

3　黒　　色　黒色土多量，ローム大・中・小プロ笑ク・ローム粒子少量
4　褐　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子微量

遺物　土師質土器片161点，陶器片2点，礫3点が出土している。第26図48，49の土師質土器の内耳鍋，50の

土師質土器の措鉢が覆土中から出土している。

所見　本跡の性格については，南部に中世の土墳墓と思われる遺構が数多く確認されていることから，墓城と

関連性があるものと思われる。時期は，出土遺物などから中世の後半と考えられる。

第1号地下式墳出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図 内 耳 鍋 A ［36．3］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼 り付 長石・石英 ・雲母・ 5 ％

48 土師質土器 B （9．4） 内耳 2か所残存。器肉はやや薄 く， け。 スコリア 外面煤付着

口緑端部は平坦である。 にぷい褐色　 普通 覆土中

49

内 耳 鍋 A ［38．8］ 内耳 1か所残存。器厚はやや薄 く， 口緑部内 ・外面横ナデ。口縁端部 長石‾・石英 ・雲母 10％

土師質土器 B （7．2） 口緑端部は平坦である。 一部摩滅。耳貼り付け。 にぷい橙色

普通

外面煤付着
覆土中

50

措　　 鉢 B （3．9） 底部から体部にかけての破片。体 体部内 ・外面ナデ。 3条 1単位の 長石 ・石英 ・雲母 10％　　　 PL lO

土師質土器 C ［19．2］ 部は外傾 して立ち上がる。 粗い揺 り目ム 暗灰黄色
普通

外面煤付着

覆土中

（3）土墳墓（第27～35図）

土墳墓は，調査1区の北側及び調査2区の中央部にかけて密集している。これらの土墳墓は，いくつかの支

群を形成している。土墳墓は，方形竪穴状遺構や井戸跡などと一緒に，複雑に重複している。土壌は，さまざ

まな形態をしている。覆土の状況や類例等から墓であると考えられる。ここでは，形状や覆土の状態から，土

墳墓の可能性がある92基について実測図を掲載し，その他については土墳墓・土坑一覧表にまとめた。

第23号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック小量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少

量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第24号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第25号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム大・中ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・炭化物微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム

小ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中・小ブロック少量
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第27号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，

2　極暗褐色　ローム粒子少量，

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，

第45号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，

子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，

子微量

ローム小ブロック微量

ローム中・小ブロック微量

ローム中・小ブロック少量

ローム小ブロック少量，炭化粒

少量

ローム中・小ブロック・炭化粒

第49号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

第51号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム中ブロック微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック微量

第55号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム小・中ブロック微量

第61土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第66土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム
中ブロック微量，炭化物極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第68土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

A
－　23．4m

第28号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム大・中ブロック少量，ローム粒子微量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック微量

第46号土坑土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小

ブロック微量

第50号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

第52土坑土層解説

1　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子極微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量

第57土坑土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子・ローム粒子少量

第63土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子極微量

第67号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

第69土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子微量

二「巧圭デ
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第27図　土墳墓群実測図（1）
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第28図　土墳墓群実測図（2）



第71土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子極微量

第73号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第83号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量，焼土粒

子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量

0　　　　　　　　　　　　　　2mL
第29図　土墳墓群実測図（3）

第126号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第128号土坑土層解説

1褐　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

第130号土坑土層解説

1褐　　色　ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

第139号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第143号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第181号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

tJ

第127号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第129号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

第140号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第172号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

第182号土坑土層解説
1黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

－43－



第30図　土墳墓群実測図（4）

第167号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第169号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量

第174号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量

第175号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒
子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量

3　黒　褐　色　ローム中・小ブロック多量
4　黒　褐　色　ローム大・中ブロック中量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量

第180号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒

子極微量

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第168号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第170号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微

量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

第178号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量

第179号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第184号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量
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第32図　土墳墓群実測図（6）
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第200号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第202号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム中・小ブロック中量

2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック中量，ローム大ブロック微
量

第206号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量

第209号土坑土層解説

1黒　褐　色　炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量

2m

L二「一一　　；　　　つ

第201号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

第205号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

第210号土坑土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化物微量

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

－46－

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム大・中・小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック少量

ローム粒子少量
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第144A号土坑土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第224号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

第228号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子微量

第239号土坑土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第263号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量

第234号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第241号土坑土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

第243A号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム小・中ブロック・ローム粒子少量

第243B号土坑土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量

第245A・B号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　炭化粒子・ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第246号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量

第272号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量

第275号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

第277号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第279号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第283号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

第222土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子少量

第225号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子多量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第235号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第238号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第240号土坑土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第242号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第244号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第266号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第273号土坑土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第276号土坑土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子微量

2　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

第278号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量

第281号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量
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第35図　土墳墓群実測図（9）

（4）火葬墓

火葬墓については，次のような基準を設けた。土坑の中に，人骨（骨片，歯）・焼土・炭化物が遺存するも

ので，形態はT字形のものと瓢箪形のものを含む。火葬施設と火葬後そのまま埋葬されたとみられる遺構との

区別がつきにくいものがあることから，両者を含めて火葬墓という名称を使う。火葬墓を構成している施設に

ついては，遺骸を火葬した燃焼部と燃焼部に空気を入れる通気溝と開口部の三つに分けて説明する。

第1号火葬墓（第36図）

位置　調査2区南部，Hlf9区。

重複関係　本跡は，第18号溝に掘り込まれているので，第18号溝より古い。

規模と平面形　東側の燃焼部は長径［1．30］m，短径0．74mの楕円形，西側の開口部は長径［0．91］m，短径0・78m

の楕円形で，燃焼部に直行する形で，中央部に通気溝がある。
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第36図　第1号火葬墓実測図

長径方向　N－820－W

壁　東側の燃焼部の深さは22cmで，緩やかに立ち上がり，西側の開口部の深さは23cmで，外傾して立ち上がり，

断面形はU字状をしている。

底面　燃焼部と開口部の底面は，平坦である。燃焼部の底面の一部は火熱を受け，赤変している。

覆土　7層からなる。焼土粒子や炭化物を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量

2　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
3　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗　褐　色　炭化粒子・炭化物多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

7　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土中層から上層にかけて火葬骨片及び炭化物の層が見られる。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる。本跡を構成している燃焼部は，

火葬骨片，炭化物及び焼土の検出状況から，遺骸を火葬したものと考えられる。本跡の時期は，遺構の形態な

どから中世と考えられる。

第2号火葬墓（第37図）

位置　調査2区南部，G2i2区。

重複関係　本跡は，第23号溝に掘り込まれているので，第23号溝より古い。

規模と平面形　長径［1．92］m，短径0．86mの楕円形と考えられる。

長径方向　N－70－E

壁　深さは14cmで，緩やかに立ち上がり，断面形はU字状をしている。

底面　平坦であるが，一部に段差があり，燃焼部底面は火熱を受け，赤変している。

覆土　4層からなる。焼土粒子や炭化粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土屑解説

1　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

2　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　覆土中層から上層にかけて火葬骨片及び炭化粒子が見られる。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる。火葬骨片，炭化物及び焼土の検

出状況から，遺骸を火葬した土壌と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。
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第3号火葬暮（第38図）

位置　調査2区中央部，Gld2区。

重複関係　本跡は第193号土坑と重複するが，新旧関係については不明である。

規模と平面形　長径［1．40］m，短径0．80mの不整楕円形と推定される。

長径方向　N－860－W

壁　深さは10～35cmで，緩やかに立ち上がり，断面形はU字状をしている。壁の一部に粘土が付着してある。

底面　平坦であるが，一部はU字状にくぼみ，全体的に火熟を受け，赤変している。

覆土　9層からなる。焼土粒子や炭化物を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土眉解説

1灰　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量

2　暗　褐　色　焼土大ブロック多量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
3　明赤褐色　焼土大ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子少量

4　赤　褐　色　焼土大・中ブロック多量，炭化粒子・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子少量

6　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量

7　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土大・中ブロック微量

8　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・焼土小ブロック微量

9　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

第3号火葬墓

A
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第38図　第3・4号火葬墓実測図
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遣物　覆土中層から上層にかけて炭化物が見られる。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる。炭化物及び焼土の検出状況から，遺骸を火葬し

た土塀と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第4号火葬墓（第38図）

位置　調査2区中央部，Gld2区。

重複関係　本跡が，第193号土坑を掘り込んでいるので，第193号土坑より新しい。

規模と平面形　長径1．61m，短径0．73mの楕円形である。

長径方向　N－890－E

壁　深さは19cmで，緩やかに立ち上がり，断面形はU字形をしている。

底面　平坦である。底面の一部は火熱を受け，赤変している。

覆土　9層からなる。焼土粒子や炭化物を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　焼土大・中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
2　暗　赤　褐　色　焼土大・中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
4　黒　褐　色　焼土中・小ブロック・炭化粒子・炭化物・ローム粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土小ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
7　暗　赤　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

8　にぷい赤褐色　焼土大・中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
9　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土大・中・小ブロック微量

遺物　覆土中層から上層にかけて炭化物が見られる。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる。炭化物及び焼土の検出状況から，遺骸を火葬し

た土壌と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第5号火葬墓（第39図）

位置　調査2区南部，Glj9区。

規模と平面形　北側の燃焼部は長径2．04m，短径0．68m

の楕円形，南側の開口部は長径0．35m，短径0．31mの楕

円形で，燃焼部と開口部の間に長さ0．80m，上幅0．30m，

下幅0．10mの通気溝がある。南側から開口部，通気溝，

燃焼部の順に構成された施設である。

長径方向　N－30－W

壁　開口部の深さは42cmで，外傾して立ち上がり，断面

形はU字状をしている。燃焼部の深さは17C皿で，媛やか

に外傾して立ち上がり，断面形は浅いU字状をしている。

底面　燃焼部と開口部とも，凹凸があり，底面の一部は

火熟を受け，赤変している。

－53－
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第39図　第5号火葬墓実測図



覆土　5層からなる。焼土粒子や炭化物を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子多量
2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　黒　褐　色　炭化材・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

4　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子微量
5　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量

遺物　覆土中層から上層にかけて火葬骨片及び炭化物の層が見られる。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる。本跡を構成している燃焼部から

は，枕石，火葬骨片，炭化物及び焼土を検出した。遺骸を火葬したものと考えられる。燃焼部と開口部は，火

葬墓を構成する一つの施設と考えられる。本跡の時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第6号火葬墓（第40図）

位置　調査2区南部，Hle9区。

重複関係　本跡の西側の一部が第284号土坑に掘り込まれているので，第284号土坑より古い。

規模と平面形　東側の燃焼部は長径0．85m，短径0．43mの楕円形，西側の開口部は長径［0・70］m，短径0・65m

の楕円形で，燃焼部と開口部の間に長さ1．01mほどの溝がある。燃焼部に直行する形で，中央部に通気溝と

開口部がある。

長径方向　N－65。－E

壁　深さは20～42cmで，外債して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　凹凸であり，一部は火熱を受け，赤変している。

覆土　5層からなる。焼土粒子や炭化物を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化材・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　炭化材多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　暗　褐　色　炭化材・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

5　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量

遺物　覆土中層から上層にかけて火葬骨片及び炭化物の層が見られる。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある火葬墓と思われる。本跡を構成している燃焼部と開

口部は，火葬骨片，炭化物及び焼土の検出状況から，遺骸を火葬したものと考えられる。燃焼部と開口部との

間には，通気溝がある。本跡の時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第40図　第6号火葬墓実測図
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表4　中根十三塚遺跡火葬墓一覧表

火葬墓

番　号
位　 置 長 径方 向 平　面　 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物

備　　　 考
重 複 関係
新旧関係 （旧→新）長径×短径（m ）深さ（cm）

1 H l f9 N －820－W T　 字　 形 1．55　× 1．30 22～23 外傾 平担 人為 骨片，炭化物 本→SD 18

2 G 2 i2 N －7 0－E 楕　 円　 形 ［1．92］×　0．86 14 外傾 平担 人為 骨片，炭化物 本→SD 23

3 G l d 2 N －860－W 不整嘩円形 ［1．40］×0．80 10～35 緩斜 平担 人為 本－SK193新旧関係不明

4 G l d 2 N －890－E 楕　 円　 形 1．61 ×　0．73 19 緩斜 平担 人為 SK 193→本

5
G l j9 N －3 0－W 瓢　 箪　 形 2．04　×　0．68 ・

0．35　×　0．31

17

－42

外傾 凹凸 人為 骨片，炭化物，歯

6
H l e9 N －650－E T　 字　 形 0．85　×　0．43

［0．70］×　0．65

20

～42

外傾 凹凸 人為 骨片，炭化物 本→SK 284

（5）土　　坑

当遺跡からは，土墳墓・土坑243基が検出された。ここでは，時期を中世と推定できるもの，遺物が出土し

ているものについて記述し，それ以外は一覧表でまとめる。

第14号土坑（第41図）

位置　調査1区南部，Ilf7区。

重複関係　本跡は，第13号土坑に掘り込まれているので，第13号土坑より古い。

規模と平面形　長径0．70m，短径0．65mの不整円形で，深さは20cmである。

長径方向　N－200－W

壁　緩やかに立ち上がり，断面形は浅いU字状をしている。
ヽ

底面　ほぼ平坦である。

覆土　2層からなる。ローム粒子や炭化粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

A
－23．2m

再幸二r
SK13　　2

‾＝　　＿

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第41図　第14号土坑・出土遺物実測図

第14号土坑出土遺物観察表

「 「＼＿ノ〆

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L　　＿　；　一一一一一一」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第41図内耳鍋B（6．6）底部から体部にかけての破片。体体部内・外面ナデ。底部外面ナデ。長石・石英・雲母5％

25土師質土器C［22．2］部はやや丸味を持って，外傾して にぷい褐色外面煤付着

立ち上がる。 普通覆土中

－55－



遺物　第41図25の土師質土器の内耳鍋が覆土中から出土している。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世

と考えられる。

第32A号土坑（第42図）

位置　調査2区中央部，Hli5区。

重複関係　本跡は，第31号土坑に掘り込まれているので，第31号土坑より古い。第32B号土坑についての新旧

関係は不明である。

規模と平面形　長径1．25m，短径0．85mの不整円形で，深さは35cmである。

長径方向　N－180－E

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ローム粒子や炭化粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土眉解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　　　色　炭化粒子・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

＼‾し＿／し

叫

第42図　第32A号土坑・出土遺物実測図

第32A号土坑出土遺物観察表
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図版番号券　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第42図小　　皿A［8．0］底部から口緑部にかけての破片。体部内・外面ロタロナデ。口緑部長石・石英・雲母5％

26 土師貿土器B　l，7

C［5．0］

体部は直線的に立ち上がり，中段

に弱い稜を持つ。

に油煙付着。 にぷい赤褐色

普通

覆土中

遺物　第42図26の土師質土器の小皿が覆土中から出土している。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世

と考えられる。

第75号土坑（第43図）

位置　調査2区中央部，Hli7区。

規模と平面形　長径0．92m，短径0．68mの楕円形で，深さは21C皿である。

長径方向　N－890－E

－56－



壁　横やかに立ち上がる。断面形は一部U字状をしている。

底面　凹凸である。

覆土　2層からなる。焼土粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

（紗
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第43図　第75号土坑・出土遺物実測図

第75号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 券　 種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第43図 鉢 A ［28 ．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部内面ナデ。休部内面にヘラ状 長石 ・石英 ・雲母・ 5 ％

27 土師質土器 B （3 ．3） 体部は外傾 して立ち上が り，口緑 工具による唐草文が施 されてい スコリア 外面煤付着

部に至る。 る。 にぷい褐色　 普通 覆土中

遺物　第43図27の土師質土器の鉢が覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。

第76号土坑（第44図）

位置　調査2区南側，IIc7区。

2928　　　　　31　30

第44図　第76号土坑・出土遺物実測図
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規模と平面形　長径1．94m，短径1，74mの楕円形である。深さは14cmである。

長径方向　N－20－E

壁　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　土師質土器片78点，礫1点が出土している。第44図28，29の土師質土器の小皿は，北部の覆土下層から

出土し，底部は平底で，回転糸切りである。30，31の土師質土器の内耳鍋は，南部の覆土下層から出土してい

る。TP12～TP14の土師質土器の揺鉢は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。土師質土器の小皿や内耳鍋の特徴から中世の15世

紀後半と考えられる。

第76号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 44図 小　　 皿 A ［ 6．6］ 口緑部一部欠損。 平底 。体部 は直 体部内 ・外 面ロタ ロナデ。底部 回 石英 ・雲 母 ・ス コ 60％

28 土師質土器 B　　 2．0

C　　 4 ．2

線 的に立 ち上が り，口緑部 に至る。 転糸切 り。底 部内面ナデ。 ロ緑 部

内面 に油煙付着。

リア

にぷ い橙 色　 普通

北部下層

2 9

小　　 皿 B （ 1．7） 底 部か ら体部 にかけての破 片。平 体部内 ・外 面ロクロナデ。底部 回 石英 ・雲 母 ・ス コ 40％

土師質土器 C　　 4 ．8 底 。体部 は直線 的に立ち上が る。 転糸切 り。底 部内面ナデ。 リア

橙色　 普 通

北部下層

30

内 耳 鍋 B （6 ．4） 内耳 1 か所残存。器肉 はや や薄 く， 口緑部内 ・外面横 ナデ。ロ緑端部 長石 ・石英 ・雲母 5 ％

土師質土器 口緑端部 は平坦 である。 一部摩滅。 耳貼 り付 け。 にぷい褐色

普通

外部煤付着

南部下層

3 1

内 耳 鍋 A ［29 ．0］ 体 部か ら口緑部 にかけての破片。 体部内 ・外面 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 10％

土師質土器 B （5 ．0） 口緑 端部 は平坦で ある。 暗灰黄色

普通

外 面煤付着

南部下層

第79号土坑（第45図）

位置　調査2区南部，Ild7区。

規模と平面形　長径［1．80］m，短径1．50mの［楕円形］，深さは28C皿である。

長径方向　N－240－W

壁　緩やかに立ち上がり，断面形は浅いU字状をしている。

底面　平坦である。

●
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第45図　第79号土坑・出土遺物実測図
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覆土　2層からなる。焼土粒子やローム粒子を含んで堆積しているこ‘とから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　第45図32の土師質土器の小皿は，西側の覆土中層から，Q30の砥石は北部の覆土中層から出土してい

る。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。

第79号土坑出土遣物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第45図 小　　 皿 A　　 9．4 口緑部一部欠損。丸底。器肉は厚 体部内 ・外面横ナデ。底部内面一 スコリア ・砂粒 95％　　　 P L lO

32 土師質土器 B‾　 2．4 く体部は内攣 して立ち上が り，口 方向のナデ。底部外面指ナデ。‘口 橙色 西部覆土中層

C　 l．2 緑部に至る。 緑部内 ・外面に油煙付着。 普通 14世紀前半

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重皇（g）

Q 30 砥　　　　 石 （5．4） 4．3 2．3 （50．6）‾凝 ．灰　 岩 北　 部　 中　 層 P L 19

第97号土坑（第46図）

位置　調査2区南部，Hl fO区。

重複関係　本跡が，第18号溝を掘り込んでいるので，第18号溝より新しい。

規模と平面形　長径2．00m，短径1．57mの楕円形，深さは65cmである。

長径方向　N－640－W

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　平坦である。
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第46図　第97号土坑・出土遺物実測図
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　第46図33の土師質土器の片口鉢は北部覆土下層から，34の常滑の陶器嚢は，北部覆土中層から出土して

いる。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世の

13世紀後半以降と考えられる。

第97号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・＿焼成 備　　 考

第46図 片 口 鉢 B （3．5） 体部から口縁部にかけての破片。 口緑端部に強い稜を持つ。体部内・長石・石英・雲母・ 5％

33 土師質土器 休部は外傾して立ち上がり，口緑 外面ナデ。 スコリア 外面煤付着

部に至る。 にぷい褐色　 普通 北部覆土下層

34

嚢 A ［46．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面ナデ。輪積み痕有 長石 ・石英 5％　　　 P L lO

陶　　 器 B （7．1） 幅の狭い粘土帯が巡る断面N 字状 り体部外面に自然粕。 灰黄色 北部覆土中層

の口緑である。 普通 常滑系13世紀後半

第107号土坑（第47図）

位置　調査2区南部，G2h3区。

規模と平面形　長径1．37m，短径0．78mの楕円形，深さは24cmである。

長径方向　N－770－W

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ロームブロックやローム粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子微量

3　褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

I　　　　　旦23．4m

生慣ヨー。、堕三宝7‾
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第47図　第107号土坑・出土遺物実測図

第107号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号券　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴．胎土・色調・焼成備　　考

第47図内耳鍋B（7．0）体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。口緑端部長石・石英・雲母5％

35土師質土器内耳1か所残存。器肉はやや薄く，一部摩滅。耳貼り付け。にぷい赤褐色外面煤付着

口緑端部は平坦である。 普通覆土中

遺物　第47図35の土師質土器の内耳鍋は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。

－60－



第139号土坑（第48図）

位置　調査2区中央部，G2d3区。

重複関係　本跡が，第141・156号土坑を掘り込み，第140号土坑に掘り込まれているので，第141号・156号土

坑より新しく，第140号土坑より古い。

規模と平面形　長径1．75m，短径1．03mの

楕円形，深さは35cmである。

長径方向　N－800－E

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形

をしている。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ローム粒子やローム

ブロックを含んで堆積していることから，

人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ロー

ム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微

量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒

子微量

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト1－－卜一1－－－」

第胡図　第139号土坑・出土遺物実測図

遺物　土師質土器片17点が出土している。第48図36の土師質土器の小皿は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世の16世紀以降と考

えられる。

第139号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第48図 小　　 皿 A ［11．0］ 底部か ら口緑 部にかけて の破片。 体部内 ・外 面 ロク ロナ デ。底 部回 石英 ・雲母 ・スコ 40％　　　 PL l O

3 6 土師貿土器 B　　 3．0 平底。体部は直線 的に立ち上が り， 転糸切 り。底 部内面ナ デ。 リア 覆土 中

C　　 6．0 中段に弱 い稜 を持 つ。 にぷい褐色 16世紀

第147号土坑（第49図）

位置　調査2区中央部，G2d4区。

規模と平面形　長径1．62m，短径1．00mの楕円形，深さは17cmである。

長径方向　N－200－W

壁　嬢やかに立ち上がり，断面形は浅いU字状をしている。

－61－
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底面　平坦である。

遺物　土師質土器9点，陶器1点が出土している。第49図37の土師質土器の小皿は，覆土下層から出土してい

る。38の土師質土器の片口鉢は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから16～17世紀と考えられ

る。

第147号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 4 9図 小　　 皿 A ［6湖 口緑部一部 欠損 。平底。体部 は直 体 部内 ・外面 ロクロナデ。底 部回 石 英 ・雲母 5 0％

3 7 土師質土器 B　 l．9

C　　 3．6

線的に立 ち上 が り，口緑 部に至 る。

中段に強い稜 を持つ。

転 糸切 り。底部内面ナ デ。 にぷい褐色

普通

覆 土下層

3 8

片 口 鉢 A ［2 5．1］ 体部か ら口緑 部にかけて の破片。 口緑 端部は平坦。体部 内 ・外 面ナ 長石 ・石英 ・雲 母 5 ％

土師貿土器 B （4．0） 体部は外傾 して立ち上が り，口緑

部 に至 る。

デ。 にぷい橙色

普通
覆土中

第161号土坑（第50図）

位置　調査2区中央部，G2bl区。

規模と平面形　長径0．92m，短径0．82mの円形，深さは100cmである。井戸状の様相を呈している。

長径方向　N－220－E

壁　外傾して筒状に立ち上がり，断面形はU字状をしている。

底面　平坦である。

遺物　土師質土器片3点，礫1点が出土している。第50図40の土師質土器の捨鉢は覆土中から出土している0

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる0
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第弱図　第161号土坑・出土遺物実測図

第161号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第50図 片　口鉢 A　32．8 ロ縁部・体部一部欠損破片。休部 口緑端部は平坦。体部内・外面ナ 長石・石英・雲母 90％　　　 PLll

40 （措鉢） B　13．1 は外傾して立ち上がり，口縁部に デ体部内面に4条1単位の揺り にぷい橙色 覆土中

土師質土器 C　14．4 至る。 目。 普通

－62－



第189号土坑（第51図）

位置　調査2区中央部，G2fl区。

重複関係　本跡は，第191号土坑に掘り込まれているので，第191号土坑より古い。

規模と平面形　長径1．45m，短径（1．40）mの円形と推定され，深さは30cmである。

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　ほぼ平坦である。

遺物　土師質土器片17点，不明土製品1点，礫1点が出土している。第51図41の土師質土器の内耳鍋は覆土中

層から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。

ミ＿⊥、＿∴

丘3．0m

2m」
第51図　第189号土坑・出土遺物実測図

第189号土坑出土遺物観察表
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形 ？ 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第51図 内耳鍋 A ［27．2］体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石・石英・雲母 5％

41 土師質土器 B （9．1）内耳1か所残存。器肉はやや薄く，け。 にぷい橙色 外面煤付着
口緑端部は平坦である。 普通 覆土中層

第196号土坑（第52図）

位置　調査2区中央部，G2fO区。

㊤　＼．

sJ－B、し－」′
0　　　　　　2m

ヒ二子＿二∃
第52図　第196号土坑・出土遺物実測図
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重複関係　本跡は，第197号土坑と重複するが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　長径1．40m，短径1．10mの不整楕円形，深さは60cmである。

長径方向　N－800－E

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ローム粒子やロームブロックを含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師質土器片8点，陶器片2点が出土している。第52図42の土師質土器の小皿と43の土師質土器の内耳

鍋は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世の15世紀以降と考

えられる。

第196号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第52図 小　　 皿 A ［10．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。 雲母 ・スコリア 5 ％

42 土師質土器 B （2．1） 体部は直線的に立ち上がり，口緑

部に至る。

にぷい赤褐色
普通

覆土中

43

内 耳 鍋 B （8．1） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英 ・雲母’5 ％

土師質土器 内耳 1 か所残存。器肉はやや薄く， け。 にぷい橙色 外面煤付着

口緑端部は平坦である。 普通 覆土中

第201号土坑（第53図）

位置　調査2区中央部，Glgl区。

重複関係　本跡が，第200号土坑を掘り込み，第9号井戸に掘り込まれているので，第200号土坑より新しく，

第9号井戸より古い。

規模と平面形　長径1．08m，短径（1．05）mの不整楕円形と推定され，深さは20cmである。

長径方向　N－00－E

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　平坦である。

覆土　単一層である。ローム粒子を含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量

2m

ト　　　i　　　＿＿二∃

第53図　第201号土坑・出土遺物実測図
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遺物　第53図44の土師質土器の内耳鍋は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。

第201号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ・備　　 考

第53図 内 耳 鍋 B （6．9） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼 り付 長石 ・石英 ・スコ 5 ％　　　 P Lll

44 土師質土器 内耳 1か所残存。器肉は薄 く，口 け。 リア　 にぷい橙色 外面煤付着

緑端部は平坦である。 普通 覆土中

第223号土坑（第54図）

位置　調査2区中央部，G2b4区。

重複関係　本跡は，第222号土坑に掘り込まれているので，第222号土坑より古い。

規模と平面形　長径1．95m，短径1．48mの楕円形，深さは15cmである。

長径方向　N－10－E

壁　緩やかに立ち上がり，断面形は浅いU字状をしている。

底面　平坦である。

覆土　2層からなる。ローム粒子やロームブロックを含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　第54図45と46の土師質土器の内耳鍋は覆土下層から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。
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第54図　第223号土坑・出土遺物実測図
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第223号土坑出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第54図 内 耳 鍋 A ．［30．8］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼 り付 長石 ・石英 ・雲母・ 10％

45 土師質土器 B （11．6） 内耳 1 か所残存。器肉は薄 く，口 け。 ネコリア　 にぷい 外面煤付着

緑端部は平坦である。 褐色　 普通 覆土下層

46

内 耳 鍋 A ［33．2］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面ナデ。体部内面に 長石 ・石英 ・雲母 5 ％　　　 P L ll

土師質土器 B （7．5） 器肉は薄く，口緑端部は平坦であ 「十」字のヘラ記号が施されてい にぷい褐色 外面煤付着

る。 る。 普通 覆土下層

第236号土坑（第55図）

位置　調査2区南部，G2b4区。

規模と平面形　長径1．53m，短径1．12mの楕円形，深さは14．0cmである。

長径方向　N－50－E

壁　緩やかに立ち上がり，断面形は浅いU字状をしている。

底面　平坦である。

覆土　3層からなる。ローム粒子やロームブロックを含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子微量

遺物　土師質土器片2点，陶器片2点が出土している。第55図47の土師質土器の片口鉢は覆土上層から出土し

ている。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。
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第55図　第236号土坑・出土遺物実測図

第236号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　10cm
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第55図 片口鉢 A ［33．0］体部から口緑部にかけての破片。 口緑端部に強い稜を持つ。体部内・長石・石英・雲母・ 5％

47 土師貿土器 B （5．5）体部は外傾して立ち上がり，口緑

部に至る。

外面ナデ。 スコリア

にぷい橙色　普通

覆土上層
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第257号土坑（第56図）

位置　調査2区南部，F2il区。

規模と平面形　長径1．20m，短径0．65mの楕円形，

深さは37．Oc皿である。

長径方向　N－140－W

壁　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

遺物　第56図51の土師質土器の小皿は，床面から

正位で出土し，平底で，底部は回転糸切りである。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と

思われる。時期は，出土遺物などから中世の15世

紀後半以降と考えられる。

第257号土坑出土遺物観察表

A　　　　51

‾こ」′

2m

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L　　　　；　　　！

L i　　　1

第粥図　第257号土坑・出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 5 6図 小　　 皿 A　　 8 ．8 口緑部一部欠損。平 底。体部 は外 体部 内 ・外面 ロクロナ デ。底 部回 石英 ・雲母 ・スコ 9 0％　　　 P L l l

5 1 土師質土器 B　　 2．8 傾 して立 ち上が り，口縁 部に至 る。 転 糸切 り。底部 内面一方向のナ デ。 リア 床面

C　　 5．4 中段に弱い稜 を持 つ。口緑端部 は

丸 く収めて いる。

にぷい黄橙色

普通

1 5世 紀

第茄1号土坑（第57図）

位置　調査2区中央部，F2f3区。

重複関係　本跡は，第27号溝と重複しているが，新旧関係については不明である。

規模と平面形　長径1．97m，短径1．40mの楕円形，深さは70cmである。

長径方向　N－82。－W

壁　外傾して立ち上がり，断面形は逆台形をしている。

底面　平坦である。

覆土　4層からなる。ローム粒子やロームブロックを含んで堆積していることから，人為堆積と思われる0

土層解説

1黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量，砂粒少量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・砂粒少量

4　褐　　　色　砂粒中量，ローム中・小プロッタ・ローム粒子微量

遺物　第57図52の土師質土器の片口鉢は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある土坑と思われる。時期は，出土遺物などから中世と考えられる。

ごl二二二二一国‾≡「
くl T∴冒m　「∵cm

第57図　第祁1号土坑・出土遺物実測図
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第261号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 億 ． 考

第57図 片 口 鉢 B （5．7） 体部から口緑部にかけての破片。 口縁端部に弱い稜を持つ。体部内・ 長石・石英 ・雲母・ 5 ％

52 土師質土器 体部は外傾して立ち上がり，口緑 外面ナデ。 スコリア 外面煤付着

部に至る。 灰褐色　 普通 覆土中

表5　中根十三塚遺跡土墳墓・土坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁 面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物

備　　　 考

（旧→新 ）長径 ×短径 （m ） 深さ（cm）

1 I l f l N －73 0－W 不 整 楕 円形 0．9 5　×（0 ．6 0） 5 ．5 横斜 平坦 人為

2 I l f l N －81 0－ E 楕　 円　 形 0 ．9 5　×　0 ．8 0 14 ．2 外傾 平坦 自然

3 I l f 2 N －90 0† E 楕　 円　 形 1 ．0 9　×　0 ．8 5 19 ．0 揺斜 平坦 人為

4 I l e 3 N －12 0－W 楕　 円　 形 1 ．0 0 ．×　0 ．8 5 28 ．0 媛斜 皿状 人為 土 師器 片 7

5 I l d 3 N －22 0－W 楕　 円　 形 1 ．2 5　× 1．00 7 ．0 媛斜 皿状 人為 不 明土製品 1

6 I I c 3 N －89 0 －W 楕　 円　 形 1．7 6　×　0．62 36 ．0 横斜 皿状 自然

7 I I c 4 N －90 0 － E 楕　 円　 形 1 ．4 2　× 1．02 7 ．0 外傾 平坦 人為

8 I l e 4 －
不 整 円 形 1 ．5 0　× 1．45 102 ．0

彿傾 平坦 自然

9 I l f 5 N － 5 0 －W 不 整 楕 円形 0 ．7 1 ×　0．62 55 ．0 外傾 皿状 自然

10 I l e 5 N －93 0 －W 楕　 円　 形 1．3 0　×　0．66 9．0 緩斜 平坦 自然

11 I l e 6 N －70 0 －W 楕　 円 ‘形 1．31 ×　0．57 12 ．0 境斜 凹凸 人為

12 I l d 6 N －68 0 －W 楕　 円　 形 0 ．79　×　0．7 1 6 9．0 外傾 平坦 人為 礫 5

13 I l f 7 － 不 整 円 形 1．27　× 1．20 2 6．0 媛斜 皿状 人為 SK 14→本

14 I l f 7 N －20 0 －W 不 整 円 形 0 ．70　×　0．6 5 2 0．0 嬢斜 平坦 人為 土師質土器片 1 本→SK 13

15 I l e 7 N －9 00 －W 不 整楕 円 形 1．30　×　0．70 1 8．0 緩斜 皿状 自然

16 I l e 3 － 円　　　 形 1．54　× 1．4 0 11 8．0 外傾 平坦 人為 礫 1

17 H l i 6 N －2 50 －W 楕　 円　 形 1．00　×　0．7 9 2 4．0 横斜 皿状 自然

19 H l g 6 N －1 80 －W 楕　 円　 形 3．49　×　0・9 7 5 3．0 外傾 皿状 自然

20 H l h 5 N －2 30 －W 不 整 楕 円 形 0．97　×　0．7 0 5 3．0 媛斜 皿状 自然

21 H l i 6 N －1 20 － E 不 整楕 円 形 0．69　×　0．4 7 5 2．0 外傾 凹凸 自然 土師器片 3

22 H l g 4 N －1 40 － E 楕　 円　 形 1．68　×　0．8 8 2 0．0 外傾 平坦 自然 SD 5

23 H l e 5 N －8 40 －W 楕　 円　 形 1．43　×　0．8 8 1 4．0 嬢斜 平坦 自然

24 H l d 6 N － 6 0 －W 楕　 円　 形 1．08　×　0．8 0 ． 1 0．0 媛斜 平 坦 自然

25 H l d 5 N －8 90 － E 円　　　 形 0．78　×　0．6 5 5 8．0 緩斜 平坦 人為

26 H l i 5 N －8 10 －W 不 整 楕 円 形 2．57　× 1．7 4 1 4．0 外傾 平坦 自然

27 H l d 6 N －3 80 － E 円　　　 形 1．76　× 1 ．6 0 2 3．0 媛斜 平坦 人為 SK 4 6→ 本

28 H l d 5 N － 6 0 －E 楕　 円　 形 1．23　×　0 ．9 3 2 8．0 外傾 皿状 人為

29 H l i 6 －
円　　　 形 1．45　× 1 ．4 0 1 2．0 媛斜 皿状 人為

30 H l i 6 N －9 00 － E 精 ．円　 形 1．00　×　0 ．6 5 6 0．0 外傾 皿状 自然 土師器片 4

3 1 H l i 5 N －1 50 －W 楕　 円　 形 0．84　×　0 ．5 8 1 1．0 横斜 平坦 人為

32（A） H l i 6 N －1 80 － E 不 整 円 形 1．25　×　0 ．8 5 3 5．0 外傾 平坦 人為 SK 32B→本→SK 31

3 2（B） H l i 5 N －2 60 － E 不 整 楕 円 形 1．92　× 1 ．7 7 3 7．0 外傾 平坦 自然 土師器片 7 本→SK 32A →SK 31

34 H l i 4 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 0．66　×　0 ．5 0 1 5．0 外傾 平坦 自然

35 H l i 6 N －2 00 － E 不 整 楕 円 形 1．04　×　0 ．6 9 4 6．0 外傾 平坦 自然 礫 1

38 H l h 6 N －8 2〇・一W 楕　 円　 形 1．4 1 ×　0 ．9 5 2 9．0 緩斜 凹凸 人為 土師器片 4 ，土師質土器片 1

S K 4 3

S K 4 1

39 H l i 5 N －3 90 －W 楕　 円　 形 1．29　×　0 ．7 5 8 ．0 0 綬斜 平坦 自然

41 H l d 6 ［N －700－E ］ 楕　 円　 形 0．42　×　0 ．3 6 4 0．0 外傾 平坦 人為

42 H l g 7 N －．2 40 －E 不 整 楕 円 形 2．17　×　0 ．6 8 1 0．0 媛斜 平坦 自然

43 H I c 6 ［N －770－E ］ 楕　 円 一　形 0．70　×　0．6 0 4 0．0 外傾 平坦 自然
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底 面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　 考

長径 ×短径 （m ） 深 さ（cm）

45 H l d 5 N －45 0－W 楕　 円　 形 1 ．30　× 1．10 75 ．0 外傾 平坦 自然 SK 5 1，52，53→本

46 H l d 6 N －78 0－E 不 整 楕 円形 1 ．68　×　0 ．88 7．00 外傾 平坦 自然 本→SK 2 7

4 9 H l a 6 N －140 －E 楕　 円　 形 3．10　× 1．38 18 ．0 緩斜 平坦 自然

50 H l d 5 N －4 0 －W 楕　 円　 形 2．10　× 1．12 31 ．0 緩斜 平坦 自然 土 師器片 2 本→S K 5 7

5 1 H I c 5 N －880 －E ［楕 円 形 ］ ［1・．70　×　0 ．75］ 13．0 横斜 平坦 自然 本→SK45，50，53・，55

5 2 H l d 5 N － 2 0 －W 楕　 円　 形 （0．79　×　0 ．43） 30．0 緩斜 平坦 自然 土 師器 片 2 本→S K 4 5

53 H l d 6 N －890 －E 楕　 円　 形 （0．70　×　0 ．65） 18．0 外傾 平坦 自然 SK 55

55 H l と6 N －890 －E 楕　 円　 形 （0．90　×　0 ．80） 24．0 媛斜 平坦 人為 SK 53，62，SK 51→本

57 H I c 5 N －810 －W 不 整 楕 円 形 1．80　× 1．65 1 0．0 緩斜 平坦 自然 SK 50→本

58 H I c 5 － 円　　　 一形 0 ．75　×　0．73 7 6．0 嬢斜 平坦 人為 SK 5 7

59 H I c 6 N － 6 0 －E 楕　 円l 形 1．25　× 1．08 30 ．0 緩斜 平坦 人為 SK 6 0，65

60 H I c 6 N －77 0－W 楕　 円　 形 1．69　× 1．60 20 ・q 緩斜 平坦 人為 SK 5 9， 61，65

6 1 H I c 5 N －90 0－E 楕　 円　 形 1 ．60　×　0 ．64 22 ．0 緩斜 皿状 自然 S K 6 0，64，65

6 2 H l d 6 N －15 0－W 楕　 円　 形 1 ．64　×　0 ．98 6．00 渡御 平坦 人為 SK 5 5

6 3 H I c 6 N －26 0－E 楕　 円　 形 1°．10　× 1．04 9．00 媛斜 平坦 人為

64 H I c 5 N －180 －E 不 整 楕 円形 （0．70　×　0 ．44） 12 ．0 媛 斜 平坦 人為 SK 61

65 H I c 6 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 1．86　×　0 ．70 2 1．0 綬斜 平坦 自然 SK 59，60，61

66 H I c 6 N －200 －E 不 整 楕 円 形 1．75　× 1 ．27 2 0．0 緩斜 平坦 自然 SK 67，68

67 H l b 6 N －820 －W 楕　 円　 形 1．63　× 1 ．12 2 0．0 緩斜 凹凸 人為 SK 69，71，本→SK 66

68 H I c 5 N －390 －W 楕　 円　 形 1．85　×　0．60 14 ．0 媛斜 平坦 自然 SK 6 6

69 H l b 6 ［N －700，－E ］ 楕　 円　 形 1．97　×　0．82 1 7．0 外傾 皿状 自然

70 H l b 5 N －24 0 －E 不 整楕 円 形 1．30　×　0．67 25 ．0 緩斜 皿状 自然 SK 7 1，72

7 1 H l b 6 ［N －770－E ］ 楕　 円　 形 2 ．73　×（1．42） 15 ．0 緩斜 平坦 自然 S K 7 2

7 2 H l b 6 N －45 0－W 楕　 円　 形 2 ．03　×　0．85 14 ．0 嬢斜 平坦 自然 SK 70，71

7 3 H l b 6 N －78 0－E 不 整 楕 円形 1 ．20　× 1．00 10 ．0 緩斜 平坦 自然 SK 71，72，49

74 H l j6 N －140 －E 楕　 円　 形 1．08　×　0 ．50 12 ．0 緩 斜 平坦 自然

75 H l i7 N －890 －E 楕　 円　 形 0．92　×　0 ．68 2 1．0 媛斜 凹凸 人為

76 I I c 7 N －200 －E 楕　 円　 形 （1．94）× 1 ．74 14．0 緩斜 平坦 自然

人為

自然

人為

人為

人為

自然

眉然

人為

土 師質土器 78，礫 1

S D 6

S D 5，6

79 I l d 7 N －24 0 －W ［楕 円 形 ］ 2．00　× 1．83 2 8．0 緩斜 平坦

80 H l h 4 N － 1 0 －E 不 整 楕 円 形 1．64　×　0．58 1 0．0 綬斜 平坦

凹凸

平坦

凹凸

皿状

皿状

平坦

皿状

平 坦

82 H l f 6 N －50 0 －E 楕　 円　 形 （1．50　× 1．28） 40．0 緩斜

83 H l a 6 N －8 0 －W 楕　 円　 形 （1 ．15　×　0．60） 14 ．0 緩斜

外傾

外傾

外 傾

外 傾

外傾

84 H l g 4 N －24 0－E 楕　 円　 形 1 ．89　×（1．50） 94 ．0

9 2 H l f 9 N －5 0－E 不 整 楕 円形 0 ．60　×（0 ．45） 44 ．0 S K 93

9 3 H l f 9 N －5 0－E 楕　 円　 形 （0．50）×　0 ．40 34 ．0 S K 92

S D 1 8→ 本

94 H l f 8 N －150 －E 楕　 円　 形 （3．00）× 1 ．75 16．0

95 H l f 8 N －250 －W 楕　 円　 形 （0．58）×　0 ．45 3 3．0 自然

96 H l f 8 N －150 －W 不 整 楕 円 形 3．16　×（0 ．88）、 28．0 綾斜 人為

97 H l f O N －64 0 －W 楕　 円　 形 2 ．00　× 1．57 6 5．0 外傾 平坦 人為

98 G 2 i 3 N －60 0 －W 楕　 円　 形 （2 ．20）×　0．92 9．00 綬斜 平坦 自然 SK 9 9，10 6，10 7，
10 9，111，SD 18

S D 18

9 9 G 2 h 3 N － 1 0 －E 楕　 円　 形 （1 ．59　×　0 ．64） 8．00 綬斜 平坦 自然

102 H l．f8 N －15 0－W 楕　 円　 形 0 ．45　×　0 ．88 4 2 ．0 外傾 凹凸 人為

103 H 2 C 2 N －82 0－E 楕　 円　 形 （1．25）×　0 ．74 15 ．0 緩斜 皿状 自然

104 H 2 b 3 N －440 －E 楕　 円　 形 1．10　× 1 ．03 2 6 ．．0 外傾 皿状 自然

107 G 2 h 3 N －770 －W 楕　 円　 形 1．37　×　0 ．78 2 4．0 外傾 平坦 人為

109 G 2 h 4 N －20 0 －E 楕　 円　 形 （1．00）×　0．71 1 1．0
緩料 平坦 自然
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規．　　 模
壁面 底 面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　 考

長径 ×短径 （m ） 探去（。皿）

110 G 2 C・2 N －54 0 －E 楕　 円　 形 0．97　×　0 ．80 1 0．0 外傾 皿状 自然 SD 20→本

111 G 2 h 3 N － 7 0 －W 楕　 円　 形 1．69　×　0 ．91 3 4．0 外傾 平坦 人為

114 H 2 a 3 － 不 整 円 形 0．61 ×　0 ．57 3 2．0 外傾 皿状 自然

116 G 2 g 4 N － 5 0 －W 不 整 楕 円 形 1．84　× 1 ．20 6 0．0 緩斜 平坦 人為

118 G 2 g 4 N －680 －E 不 整 楕 円形 0．76　×　0 ．50 5 9．0 外傾 平坦 人為

119 G 2 e 2 － 不 整 円 形 0．90　×　0 ．85 18．0 外傾 平坦 人為

121 G 2 f 2 N －800 －W 楕　 円　 形 0．67　×　0 ．54 5 0．0 媛斜 皿状 1 自然 SK 12 2

1 22 G 2 f 2 N －220 －W 楕　 円　 形 0．85　×　0 ．60 4 5．0 外傾 平坦 人為 SK 12 1

1 24 G 2 f 2 N －800 －W 楕　 円　 形 1．52　×　0 ．94 12．0 外傾 平坦 人為

125 G 2 j 3 N －770 －－E 楕　 円　 形 1．10　×　0 ．74 4 7 ．0 外傾 皿状 自然

126 G 2 e 3 －
楕　 円　 形 1．62　×　0 ．90 3 5 ．0 緩斜 平坦 人為 SK 13 0

1 27 G 2 e 2 N － 8 0 －W 楕　 円　 形 5．25　× 1 ．23 2 5 ．0 外傾 凹凸 人為 SK 12 6，12 8，129

1 28 G 2 e 4 N －830 －E 不 整 楕 円形 （1．40　×　0 ．51） 18 ．0 外傾 凹凸 人為 本→S K 1 27

1 29 G 2 e 3 N ⊥500 －W 不 整 楕 円形 （1．60）× 1 ．14 10 ．0 外傾 平坦 人為 本→S K 1 27

1 30 G 2 e 3 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 0．66　×　0 ．50 15 ．0 揺斜 平坦 自然 SK 12 6

1 31 G 2 f 3 N －210 －E 楕　 円　 形 0．88　×　0 ．65 54 ．0 緩斜 平坦 自然

132 G 2 e 3 N － 5 0－W 楕　 円　 形 1 ．90　× 1．11 28 ．0 外 傾 平坦 人為

133 G 2 e 3 N －80 0－E 楕　 円　 形 1 ．13　×　0 ．74 22 ．0 緩斜 平坦 自然

134 H 2 a 3 N －74 0－E 不 整 楕 円形 0．89‾×　0 ．57 4 8 ．0 外 傾 皿状 自然

135 G 2 C 3 N －120 －W 楕　 円　 形 （0．99　×　0 ．95） 10 ．0 外 傾 平坦 自然

136 G 2 C 3 N － 3 0－E 楕　 円　 形 （3．44）×　0 ．68 4 0 ．0 外 傾 平坦 自然 第2号方形竪穴，SK157，159■本

137 G 2 e 2 N －53 0－E 楕　 円　 形 0．80　×　0 ．61 62 ．0 外 傾 平坦 自然

139 G 2 d 3 N －80 0－E 楕　 円　 形 1 ．75　× 1．03 35 ．0 外 傾 平坦 人為 SK141．・156→本→SK 140

1 40 G 2 d 4 N －15 0－E 不 整 楕 円形 1 ．70　× 1．45 24 ．0 横斜 平坦 人為 SK141→SK 139→本

141 G 2 d 3 N －90 0－E 楕　 円　 形 0．92　×（0．84） 30 ．0 棲斜 平坦 人為 本→SK 139→SK 140

1 43 G 2 C 4 N － 1 0－W ［楕 円 形 ］ 1 ．04　×　0 ．74 24 ．0 横 斜 平坦 人為

144 A G 2 C 2 N －860 －E 楕　 円　 形 2．‾57　×（1．00） 20‘．0 緩斜 －平坦 人為 SK 26 9，262，144 B

14 4B G 2 C 2 N －83 0－E ．楕　 円　 形 1．15　×　0 ．68 21 ．0 横斜 平坦 人為 SK 14 4A

14 5 G 2 C 2 N －10 0－W 不 整 楕 円形 2．05　×（1．10）． 20 ．0 媛斜 平坦 人為

146 G 2 C 2 N －76 0－E 不 整 楕 円形 1．91 × 1 ．36 15 ．2 緩斜 平坦 人為 r

147 G 2 d 4 N －200 －W 楕　 円　 形 1．62　× 1．00 17 ．0 綬斜 平坦 人為 土 師質土器片 9 ，磁器 1

148 G 2 c l N － 5 0 －E 楕　 円　 形 1．85　× 1 ．24 3 0 ．0 外 傾 平坦 人為

土 師質土器片 3 ，礫 1

土 師質土器 片 1

土師 質土器 片 2

SK 13 6，15 9，158

1 52 G 2 C 2 N －810 －E 楕　 円　 形 1．88　× 1 ．28 2 0 ．0 緩斜 平坦 人為

154 G l b O N － 4 0－W 楕　 円　 形 2．87　×　0 ．85 3 6 ．0 緩斜 平坦 自然

155 G l a 9 N －22 0－E 不 整 楕 円形 1．07　× 1 ．15 16 ．0 緩斜 平坦 人為‾

156 G 2 d 4 N －750 －E 楕　 円　 形 0．80　×　0 ．67 3 2 ．0 横斜 平坦 自然

157 G 2 C 3 N －84 －－E 楕　 円　 形 1．66　× 1 ．23 3 4 ．0 外傾 平坦 自然

158 G 2 C 3 N －170 －W 楕　 円　 形 1．47　×　0 ．82 2 0．0 緩斜 平坦 自然 SK 15 7，14 1

15 9 G 2 d 3 N －300 －E 楕　 円　 形 0．92　×　0 ．83 15 8．0 °緩斜 平坦 人為 SK 15 7，13 6

S D 20→本

SK 168

16 1 G 2 b l ・N －220 －E 楕　 円　 形 0．92　×　0 ．82 10 0．0 外傾 平坦 人為

162 H 2 d 2 N －100 －E 楕　 円　 形 0．90　×　0 ．81 5 0．0 外傾 平坦 人為

163 G 2 d l N －800 －E 楕　 円　 形 3．00　× 1 ．30 3 4．0 外傾 平坦 自然

164 G l d 8 － 不 整 円 形 0．88　×　0 ．86 3 0．0 緩斜 平坦 自然

165 G l d o N －890 －E 楕　 円　 形 1．45　× 1 ．13 3 8．0 緩斜 平坦 人為

166 G I c 9 N － 8 0 －E 楕　 円　 形 2．42　× 1 ．38 1 5．0 外傾 平坦 人為

167 G l f 9 N － 7 0 －E 楕　 円　 形 1．57 ．× 1 ．32 4 7．0 縁斜 平 坦 人為 SK 168→本
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土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方 向）
平　 面　 形

規　　　　 模
壁面 底 面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　 考

長径 ×短径 （m ） 深さ（cm）

168 G l e 9 N －160 －W 不 整 楕 円 形 1．38　×　0 ．98 1 0．0 外傾 平坦 人為 礫 1 本→SK 16 7

1 69 G l f 9 ‘N － 3 0 －E 不 整 楕 円 形 2．12　× 1 ．10 5 5．0 緩斜 凹凸 人為 SK 170→本

17 0 G l f 9 1 N － 7 0 －E 楕　 円　 形 1．24　×　0．69 3 4．0 緩斜 凹凸 人為 SK 169，170，SD 24本
－→SK 167，169，SD 24

17 2 G 2 C 4 N －760 －W 楕　 円　 形 1．25　×　0 ．69 2 5．0 外傾 平坦 自然

173 G 2 b 2 N － 1 0 －W 楕　 円　 形 1．25　×　0 ．85 2 8．0 緩斜 平坦 自然

174 G l f O N － 1 0 －E 楕　 円　 形 1．87　× 1 ．07 2 8．0 外傾 平坦 人為 SD 2 4

17 5 G l f 8 N － 0 0 －E 不 整 楕 円 形 2．10　× 1 ．66 4 4．0 外傾 平坦 人為 須恵器2，土師貿土器片9，陶器片1

17 6 G l f 8 N －88 0 －W 不 整 楕 円 形 1．38　×　0 ．90 2 0・．0 外傾 皿状 自然 SK 178

17 7 G l b 9 N － 5 0 －W 楕　 円 ．形 3．45　× 1 ．10 2 4．0 綬斜 平坦 人為

178 G l f 7 N －90 0 －E 不 整 楕 円 形 1．65　×（0 ．75） 30．0 緩斜 平坦 人為 SK 176

17 9 G l f 7 N － 5 0 －W 不 整 楕 円 形 1．80　×　0 ．70 1 6．0 外傾 平坦 自然 SK 180→本 ＿

18 0 G l e 8 N － 4 0 －E 楕　 円　 形 ［2．82　× 1．90］ 26．0 外傾 平坦 人為 本→SK 17 9

18 1 G 2 C 4 N －83 0 －E 不 整 楕 円 形 1．51 × 1．14 4 7．0 外傾 平坦 人為 SK 182→本

18 2 G 2 C 4 N －60 0 －E 不　 定　 形 2．34　× 1．20 1 1．0 外傾 平坦 自然 SK181，143，本→SK143，181

18 4 G 2 e 9 N －16 0 －W 楕　 円　 形 1．12　×　0．84 2 6．0 横斜 凹凸
人為

186 G 2 e l N － 5 0 －W 楕　 円　 形 2．08　× 1．14 2 4．0 緩斜 平坦 自然 SK 1 87

1白7 G 2 e l N －10 0 －W 楕　 円　 形 1．42　×　0．90 1 5．0 外傾 平坦 人為 陶器片 3 SK 1 86

18 8 G 2 d l － 円　　　 形 1．19　× 1．16 2 2・9 外傾 平坦 人為 SK 1 99

18 9 G 2 e l － 円　　　 形 1．45　×［1 ．40］ 30．0 外傾 平由 人為 土師器 17，不 明土製 1 ，礫 SK 1 88，191

19 0 G 2 e l N －20 0 －W 楕　 円　 形 1．67　×［1 ．11］ 42．0 緩斜 平坦 自然 本一→SK 19 1

19 1 G 2 e l N －30 0 －W 楕　 円　 形 1．95　×［0 ．75］ 40．0 外傾 平坦 自然 SK 190→本，SK 189

19 3 G 2 d 2 N －88 0 －W 不 整楕 円 形 2．62　× 1．20 1 3．0 外傾 平坦 人為 SK 1 95

19 4 G l d O N － 5 0 －E 不　 定　 形 （1．45）× 1．50 4 2．0 外傾 皿状 自然 土師質土器片 4 S K 1 94，19 8

19 5 G l d O N －20 0 －W 楕　 円　 形 1．72　×　0．85 20 ．0 外傾 平坦 人為 S K 1 97

19 6 G 2 f O N －80 0 －E 不 整楕 円 形 1．40　× 1．10 60 ．0 外傾 平坦 自然 土師質土器片 5 ，陶器片 2 S K 1 96

19 7 G l e O N －10 0 －W 不 整楕 円 形 1．55　× 1．13 78 ．0 外傾 皿状 自然 S K 18 8，19 4，19 8

198 G 2 d l N －5 0－E 楕　 円　 形 2 ．55　×　0．93 27 ．0 外傾 平坦 人為 SK197，188，194，195

19 9 G 2 c l N －80 0－E 楕　 円　 形 1．70　×（1．07） 18 ．0 外傾 皿状 自然

土師器 1 ，土 師質土器 片 1

SK 18 8

2 00 G l g O N － 1 0－E 不　 定　 形 1．00　×　0．56 28 ．0 横斜 平坦 人為 SK2 10→本→SK 201

2 P l G l g l － 不 整 楕 円 形 1．08　×（1．05） 20・．0 外傾 平坦 人為 SK 2 00→本→SE 9

2 02 G 2 g l N －80 0－E 不 整 楕 円 形 3 ．10　× 1．06‾ 22 ．0 外傾 皿状 自然 土師器 1 ，土師質土器 片 6

礫 1

土師器 2

本→SElO，SK 205，206，208

2 04． G l g O N －77 0－E 楕　 円　 形 1 ．65　× 1．17 25 ．0 外傾 凹凸 人為 本？SE 9

2 05 G 2 g l N －76 0－E 不 整 楕 円形 （1．26　×　0．95） 20 ．0 横斜 平坦 人為 SK 20 2，2り6→本

20 6 G 2 g l N －10 0－W 楕　 円　 形 1 ．15　×　0 ．85 46 ．0 緩斜 平坦 自然 SK 202，207→本→205

20 7 G 2 g l －
円　　　 形 0 ．60　×　0 ．54 63 ．0 横 斜 平坦 人為 SK 20 6

20 8 G 2 g l － 円　　　 形 1 ．02　× 1．00 20 ．0 緩斜 皿状 自一然 SK 20 2

本→SK 20 0

20 9 G 2 g l － 円　　　 形 1 ．10　× 1．05 24 ．0 媛斜 平坦 自然

210 G l h O N － 3 0 －W 楕　 円　 形 204 1 ×　0 ．85 31 ．0 外傾 平坦 人為

213 G l g 9 N －890 －W 楕　 円　 形 1．20　×　0 ．98 34 ．0 緩斜 平坦 自然

214 G l g 9 N － 4 0 －W 不　 定　 形 2．04　× 1 ．08 14．0 緩斜 平坦 人為

215 G 2 a 4 N － 4 0 －E 楕　 円　 形 2．03　×　0 ．85 10．0 綬斜 平 坦 人為

216 F 2 i 5 N － 4 0 －E 楕 ・円　 形 1．70　×　0 ．80 10．0 媛斜 平坦 人為

217 G 2 C 6 N － 5 0 －E 不　 定　 形 1．75　×（1 ．30） 10．0 緩斜 凹凸 人為

219 G 2 C 5 －
円　　　 形 1．10　× 1．05 7 5．0 外傾 凹凸 人為

22d G 2 a 5 N －10 0 －W 不 整 楕 円 形 2．30　×　0．70 1 2．0 外傾 平坦 人為

221 F 2 j4 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 3．78　×　0．56 1 5．0 嬢斜 平坦 人為
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長径 ×短径 （m ） 深さ（cm）

22 2 G ．2 b 4 N －900 －W 楕　 円　 形 （1．46）×　0 ．95 2 2．0 外傾 平坦 人為 土 師質 土器片 1 SK 22 3→ 本

22 3 G 2 b 4 N － 1 0 －E 楕　 円　 形 1．95　× 1 ．48． 15．0 緩斜 平坦 人為 土 師質土器片 2 本→22 2

22 4 G 2 b 3 － 方　　　 形 1．02　×　0 ．99・ 15．0 外傾 平坦 人為 土 師器 1 ，土師質土器片 8 本→S K 2 25

22 5 G 2 b 3 N － 5 0 －E 楕　 円　 形 1．85　×　0 ．94 19．0 ‘外傾 平坦 人為 SK 22 4，22 6→本

22 6 G 2 b 3 N －880 －W 精 一　円　 形 （1．．30）× 1 ．02 15．0 緩斜 平坦 人為 SK 22 5

22 7 G 2 b 2 N －100 －W 楕　 円　 形 1．50　×　0 ．85 2 5．0 外傾 凹凸 人為

228 G 2 b 3 N － 4 0 －E 楕　 円　 形 1．55　× 1 ．14 16．0 媛斜 平坦 人為 土 師質土 器片 1 SK 23 9→本

22 9 G 2 b 2 － 円　　　 形 0．93　×　0 ．92 11．0 緩斜 平坦 自然

230 G 2 b 2 N －150 －W 楕　 円　 形 1．82　×　0 ．75 2 5．0 外傾 平坦 人為

231 G 2 b 2 N －800 －E 楕・ 円　 形 ［1．09］×　0 ．91 1 0．＿0 外傾 平坦 人為

233 G 2 b l N －300 －W 楕　 円　 形 3．01 ×　0 ．91 3 5．0 外傾 平 坦 人為

234 G 2 a l N －750 －E 楕　 円　 形 0．59　×　0 ．52 2 2．0 緩斜 平坦 自然

235 G 2 b 4 N － 0 0 楕　 円　 形 2．11 × 1．20 1 6．0 緩斜 平 坦 人為 SK 2 22

23 6 G 2 b 4 N － 5 0 －E 楕　 円　 形 1．53　× 1．12 1 4．0 横斜 平 坦 人為 土師質土器 片 1 ，陶器 2

23 7 G 2 a 2 N －850 －E 楕　 円　 形 2．02　×　0．91 1 0．0 緩斜 平 坦 人為 第 9 号方形 →本

238 G 2 a 2 N －17 0 －W 不 整楕 円 形 4 ．90　× 1．05 1 8．0 緩斜 皿状 自然 SK 2 46，244→本

23 9 G 2 a 3 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 （2．23）× 1．25 1 2．0 横斜 平坦 自然 本→SK 22 8

24 0 F 2 j l N －34 0 －E 楕　 円　 形 2．02　× 1．53 3 0．0 緩斜 凹凸 人為 本→SK 24 1，242，266

24 1 F 2 j l N － 2 0 －W 不　 定　 形 （1．58）× 1．30 3 0．0 横斜 平坦 自然 S箪240→本→SK 242

24 2 F 2 j 2 N －89 0 －E 楕　 円　 形 1．56　×　0．87 2 8．0 媛斜 平坦 人為 SK240，241，266→本

24 3 A F 2 j 2 N －84 0 －E 楕　 円　 形 1．55 ＿× 1．07 1 2．0 緩斜 平坦 人為 SK 2 43 B →本

24 3 B F 2 j2 N －710 －E 不　 定　 形 2 ．03　× 1．15 20 ．0 緩斜 平坦 人為 本→243 A ，24 5A B

244 G 2 a 2 N －78 0 －E ’楕　 円　 形 0 ．80　×（0．35） 11．0 媛斜 平坦 人為 本→238

24 5 A F 2 j2 N －6 0－E 方　　　 形 1．90　×（1．60） 22 ．0 緩斜 平坦 人為 本，243B ，245B →238

24 5 B F 2 j2 N －5 0－E 楕　 円　 形 （2 ．16）× 1．52 14 ．0 外傾 平坦 人為 本，243 A ，245A →238

2 46 G 2 a 3 N －82 0－E 楕　 円　 形 1 ．57　× 1．03 8 ．0 外傾 平坦 人為 本 →238

2 47 F 2 i3 N －5 0－W 楕　 円　 形 3 ．78　×　0 ．60 90 ．0 外傾 平坦 人為

248 G l b O N －10 0－W 楕　 円　 形 2 ．05　×　0 ．85 56 ．0 外傾 平坦 人為

252 F 2 i3 － 円　　　 形 1 ．08　× 1．03 20 ．0 外傾 平坦 自然 土 師質土器片 1

土 師質土器片 1

SD 27

2 55 G l a 9 N －10 0－W 楕　 円　 形 3．18　×　0 ．95 12 ．0 外傾 平坦 自然

256 G l a O N －100 －W 楕　 円　 形 ．1．83　× 1．10 12 ．0 外傾 平坦 自然

257 F 2 i l N －140 －W 楕　 円　 形 ［1．17］×　0 ．65 37 ．0 外傾 平坦 自然

261 F 2 f 3 N －820 －W 楕　 円　 形 1．97　× 1 ．40 70 ．0 外傾 平坦 人為 土 師質土器片 1 ，陶器片 1

土師器片 3 ，土 師質土器片 1

262 G 2 b 3 N － 0 0 不 整 楕 円 形 1．94　×’1 ．22 13 ．0 緩斜 平坦 人為 SK 14 4 A

S K 240，24 1－→本 一→
SK 242，第9－号方形

263 G 2 C 3 N － 0 0 楕　 円　 形 1．26　×　0 ．95 18 ．0 緩斜 平坦 人為

266 F 2 j 2 N －500 －E 楕　 円　 形 2．44　×　2 ．18 12 ．0 緩斜 平坦 人為

267 G 2 C 4 N －850 －W 楕　 円　 形 1．72　× 1 ．51 6 ．00 嬢斜 平坦 人為 SK 2 68

26 8 G 2 C 4 N － 0 0 不 整 円 形 1．26　× 1 ．17 2 ．00 緩斜 平坦 自然 SK 2 6 7

26 9 G 2 C 3 N －810 －E 不 整 楕 円 形 1．90　×　0．65 2 5．0 横斜 平坦 人為 SK 144 A

27 2 F 2 a 8 N －20 0 －W 楕　 円　 形 （2．74）×　0．70 3 8．0 外傾 平坦 自然 SD 3 4

27 3 E 2 j8 N －88 0 －W 楕　 円　 形 2 ．00　×　0．68 4 5．0 外傾 凹凸 人為 本→SK 27 5

27 5 E 2 j8 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 （2 ．05）× 1．07 3 5．0 外傾 皿状 自然 SK 27 3→本→SD 34

SK246，軋 SK278→本，SK280

2 7 6 E 2 j9 N －5 0 －W 楕　 円　 形 2 ．54　×　0．54 70 ．0 外傾 平坦 人為

277 E 2 j8 N ．一88 0－E 楕　 円　 形 1 ．86　×　0．64 40 ．0 外傾 平坦 人為

－72－



土坑

番号
位　 置

長 径 方 向

‘（長軸方 向）
平 ・面　 形

規　　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　 ．考

長径 ×短径 （m ） 深 さ（C皿）

27 8 E 2 j 8 N － 0 0 楕　 円　 形 0 ．60　×　0 ．35 50 ．0 外傾 叫状 自然 土師質土器片 1 ，陶器 2 本→SK 2 7 7

27 9 E 2 j 8 N － 0 0 楕　 円　 形 1 ．15　×（0．65） 40 ．0 外傾． 凹凸 人為
本一→SK 2 8 3

28 0 E 2 j 8 N －88 0 －E 楕　 円　 形 2 ．05　×（0．78） 60 ．0 外傾 平坦 人為 SK 2 77，279，28 3

28 1 E 2 j 8 N － 5 0 －W 楕　 円　 形 （0 ．80）×　0．70 50 ．0 外傾 平坦 人為 SK 2 82

28 2 E 2 i 8 N －100 －W 楕　 円　 形 2 ．78　×　0．74 53 ．0 外傾 平坦 人為 SK 279，．281，283，278

28 3 E 2 i 8 N － 5 0 －E 楕　 円　 形 1 ．14　×　0．62 42 ．0 外傾 ．平坦 人為 Sk 279，280，282→本

28 4 H l e 9 N － 4 0 －E 不整 楕 円形 2 ．57　×　0．85 8．00 外傾 皿状 自然 SK 2 43 B →本

28 8 F 2 i 3 N －800 －E 楕　 円　 形 3 ．20　×　0．54 20 ．0 外傾 皿状 自然 SK 2 4 1，266，24 2

2 90 G 2 c l N － 0 0 楕　 円　 形 1．60　×　0．88 1 5．0 外傾 平坦 自然 SK 2 91 SK 243 B→本，SK 291

2 91 G 2 c l N －700 －E 楕　 円　 形 2 ．45　× 1．00 1 5．0 外傾 平坦 自然 SK 2 90 S K 2 90

2 92 G 2 f 3 N －950 －E 楕　 円　 形 2 ．22　× 1．00 38 ．0 外傾 平坦 自然

294 H l d 9 N －100 －E 楕　 円　 形 1．05　×　0．75 4 0．0 外傾 平坦 自然

295 G 2 j l N －750 －W 楕　 円　 形 0 ．93　×　0．72 7 5．0 外傾 平坦 自然 SE 1 9

2 97 H l e O N －100 －E 楕　 円　 形 0 ．95　×　0．84 4 7．0 外傾 平坦 自然

300 B 2 h 4 N －250 －E 楕　 円　 形 2 ．50　×　0．67 5 0．0 外傾 平坦 人為 土師器片9，須恵器片1，土師質土器片1

301 B 2 d 4 － 円　　　 形 0 ．48　×　0．48 5 0．0 外傾 皿状 自然

302 B 2 d 5 －
円　　　 形 0 ．61 ×　0．61 3 7．0 外傾 皿状 自然 土師器片 1

305 B 2 a 7 N －130 －W 楕　 円　 形 1．48　×　0．76 2 0．0 外傾 平坦 人為 土師器片16，礫 2 ，縄文 2，弥生2 SL 5 → 本

307 B 2 a 2 － 円　　　 形 0 ．75　×　0．75 3 3．0 外傾 平坦 人為

308 B l j 2 － 円　　　 形 0．86　×　0．86 5 6．0 外傾 平坦 人為

（6）井戸跡

当遺跡からは，井戸跡22基が検出された。以下，遺物が出土した井戸跡について記載し，その他の井戸跡に

ついては一覧表にまとめ，実測図を掲載した。

第1号井戸跡（第58図）

位置　調査1区中央部，Hlh5区。

重複関係　本跡が，第16号溝を掘り込んでいるので，第16号溝より新しい。

規模と平面形　長径2．09m，短径1．80mの楕円形である。下方の平面形は，径1・10mの円形である。断面の

形状は長方形状であるが，湧水のため確認面から1．50mまでしか掘り下げられず，底面まで達しなかった。

長径方向　N－150－W

マ／

第58図　第1号井戸跡実測図

－73－

8　　　　　　55　　Q33

m

了
P
！
－
2」



覆土　記録できたのは，確認面から1．50mの深さまでである。堆積状況から見て，人為堆積と思われる。

土屑解説
1黒　褐　色　焼土小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量
2　黒　褐　色　焼土小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

3　褐　　色　焼土小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量・ローム小ブロック微量
7　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師質土器片36点，陶器片8点が出土している。第59図54の土師質土器の小皿，56の内耳鍋はそれぞれ

覆土中から，55の土師質土器の小皿は，覆土下層から出土している。Q31の石臼は，覆土中から，32・33の石

臼は，覆土中層から下層にかけて出土している。

所見　本跡は，北部に存在する中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中

世後半の15～16世紀と考えられる。

二三ク

10cm
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第59図　第1号井戸跡出土遣物実測図
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第1号井戸跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第59図 小　　 皿 A　　 6．3 口緑部一部欠損。平底。体部は直 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回 長石 ・雲母 80％　　　 P Lll

54 土師質土器 B　　 2．1 線的に立ち上がり，口緑部に至る。 転糸切 り‘。底部内面一方向のナデ。 黒褐色 外面煤付着

C　　 3．4 体部は薄手で，底部内面が盛 り上

がる。

普通 覆土中

55

小　　 皿 A ［11．1］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回 長石 ・石英 ・雲母 70％　　　 PL 1．1

土師質土器 B　　 3．9 平底。体部は直線的に立ち上がり， 転糸切 り。体部外面⊥方向のナデ。 橙色 覆土下層

C　　 4．4 口緑部に至る。 底部内面ナデ。 普通 16世紀前半

56

内 耳 鍋 B （8．0） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼 り付 長石 ・石英 ・雲母 5－％

土師質土器 内耳 1か所残存。器肉はやや厚 く， け。 にぷい赤褐色 外面煤付着

口緑端部は平坦である。 普通 覆土中

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

品　　 種 分 画 数 石　　 質 出土地点 備　　 考
径 （cm） 孔径（cm ） 厚さ（cm） 重量 （g）

Q 31 石　　　　 臼 ［2．7．0］ － 7．4 （1937．8） 下 目 破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆　 土　 中 PL 18

Q 32 石　　　　 臼 ［28 ．0］ － 　 8．3 （2354 ．4） 上 白 破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆 土 中 層

Q 33 石　　　　 臼 ［29．0］ 3．5～5．4 8 ．3 （3100 ．9） 上 白 破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆 土 下 層 PL 18

第3号井戸跡（第60図）

位置　調査1区中央部，Hli5区。

規模と平面形　長径0．95m，短径0．87mの円形である。下方の平面形は，径0．60mの円形である。断面の形

状は長方形状であるが，中段で一部袋状に広がる。湧水のため確認面から1．10mまでしか掘り下げられず，

底面まで達しなかった。

覆土　5層からなる。ローム粒子や炭化粒子を含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム大・中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子・ローム大・中・小ブロック中量，炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子・ローム中・小ブロック・炭化粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師質土器片12点，陶器1点，木片1点，礫6点が出土している。第60図58の土師質土器の小皿は，覆

土中から出土している。

所見　本跡は，北側に存在する中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中

世後半の15～16世紀と考えられる。

④　－　　A

第60図　第3号井戸跡・出土遺物実測図
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第3号井戸跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6 0園 小　　 皿 B （1．4） 底部か ら体 書βにかけて の破片。 平 体 部内 ・外面 ロクロナデ。 石英 ・スコ リア 5 ％

5 8 土師貿土器 C ［5．8］ 底。体部 は直線的 に立 ち上が る。 橙色

普通

覆土 中

第7号井戸跡（第61図）

位置　調査2区南部，HleO区。

重複関係　本跡は，第8号井戸に掘り込まれているので，第8号井戸より古い。

規模と平面形　長径1．64m，短径（1．36）mの楕円形である。断面は長方形状で，確認面から1・00mの深さのと

ころから径0．90mにすぼまる。湧水のため確認面から2．03mまでしか掘り下げられず，底面まで達しなかった。

長径方向　N－120－W

覆土　記録できたのは，確認面から0．60mの深さのところまでである。レンズ状に堆積していることから，

自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム大・小ブロック少量・ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量・ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　土師質土器片119点，陶器片1点，石製品10点，木片1点，礫20点が出土している。第62図61，62の土

師質土器片の小皿は覆土中から出土している。63の片口鉢と64の瀬戸・美濃系の皿の陶器片は，覆土上層から

出土している。TP15の土師質土器の措鉢は，覆土中から出土し，4条1単位の揺り目がある。Q35の石臼は，

覆土下層から，Q36の石臼は，覆土中からそれぞれ出土している。Q37の砥石は，覆土上層から出土している0

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世後半の15～16

世紀と考えられる。

第61図　第7・8号井戸跡実測図
－76－
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第62図　第7号井戸跡出土遺物実測図
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第7号井戸跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ・ 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第62図 小　　 皿 A ［10 ．6］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片。 体部内 ・外面 ロク ロナデ。 長石 ・石英 ・雲母 ・ 20％ ‘

6 1 土師質土器 B　　 3 ．1

C ［6 ．8］

体部 は直線的 に立 ち上が り， 口縁

部に至る。

ス コリア

橙 色　 普通

覆土 中

62

小　　 皿 A ［9 ．2］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 体部内 ・外面横 ナデ。底部 内面 ナ 長石 ・石英 －・雲母 20％

土師質土器 B　　 2 ．5 丸底 。体 部は内攣 して立 ち上 が り，

口緑 部に至 る。

デ。 橙 色

普通

覆土 中

63

片 口 鉢 A ［33 ．8］ 体 部か ら口癖部 にかけての破片。 体部内 ・外 面ナデ。口縁端部 は平 長石 ・石英 ・雲母 10％

土師質土器 B （1 1．5） 体 部は外傾 して立 ち上が り， 口緑

部に至 る。体部上段 に強い稜 を持

つ。

坦で ある。 にぷい黄橙色

普通

覆土 上層

64

皿 A ［1 0．1］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口縁部 内 ・外 面 ロクロナデ。 口縁 石 英 40％　　　 P L l l

陶　　 器 B　　 2．4 体部は，外傾 して立ち上が り，口 部内面 か ら体 部外面 にか けて鉄 粕 黄橙色 覆土上層

C　　 4 ．9 縁部 に至 る。‘体 部中段 に強い稜 を

持つ。

が施 されている。底 部回転糸切 り。 良好 瀬戸 ・美濃系

図版番号 嘩　　 別
計 一　　　 測　　　 値

品　　 種 分 画 数 石　　 質 出土地点 備　　 考

径 （cm） 孔径 （cm） 厚．さ（cm） 重量．（g ）・

Q 35 石　　　 臼． ［30．0］ － 10．3 （2352．8） 茶 目破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆 土 下 層 P L18

Q 36 石　　　　 臼 － － 10．3 （946．7） 上 白破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆　 土　 中 P L 18

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

Q 37 砥　　　　 石 （9．5） 5．8 4．0 （140．5） 粘　 板　 岩 ．覆　 土　 上　 層

第8号井戸跡（第61図）

位置　調査2区南部，HleO区。

重複関係　本跡が，第7号井戸を掘り込んでいるので，第7号井戸より新しい。

規模と平面形　長径1．75m，短径1．56mの楕円形である。断面は逆三角形状で，確認面から0・60mの深さのと

ころから径0．90mにすぼまる。湧水のため確認面から1．60mまでしか掘り下げられず，底面まで達しなかった。

長径方向－　N－120－W

覆土　記録できたのは，確認面から1．00mの深さのところまでである。7層からなる。ローム粒子や炭化粒

子を含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大・小ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子少量，ローム大・中・小ブロック微量
6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量・ローム小ブロック微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

遺物　土師質土器片22点，木製品2点，礫8点が出土している。第63図65，66の土師質土器の片口鉢と措鉢は

覆土中層から出土している。Wlの鍋蓋（？），W2の不明木片はそれぞれ覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世後半の15～16

世紀と考えられる。

第8号井戸跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6．3図 片 口 鉢 A ［28．8］ 休部から口緑部にかけての破片。 口緑端部に強い稜を持つ。体部内・ 長石・石英・雲母・ 20％

65 土師質土器 B （13．4） 体部は外傾して立ち上がり，口緑

部に至る。

外面ナデ。 スコリア

にぷい橙色　 普通

覆土中層
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第63図　第8号井戸跡出土遺物実測図

－　C＝＝＝⊃

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　ト＿‥＿　」

図版番号券　種計測値（cm） 辞　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第63図揺　　鉢B（4．7）底部から体部にかけての破片。器体部内・外面ナデ。体部内面に6長石・石英・雲母20％　　　PLll

66 土師質土器C［14．4］肉は厚く，休部は内攣気味に立ち条1単位の措り目。 黒褐色 外面煤付着

上がる。 普通 覆土中層

図版番号種　　　別
計　　　測　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）厚さ（cm）重量（g）

Wl 鍋　の　蓋　か 17．1 0．7～1．5 218．0 覆　土　中円形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL19

図版番号種　　　別
計　　　測　　　値

出土地点 備　　　　　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）厚さ（cm）重量（g）

W2 不　明　木　片（15．7） 0．7 （10．2）覆　土　中長方形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL19
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第11号井戸跡（第64図）

位置　調査2区中央部，GliO区。

重複関係　本跡が，第20号溝を掘り込んでいるので，第20号溝より新しい。

規模と平面形　長径1．26m，短径1．21mの円形である。断面はU字状で，深さ1・15mである。底面は，長径

0．70m，短径0．54mの楕円形である。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量・ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師質土器片86点，陶器片3点が出土している。第65図68，69の土師質土器の小皿は，覆土中から出土

している。70の内耳鍋は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世後半の14～15

世紀と考えられる。

第64図　第11・12号井戸跡実測図

ミヨ；ぞ

∈≡亡者
第65図　第11号井戸跡出土遺物実測図

第11号井戸跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　2m」

〟

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第65図 小　　 皿 A ［10 ．2］ 底部 か ら口緑部 にかけての破片。 体部内 ・外面 ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 40％　　　 P L ll

68 土師質土器 B　　 2 ．7 丸底。 器肉 は薄 く，体 部は内攣 し 橙色 覆土中

て立 ち上が り， 口縁部 に至る。 普通 14世紀後半

69

小　　 皿 A ［9 ．2］ 底部 か ら口緑部 にかけての破 片。 体 部内 ・外面 ナデ。体 部外面一方 石英 ・雲母 25％

土師質土器 B　　 2．6 丸底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 向のナデ。底部 内面 ナデ。 にぷ い橙色 覆土中

口緑部 に至 る。 普通 15世紀

70

内 耳 鍋 A ［31．8］ 体部か ら口緑部 にか けての破 片。 口緑 部内 ・外面横 ナデ。耳貼 り付 長石 ・石英 5 ％　　　 PL l l

土師質土器 B （4．8） 内耳 1 か所 残存。器肉はやや厚 く， け。 灰褐色 外 面煤 付着

口緑端部 は平坦で ある。 普通 覆土中

－80－



第12号井戸跡（第64図）

位置　調査2区中央部，GliO区。

重複関係　本跡が，第20号溝を掘り込んでいるので，第20号溝

より新しい。

規模と平面形　長径1．52m，短径1．25mの楕円形である。断面

の形状は円筒形である。深さ1．65mである。底面は，長径0・90m，

短径0．80mの楕円形である。

長径方向　N－90－W

遺物　木製品1点が出土している。第66国W3の木製品の鍋蓋

（？）は，覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。

本跡の時期は，中世と考えられる。

第12号井戸跡出土木製品観察表

W3

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　＿」　　　　」

第構図　第12号井戸跡出土遺物実測図

図版番号 券　　　 種

計　　　 測　　　 値
出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　　　　　 考

長さ （C皿） 厚 さ（C皿） 重量 （g ）

W 3 鍋　 の　 蓋　 か 14 ．2 1．5～ 1 ．9 21 5．0 覆　 土　 中　 層 円形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 19

訪

蔓∴ 0　　　　　　　　　　　　　2m

［二二二「一一；　　－」

6　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小　　第67図　第13号井戸跡実測図
ブロック微量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師質土器片69点，石製品1点，礫6点が出土している。第68図72の土師質土器の内耳鍋は，覆土上層

から中層にかけて出土している。73の土師貿土器の措鉢は，覆土中層から出土している。

所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世後半の15～16

世紀と考えられる。

－81－

第13号井戸跡（第67図）

位置　調査2区南部，G2a3区。

規模と平面形　長径1．75m，短径1．43mの楕円形

である。断面の上段は逆三角形状，下段は長方形

状で，確認面から0．60mの深さのところから径

0．84mにすぼまる。深さ1．90mである。底面は，

長径0．90m，短径0．80mの楕円形である。

長径方向　N－100－W

覆土　7層からなる。ローム粒子や炭化粒子を含

んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化

粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・

炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少

量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子

少量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム粒子少量・ローム

大・中・小ブロック微量



第68図　第13号井戸跡出土遺物実測図

第13号井戸跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　l i

図版番号器　種計測値（C血）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第68図内耳銅A［28．0］体部からロ縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付長石・石英・雲母20％

72土師質土器B（12．5）内耳1か所残存。器肉はやや薄く，け。 にぷい褐色外面煤付着

口縁端部は平坦である。 普通 覆土上層から中層

73

揺　　鉢B（3．6）底部から体部にかけての破片。体体部内・外面ナデ。休部下端へラ長石・石英・雲母10％

土師質土器C　13．2部は外傾して立ち上がる。削り。4条1単位の粗い揺り目。にぷい褐色

普通

外面煤付着

覆土中

第22号井戸跡（第69図）

■…＿「＿－

8

「
第69図　第22号井戸跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿」＿－　」

5　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック中量，ローム粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子中量・ローム中・小ブロック・炭化粒

子少量

位置　調査2区中央部，G2g2区。

規模と平面形　長径2．05m，短径1．76mの

不整楕円形である。断面形は，U字状であ

る。深さ1．38mである。底面は，長径1．16m，

短径0．94mの楕円形である。

長径方向　N－310－W

覆土　8層からなる。ローム粒子や炭化粒

子を含んでいることから，人為堆積と思わ

れる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒

子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量・ローム中ブロッ
ク・炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム中・小ブロック中呈，ロー
ム小ブロック少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量・ローム小ブロッ
ク・炭化粒子少量

7　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
8　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

遺物　土師質土器片39点，陶器片13点，礫20点が出土している。第70図78，79の土師質土器の小皿と内耳鍋は，

覆土中から出土している。80の常滑の陶器片の鉢は，覆土中から出土している。TP17の土師質土器の火鉢は

覆土中から出土し，外面に10弁の菊花文が施されている。
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所見　本跡は，中世土墳墓群と関連のある井戸跡と思われる。本跡の時期は，出土遺物から中世後半の15～16

世紀のものと考えられる。

、＼、＼、、∴：三一
．1

第70図　第22号井戸跡出土遺物実測図

第22号井戸跡出土遺物観察表

10cm

！　　　：　　　」

図版番号器　種計測値（C血） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第70図小　　皿A［11．0］底部から口緑部にかけての破片。体部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母30％

78 土師質土器B（3．3）丸底。休部は内攣して立ち上がり，

口縁部に至る。

橙色

普通

覆土中

79

内耳鍋A［39．0］体部から口緑部にかけての破片。体部内・外面ナデ。体部内面に長石・石英・雲母50％　　　PLll

土師質土器B（5．3）休部は内攣して立ち上がり，ロ緑「キ」の字のヘラ記号が施されて灰黄褐色 覆土中

部に至る。口緑端部は平坦である。いる。 普通

80

鉢 A［37．2］休部から口縁部にかけての破片。ロ緑部内・外面横ナデ。 長石・石英・雲母5％　　　PLll

陶　　器B（6．5）ロ緑端部は平坦で，内側に張り出 灰黄褐色 覆土中

し，断面がT字状になる。 普通 常滑系15世紀後半

第2号井戸跡土屑解説
1黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・

焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒

子微量
3　極暗褐色　ロ

4　暗　褐　色　ロ

5　極暗褐色　ロ

ーム粒子中量，ローム小ブロック少量

－ム中・小ブロック・ローム粒子少量
－ム粒子中量，ローム中ブロック・炭化物極微量

第5号井戸跡土屑解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　褐　　　色　ローム中ブロック中量，ローム大ブロック微量
4　褐　　　色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
7　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量・ローム小ブロック微量

8　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・炭化粒子微量
9　暗　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量

第9号井戸跡土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微
量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量

第4号井戸跡土屑解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量

5　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中呈，

ローム大ブロック微量

7　褐　　　色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

8　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子微量

9　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

10　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

第6号井戸跡土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量・ローム小ブロック微
量

3　黒　褐　色　ローム粒子・ローム大・中・小ブロック・炭化粒
子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子少量
5　褐　　　色　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量・ローム小ブロック微

量
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第71図　井戸跡実測図（1）
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第72図　井戸跡実測図（2）
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第73図　井戸跡実測図（3）

第10号井戸土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微
量

2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，ローム
大ブロック微量

第15号井戸土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

焼土粒子・炭化物・炭化粒子・ローム粒子少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭

化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム中・小ブロック多量

8　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量
9　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

10　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量

11暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
12　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

13　褐　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子中量

14　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒
子微量

第17号井戸土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化

粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子極微量

4　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第19号井戸土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量

4　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

ヽ
、
（
、
l

′
「
′
′

第14号井戸土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム中・小ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　暗　褐　色　ローム粒子少量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック・炭化粒

子微量

9　暗　褐　色　ローム中・小ブロック中量

第16号井戸土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
5　里

ノヽヽヽ

6　暗

7　暗

8　暗

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

ーム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

－ム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
ムL

l 中・小ブロック・ローム粒子少量

ーム粒子・炭化粒子微量

第18号井戸土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子微量
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第20号井戸跡土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，炭

化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

4　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子多量

5　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

暗
黒
暗
黒
褐

8
9
1
0
1
1
1
2

ーム小ブロック・ローム粒子少量

－ム粒子微量

－ム小ブロック少量

－ム粒子中量，ローム小ブロック少量

－ム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブ

ロック微量

13　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

表6　中根十三塚遺跡井戸跡一覧表

第21号井戸跡土層解説

1黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微

量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

井戸

番 号
位　 置

長 径 方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　　 模
断　 面　 形 出　 土　 遺　 物 備　　　 考

長径 ×短径 （m ） 深さ（cm）

1 H l h 5 N －15 0－W 楕　 円　 形 2．0 9　× 1 ．8 0 （150） 長　 方　 形 土師質土器 片36，陶磁 器片 8 ，石 臼 S D 16→本

2 H l g 4 N －3 20 －W 楕　 円　 形 1．86　× 1 ．3 0 （140） 長　 方　 形

3 H l i 5 － 円　　　 形 0．95　×　0．8 7 （1 10） 長 方形，袋状 土師質土器片12，陶磁器片1，木片1，礫6

4 I l a 9 N －3 80 － E 不 整 楕 円形 2．15　× 1．6 5 （1 25） 円　 筒　 形 土師質土器片 本→SD 5

5 H 2 d l N －1 50 － E 楕　 円　 形 1．35　× 1．1 1 （1 63） 袋　　　　 状 木片

6 G I c O N －5 50 －W 楕　 円　 形 2 ．66　×　2．25 2 28 円　 筒　 形 土師質土器片 ，陶磁 器片 第3・7号方形竪穴状遺構→本

7 H l e O N －1 20 －W 楕　 円　 形 1．64　× 1．36 （2 03） 長　 方　 形 土師質土如 119誹 磁器片1，石製品10，木片1，礫20 本→S E 8

8 H l e O N －12 0 － E 楕　 円　 形 1．7 5　× 1．60 （1 60） 逆　 三　 角　 形 土 師質土器片22，木 片 2 ，礫 8 S E 7 → 本

9 G l g O N －85 0 － E 楕　 円　 形 1 ．3 7＿　× 1．10 （18 0） 円　 筒　 形 土 師質土器片 SK 20 1， 204→本

1 0 G 2 g l N －48 0 －W 不　 定　 形 1 ．5 0　× 1．35 （10 0） 円　 筒　 形 土 師質土器片 SK 20 2→本

1 1 G l iO － 円　　　 形 1 ．2 6　× 1．21 1 15 円　 筒　 形 土 師質土器片 3 ，陶磁器 片 S D 20→本

1 2 G l iO N － 9 0 －W 楕　 円　 形 1 ．5 2．× 1．25 16 5 円　 筒　 形 木片 1 S D 20→本

1 3 G 2 a 3 N －10 0－W 楕　 円　 形 1．7 5　× 1．4 3 19 0 逆三角形，長方形 土 師質土器 片69，石臼 1 ，礫 6 S D 2 0→ 本

14 G 2 b 4 N －19 0－W 楕　 円　 形 2．3 3　× 1．7 7 ・19 0 袋　　　　 状

15 G l a p N －4 8 0－W 楕　 円　 形 2．66　×　2 ．2 7 2 32 逆　 台　 形 土師質土器 片，陶磁器片 第8号方形竪穴状遺構→本

16 F l j O N －8 90 － E 不　 定　 形 1．83　× 1 ．3 5 1 72 円　 筒　 形

17 F l i O － 円　　　 形 0．94　×　0．9 3 1 63 円　 筒　 形

18 H l d O N －2 00 － E 楕　 円　 形 1．20　×　0．9 1 1 12 円　 筒　 形

19 G 2 j l N －7 90 － E 不　 定　 形 1．4 2　× 1．40 1 60 円　 宙 ． 形 本→S K 2 95

2 0 G 2 a l N － 0 0 楕　 円　 形 2 ．3 0　×　2．07 18 2 逆　 台　 形 土 師質土器片，陶磁器 片 第9号竪穴状遺構→本

21 C 2 f 3 N －40 0 －E 楕　 円　 形 1 ．6 1 × 1．35 （14 4） 袋　　　　 状

2 2 G 2 g 2 N －31 0 －W 不 整楕 円形 2 ．0 5　× 1．76 13 8 U　 字　 状 土 師質土器片39，陶磁器片13，礫 20

（7）溝

当遺跡からは，溝38条が検出された。これらの中には，覆土の状態から中世及び中世以降（近世）と思える

ものがいくつかある。ここでは，遺物が多数出土した中世の溝について記載し，その他は一覧表にまとめ，遺

構全体図に掲載した。
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第1号溝（第75・76図）

位置　調査1，2区南東部，IlaO～Il f3区。

重複関係　本跡が，第2，3，7，8号溝を掘り込んでいるので，第2，3，7，8号溝より新しい。

規模と形状　上幅1．70～2．20m，下幅0．2m～0．7m，深さ0．40m～1．00mの箱堀状の溝で，確認長は47．1mである。

方向　IlaO区から南北（N－800－E）に直線的に20．0m延び，Ilb2区で直角に東側に曲がる。

覆土　8層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土屑解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子微量

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

・ローム粒子微量

・ローム粒子中量

・ローム粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

・ローム粒子多量

・ローム粒子少量，砂粒微量

遺物　土師質土器片265点，陶磁器片30点，礫15点が出土している。第74図81，82の土師質土器の内耳鍋は，

南部の覆土中から出土している。84，85の瀬戸・美濃系の椀の高台部は，直角に曲がる西側コーナー部の覆土

中から出土している。

所見　本跡は，中世の土墳墓群と関連する溝と思われる。出土遺物などから，中世の15世紀前後と思われる。

‾∴「

第74図　第1号溝出土遺物実測図

第1号溝出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

トー＿＿　；　　　＿∴j

図版番号 器　 種 計測値（CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第74園 内 耳 鍋 B （6．9） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼り付 長石・石英・雲母・ 5 ％　　　 PLll

81 土師質土器 内耳1か所残存。器肉はやや薄く， け口。 スコリア 外面煤付着

縁端部は平坦である。 にぷい橙色　 普通 南部覆土中

82

内 耳 鍋 B （6．0） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。ロ緑端部 長石・石英 ・雲母 5 ％

土師質土器 内耳1 か所残存。器肉はやや薄く， 一郎摩滅。耳貼り付け。 にぷい褐色 外面煤付着

口緑端部は平坦である。 普通 南部覆土中

84

丸　　 碗 B （2．4） 高台部から体部にかけての破片。 高台部から休部にかけて，鉄粕が 長石 10％　　　 PLll

陶　　 器 D　　 5．4 体部は，内攣して立ち上がる。 施されている。底部回転糸切り。 にぷい黄橙色 覆土中

E （1．7） 高台部削り出し。 良好 瀬戸 ・美濃系

85

志野丸碗 B ［2．4］ 高台部から体部にかけての破片。 高台部から体部にかけて，灰粕が 長石 10％　　　 PLll

陶　　 器 施されている。 灰黄色

良好

覆土中

瀬戸 ・美濃系
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第75図　第1～3・5～9・13～15号溝実測図（1）
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第5号溝（第75・76図）

位置　調査1，2区中央部，Hlf6～IlaO区。

重複関係　本跡が，第6，9，13号溝を掘り込んでいるので，第6，9，13号溝より新しい。第7号溝，第22・

84号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　上幅1．60～2．40m，下幅0．30m～1．00m，深さ0・30m～0・90mで，箱堀状である。井戸や土坑を

取り囲んでいる。確認長は48．5mである。

方向　Hlg6区から東（N－400－E）へ延び，緩やかに北側に曲がりながら，U字状を呈する。

覆土　8層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大・小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

7　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

8　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

－91－



一一∴＿⊇三　二二才‥

ト

ノ
／

、＼1ニ巨∠∴l＿．⊇：

∈：∃＝⊇Z

∈∃云ク∈∃三召98

第77図　第5号溝出土遣物実測図（1）
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第78区l　第5号溝出土遺物実測図（2）
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第79図　第5号溝出土遺物実測図（3）

0　　　　　　　　　　10cm
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遺物　土師質土器片2030点，陶磁器片41点，石製品3点，礫16点が出土している。第77～79図87，88の土師質

土器の壷と小皿は，南部の覆土上層から出土している。89～91・93・95・97～101の小皿は，南部から中央部

にかけての覆土中層から上層にかけて出土している。102～104・106の内耳鍋は，南部の覆土中層から上層に

かけて出土している。107，108の土師質土器の措鉢は，南部の覆土上層から出土している0110・111の常滑系

の陶器の嚢片は，覆土中層から出土している0112の瀬戸・美濃系陶器の碗片は・西部の覆土中から，114の陶

器の仏花瓶の脚部は，東部の覆土中から出土しているo TP18，19の捨鉢は，覆土中から出土しているo TP

20の瀬戸・美濃系陶器の卸し皿は，覆土中から出土している。DP4の管状土錘は，東部の覆土上層から出土

している。Q39の石臼は東部覆土中層から，Q42の砥石は，南部の覆土中層から出土している0

所見　本跡は，中世の土墳墓群と関連する溝と思われる0出土遺物などから，中世の15世紀前後と思われる0

第 5 号 溝 出 土 遺 物 観 察 表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第7 7園 ∃互 A ［17 』］ 休部 か ら口緑部 にかけての破 片。 体 部内 ・外面ナ デ。休 部外面 「十」 長石 ・石英 ・雲母 5 ％　　　 P L 12

8 7 土師質土器 B （5 ．8） 体部 は内攣 して立 ち上が り，口縁 字のヘ ラ記号有 り。 体部内面へ ラ にぷ い赤褐 色 南部覆土上層

部 は，直線的 に立 ち上がる。 削 り。輪積み痕有 り。 普通

8 8

小　　 皿 A　　 8 ．2 口緑 部一部欠損。 丸底。休部は内 口緑郡内 ・外面横 ナデ。体部 内 ・ 雲母 ・ス コリア 90％　 ・P L ll

土師賓土器 B　　 2 ．5 攣 して立ち上が り，口緑部 に至 る。 外 面不定方向 のナデ。 橙色

普通
南部覆土上 層

8 9

小　　 皿 A　　 6 ．9 ロ縁 部一部欠損。 平底。器肉 は厚 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回 長石 ・雲母 ・ス コ 90％　　　 P L l l

土師質土器 B　　 2．1 く体部は外傾 して立ち上が り， H 転糸切 り。底部 に板 状庄痕。 口縁 リア
覆土 中層

C　　 4 ．6 緑 部に至る。 部内 ・外面油煙付 着。 にぷ い橙 色　 普通
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ．法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第77由 小　　 皿 A ［6．8］ 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内 ・外面横ナデ。底部内面 石英 ・雲母 ・スコ 60％　　　 P L 12

90 土師質土器 B　　 2．0 攣 して立ち上がり，口緑部に至る。不定方向のナデ。 リア
橙色　 普通

覆土中層

91

小　　 皿 A ［6．8］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。底部内 長石 ・石英 40％　　　 P L 12

土師質土器 B　　 2．1 平底。体部は外傾して立ち上がり，面ナデ後，ヘラ削り。底部回転糸 灰白色 覆土中層

C　　 3．3 口緑部に至る。 切り。口緑部外面に油煙付着。 普通

93

小　　 皿 A ［13．0］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。底部内 雲母 ・スコリア 50％
土師質土器 B　　 3．7 平底。器肉は厚く，体部は内攣し 面不定方向のナデ。底部回転糸切 にぷい黄橙色 覆土中層

C ［8．0］ て立ち上がり，口緑部に至る。 り。 普通

95

小　　 皿 A ［8．0］ 底部から口緑部にかけての破片。 口縁部内・外面横ナデ。底部内面 石英・雲母 20％

土師質土器 B　　 2．8 丸底。器肉は厚く，体部は内攣し 一方向のナデ。底部外面ナデ。 暗灰黄色 内外面煤付着

て立ち上がり，口緑部に至る。 普通 覆土中層

97

小　　 皿 A ［9．8］ 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。底部内面 長石・石英 ・雲母 20％

土師質土器 B　　 2．4 丸底。器肉はやや厚く，体部は内 一方向のナデ。 黄褐色 内外面煤付着

攣して立ち上がり，口緑部に至る。 普通 覆土中層

98

小　　 皿 A ［11．1］ 底部から口緑部にかけての破片。 口縁部内・外面ロクロナデ。体部 長石・石英・雲母・ 20％

土師質土器 B　　 2．8

C ［7．0］

平底。器肉は厚く，体部は内攣し

て立ち上がり，口緑部に至る。

内面ナデ。底部回転糸切り。 スコリア
にぷい黄橙色
普通

覆土中層

99

小　一　皿 A ［10．2］ 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。底部内面 石英 ・雲母 30％

土師質土器 B　　 2．8 丸底。器肉は厚く，体部は内攣し

て立ち上がり，口緑部に至る。

不定方向のナデ。 橙色

普通

覆土中層

100

小　　 皿 A　　 8．0 底部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。底部内 長石 ・雲母 ・スコ 50％　　　 P L 12
土師質土器 B　　 l．8 平底。器肉は厚く，体部は内攣して 画不定方向のナデ。底部回転糸切 リア 覆土中層

C．　 5・2 立ち上がり，口緑部に至る。 り。 にぷい橙色　 普通

101

小　　 皿 A ［6．2］ 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面ロクロナデ。体部 長石 ・石英 ・雲母 20彿　　 p L12

土師質土器 B　 1．9 平底。器肉はやや薄く，体部は内 内面ナデ。底部回転糸切り。口緑 灰黄色 覆土中層

C　　 3．2 攣 して立ち上がり，口緑部に至る。 部外面に油煙付着。 普通

102

内 耳 鍋 A ［33．5］ 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。 長石・石英 5 ％

土師質土器 B　 19．1 器肉は薄い。体部は直線的に外傾 灰黄褐色 外面煤付着

C ［16．9］ してして立ち上がり，口緑部に至

る。口緑端部は平坦である。

普通 覆土中層

103

内 耳 鍋 A ［35．8］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石・石英 ・雲母 5％

土師質土器 B （9．4） 内耳 1か所残存。体部から口緑部 け。 にぷい橙色 外面煤付着
にかけてやや内攣して立ち上がる。 普通 覆土中層

104

内 耳 鍋 A ［39．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。口緑端部 長石 ・石英 ・雲母 5％

土師質土器 B （9．1） 内耳 1か所残存。体部から口緑部 は平坦。耳貼り付け。輪積み痕有 にぷい橙色 外面煤付着

にかけてやや内攣して立ち上が

る。

り。 普通 覆土中層

第78図 内 耳 鍋 A ［36．1］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。口緑端部 長石 ・石英・雲母 20％　　　 P L 12

106 土師質土器 B （9．5） 内耳 1か所残存。器肉は薄く，体 は平坦。耳貼り付け。 にぷい褐色 外面煤付着
部から口緑部にかけてやや内攣し

て立ち上がる。

普通 覆土中層

107

捨　　 鉢 A　 28．9 底部から口緑部にかけての破片。 体部外面ナデ。口緑端部ナデ。体 石英 ・礫 20％　　　 P L 12
土師質土器 B　 13．3

C ［13．8］

体部は内攣して立ち上がり，口緑

部に至る。

部内面に4 条 1単位の揺り目。 赤褐色
普通

覆土上層

108

110

111

112

114

措　　 鉢 B （4．7） 底部から口緑部にかけての破片。 体部外面ナデ。体部内面に5 条 1 石英・雲母 ・スコ 5 ％　　　 PL 12

土師質土器

嚢

C　 12．6

A ［23．0］

体部は直線的に立ち上がる。

体部から口緑部にかけての破片。

単位の揺り目。

口緑部内・外面ナデ。口緑端部ナ

リア

にぷい黄橙色
普通

長石 ・石英 ・砂粒

覆土上層

20％　　　 PL 12
陶　　 器

嚢

B （4．2）

B （12．3）

幅の狭い粘土帯が口緑部に巡る。

底部から体部にかけての破片。器

デ。

体部内 ・外面ナデ。

体部外面ロクロナデ。見込みに灰

灰赤色
良好

長石 ・石英 ・砂粒

覆土中層
常滑系15世紀後半

30％　　　 P L 12
陶　　 器

碗

C ［18．0］

B ‾（5．3）

肉は厚く，体部は外傾して立ち上 赤褐色 常滑系

がる。 良好 覆土中層

高台部から体部にかけての破片。 石英 5 ％　　　 P L12

陶　　 器

仏 花 瓶

D　　 7．6 体部は外傾して，立ち上がる。

脚部破片。脚部は直線的に立ち上

粕が施されている。見込みに砂目 浅黄色 覆土中

E　　 O．5

B （3．2）

痕有り。高台削り出し。底部回転

糸切り。

脚部内・外面ロクロナデ。脚部に

良好

石英

瀬戸 ・美濃系

5 ％　　　 PL 12
陶　　 器 C　　 6．6 がる。 銅線粕が施されている。底部回転 灰白色 覆土中

糸切り。 良好 瀬戸 ・美濃系

－95－



図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第78回DP 4 管　 状　土 錘 6．0 2．4 0．7～0．9 27．2 東部覆土上層 100％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P L 17

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値

品　　 種 分 画 数 石　　 質 出土地点 備　　 考
径 （cm） 孔径（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第79図Q39 石　　　　 臼 ［28・0］ 2．5～6．0 9．1 （4700．9） 下 目破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 東部覆土中層 PL 19

図版番号 券　　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出土地，点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

Q 42 砥　　　　 石 9．8 ‘4．9 3．1 （130．6） 粘　 板　 岩 覆　 土　 中 PL 19

第8号溝（第75・76図）

位置　調査1区南部，Ild2～Hld6区。

重複関係　本跡は，第1，12，14号溝に掘り込まれているので，第1，12，14号溝より古い。

規模と形状　上幅0．90－1．60m，下幅0．40m～1．40m，深さ0．15m～0．20mで，箱堀状である。確認長は16・8m

である。

方向Ild2区から東（N－900－E）に直線的に延びる。

覆土　4層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム大・中・小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師質土器片13点，礫2点が出土している。第80図116，117の土師質土器の内耳鍋は，南部の覆土中か

ら出土している。

所見　本跡は，中世の土墳墓群と関連する溝と思われる。出土遺物などから，中世の15世紀前後と思われる。

第80図　第8号溝出土遺物実測図

、

－96－
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第8号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 「器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第80図 内 耳 鍋 B （11．1） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼 り付 長石 ・石英 ・雲母 5 ％
116 土師質土器 内耳 1 か所残存。器肉は薄 く，一口 け口緑端部ナデ。耳部縦方向のナ 明赤褐色 外面煤付着

緑端部は平坦である。 デ。 普通 南部覆土中

117

内 耳 鍋 A ［35．5］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面ナデ。耳貼 り付け。 長石 ・石英 ・雲母 5％　　　 PL 12
土師貿土器 B （7．0） 内耳 1か所残存。器肉は薄 く，口 口緑端部ナデ。耳部縦方向のナデ。 にぷい褐色 外面煤付着

緑端部は平坦である。 普通 覆土中

第9号溝（第75・76図）

位置　調査1区北部，Hlf4～Hlf7区。

重複関係　本跡が，第5・15号溝を掘り込んでいるので，第5・15号溝より新しい。

規模と形状　上幅1・30～2・10m，下幅0・75m～1．40m，深さ0．20m～0．45mのU字状の溝で，確認長は10．8m

である。

方向　Hlf4区から東（N－800－E）に直線的に延びる。

覆土　6層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む暗褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐

2　暗　褐

3　暗　褐

4　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

色　ローム大・小ブロック・ローム粒子中量

色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

色　ローム粒子中量，ローム大・小ブロック少量

遺物　土師質土器片465点，陶器片4点，石製品2点，礫1点が出土している。第81・82図118，119の土師質

土器の小皿は，北部の覆土下層から出土している。120，121の土師質土器の小皿は，覆土中から出土している。

122の土師質土器の内耳鍋は北部の覆土上層から，123の土師質土器の内耳鍋は，北部の覆土中層からそれぞれ

出土している。125の常滑の陶器嚢は，北部の覆土下層から出土している。126の瀬戸・美濃系の措鉢は，北部

の覆土上層から出土している。TP21の土師質土器の鉢は，覆土中から出土し，外面に菊花文が施されている。

TP22の土師質土器の捨鉢は，北部の覆土中から出土している。Q43，Q44の石臼は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世の土墳墓群と関連する溝と思われる。主に中層から上層にかけて出土している土師質土器

から，中世の15世紀前後と思われる。

第9号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第81図 小　　 皿 A　 lO．0 底部か ら体部にかけての破片。丸 体部内 ・外面ナデ。底部内面に同 石英 ・スコリア 100％　　 PL 12
118 土師質土器 B　　 3．0 底。体部は内攣 して立ち上が り，

口緑部に至る。
心円状のナデ。 橙色

普通

覆土下層

119

小　　 皿 A ［9．8］ 底部から体部にかけての破片。丸 体部内 ・外面ナデ。体部外面一方 長石 ・石英 40％　　　 P L 12
土師質土器 B　　 2．7 底。器肉は厚 く，体部は内攣して

立ち上が り，口緑部に至る。
向のナデ。 橙色

普通
覆土下層

120

小　　 皿 A ［9．7］ 底部から体部にかけての破片。平 体部内 ・外面ロクロナデ。体部外 石英 ・雲母 50％　　　 PL 12
土師質土器 B　　 3．3 底。体部は外傾して立ち上が り， 面一方向のナデ。底部内面ナデ。 灰白色 覆土中

C　　 4．7 口緑部に至る。 底部回転糸切 り。 普通

－97－
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第82図　第9号溝出土遺物実測図（2）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 8 1 図 小　　 皿 A ［6 ．2 ］ 底 部 か ら口 緑 部 にか け て の破 片 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ。 底 部 回 長 石 3 0 ％

1 2 1 土師質土器 B　　 2 ．2

C ［3 ．扇

平 底 。 体 部 は 外 傾 し て綬 や か に 立

ち上 が り口緑 部 に至 る。

転 糸 切 り。 灰 白色

普 通

覆 土 中

1 22

内 耳 鍋 A ［30 ．8 ］ 体 部 か ら口緑 部 にか け て の破 片 。 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 耳 部 一 部 長 石 ・雲 母 ・ス コ 5 ％　　　 P L 1 2

土師質土器 B （10 ．4 ） 内耳 1 か所 残 存 。器 肉 は や や 厚 く， 指 ナ デ 。 耳 貼 り付 け。 リア 外 面煤 付 着

口緑 端 部 は や や 外 側 に傾 い て い る。 に ぷ い 橙 色　 普 通 覆 土 中 層

12 3

内 耳 鍋 A ［3 7 ．8 ］ 休 部 か ら 口縁 部 に か け て の 破 片 。 体 部 内 ・外 面 ナ デ 。 耳 部 ナ デ 。 耳 長 石 ・石 英 ・雲 母 1 0％　　　 P L 12

土師質土器 B （7 ．8 ） 内 耳 2 か所 残 存 。 器 肉 は薄 く， 口 貼 り付 け 。 に ぷ い 橙 色 外 面煤 付 着

緑 端 部 はや や 凹 凸 が あ る。 普 通 覆 土 上 層

12 5

嚢 A ［2 1 ．0］ 体 部 か ら 口緑 部 に か け て の 破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面 ナ デ 。 口 緑 端 部 ナ 長 石 ・石 英 ・砂 粒 5 ％　　　 P L 13

陶　　 器 B （4 ．5 ） 幅 の 狭 い 粘 土 帝 が 巡 る 断 面 N 字 デ 。 褐 灰 色 覆 土 下 層

状 の 口緑 で あ る 。 良好 常滑系15世紀後半

12 6

措　　 鉢 B （8 ．4） 底 部 か ら体 部 に か け て の 破 片 。 体 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 内 面 に 長 石 ・石 英 ・砂 粒 5 ％　　　 P L 13

陶　　 器 C ［1 2 バ］ 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が る 。 3 条 1 単 位 の揺 り 目。内 ・外 面 に粕 に ぷ い 赤 褐 色 覆 土 上 層

が 施 さ れ て い る 。底 部 回転 糸 切 り。 良 好 瀬 戸 ・美 濃 系

図版 番号 器　　　 種

計　　　 測　　　 値
品　　 種 分 画 数 石　　 質 出土 地 点 備　　 考

径 （cm ） 孔 径 （C皿） 厚 さ （C血） 重 量 （g ）

Q 4 3 石　　　　 臼 － 3．8 12 ．2 （9 22 ．3 ） 下 目 破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆　 土　 中

第82園Q 44 石　　　　 臼 － － 8 ．8 （6 99 ．6 ） 上 白 破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆　 土　 中 P L 18

第19号溝（第83図）

位置　調査2区中央部，G2j2～H2e2区。

重複関係　本跡が，第20号溝を掘り込んでいるので，第20号溝より新しい。第21，23号溝とも重複しているが，

新旧関係は不明である。

規模と形状　上幅1．40～2．05m，下幅0．10m～0．55m，深さ0．50m～0．85mで，箱堀状である。確認長は25．2m

である。

方向　H2e2区から北（N－00－E）に直線的に延びる。

覆土　3層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む黒褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　3　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量

－99－
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第83図　第19・20号溝実測図

遺物　土師質土器片397点，陶器片5点，須恵製の錘1点，礫17点が出土している。第84図130，131の土師質

土器の小皿は，南部の覆土中から出土している。133の捨鉢は，南部の覆土中から出土している。135の土師質

土器の火合の脚部は，中央部の覆土中から出土している。136の常滑の陶器嚢は，中央部の覆土中から出土し

ている。DP5の陶錘は北部の覆土中から出土している。

所見　本跡は，出土遺物などから，中世の13～14世紀と思われる。

－100－
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第84図　第19号溝出土遺物実測図

第19号溝出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　l

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第84図小　　皿A［9．4］底部から口緑部にかけての破片。体部内・外面ロタロナデ。底部回石英・スコリア40％

130 土師質土器B　　2．7

C［4．6］

平底。器肉は厚く，体部は直線的

に立ち上がり，口縁部に至る。

転糸切り。 黄橙色

普通

覆土中

131

小　　皿A　　8．4底部から口緑部にかけての破片。体部内・外面ナデ。体部内面ナデ。長石・石英・スコ20％

土師質土器B（2．1）丸底。器肉は厚く，体部は内攣し

て立ち上がり，口緑部に至る。

リア

橙色　普通

覆土中

133

措　　鉢B（4．8）底部から休部にかけての破片。体休部外面ナデ。体部内面に5条1石英・雲母・スコ10％　　　PL13

土師質土器C［13諸］部は外傾して直線的に立ち上が

る。

単位の揺り目。体部下端ナデ。リア

橙色　普通

南部覆土中

135

火　　舎B（4．4）脚部片。 脚部内・外面ナデ。休部外面に指長石・石英・雲母5％　　　PL13

土師質土器 頭押圧有り。 にぷい橙色

普通

南部覆土中

136

嚢 A［34．0］体部からロ緑部にかけての破片。ロ緑部内・外面ナデ。ロ緑端部の長石・砂粒 5％　　　PL13

陶　　器B（7．0）幅の狭い粘土帯が巡る断面N字状一部砥石に転用。 にぷい赤褐色 中央部覆土中

の口緑である。 良好 常滑系13世紀前半

図版番号器　　　種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）孔径（cm）重量（g）

DP5 陶　　　　錘 4．4 3．4 1．3～1．5 26．6 北部覆土中

第20号溝（第83図）

位置　調査2区中央部，Gl j8～H2dl区。

重複関係　本跡が，第10号溝を掘り込み，第19号溝に掘り込まれているので，第10号溝より古く，第19号溝よ

り新しい。第23号溝とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　上幅0．90～3．20m，下幅0．20m～0．40m，深さ0．20m～0．85mで，箱堀状である。確認長は33．0m

である。
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方向　H2dl区から南北（N－60－E）に直線的に18．0m延び，H2dl区で直角に西側に曲がる。

覆土　4層からなる。ローム粒子・ロームブロックを含む黒褐色土がレンズ状に堆積していることから，自然

堆積と思われる。

土眉解説

1黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子微量
2　黒　褐　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子少量
3　褐　　　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師質土器片1983点，陶器片44点，土製品2点，瓦1点，石製品2点，礫50点が出土している。第85～

88図138の土師質土器の小皿は，南部覆土下層から出土し，139～141の土師質土器の小皿は，中央部の覆土中

から出土している。底部は回転糸切りである。142の土師質土器の小鉢と143の香炉は，覆土下層から出土して

いる。144，145の土師質土器の揺鉢は，中央部の覆土上層及び下層から出土している。146～152の土師質土器

の内耳鍋は，北部の覆土中層から下層にかけて出土している。153の陶器碗は，南部の覆土中層から出土して

いる。154の瀬戸・美濃系の天目茶碗は，北部の覆土中から出土している。TP23・24の卸し皿，TP25の措鉢

は，北部の覆土中から出土している。DP6，7の管状土錘は，擾土中から出土している。Q46の砥石は覆土中

から出土している。Tlの丸瓦は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世の土墳墓群と関連する溝と思われる。出土遺物などから，中世の16世紀前後と思われる。

∈竺夏蚕グ　∈おク

ノ

ミ≡－；ク

‾l‾l－＿礎－＿l‾‾
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第85図　第20号溝出土遺物実測図（1）
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第88図　第20号溝出土遺物実測図（4）

第20号溝出土遺物観察表

ノ

＼－　「「二フ
＿、－　　TP24

要職感越野

図版番号 器　 種 計測値 （CⅡl） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 小　　 皿 A　　 7 ．6 口緑部一部欠損。平底 。器肉は厚 体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部 回 長石 ・石英 ・雲母 ・ 80％　　　 P L 13

138 土師質土器 B　 l．9 く，体部は直線 的に立 ち上が り， 転糸切 り後 ，ナデ。口縁 端部 内 ・ スコリア 中央部覆土 下層

C　　 5 ．4 口線 部に至 る。 外面 に油煙付着 。 にぷ い橙色　 普通

139

小　　 皿 A ［9 ．5］ 底 部か ら口緑部 にか けての破片。 体部 内 ・外面 ロクロナデ。体部 内 長石 ・石英 ・雲母 70％　　　 P L 13

土師質土器 B　　 2 ．6

C　　 4 ．1

平 底。器肉 は薄 く，体 部は内攣 し

て立ち上が り， 口緑 部に至 る。

面ナ デ。底部 回転 糸切 り。 にぷ い黄橙 色

普通
中央部覆土 中

140

小　　 皿 A ［9 ．9］ 底 部か らロ縁部 にかけての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回 長石 ・石英 ・雲母 50％　　　 P L 13

土師貿土器 B　　 3 ．1

C　　 5 ．2

平 底。体部 は外傾 して直線的に立

ち上が りロ縁部 に至 る。

転糸切 り。 にぷ い橙色

普通

覆土中

141

小　　 皿 A ［8 ．8］ 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。底部 回 石英 ・雲母 40％

土師質土器 B　　 2 ．9

C ［4 ．6］

平底。休部 は外傾 して直線的に立

ち上が り口緑部 に至 る。

転糸切 り。 にぷ い橙色

普通

覆土中
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 小　　 鉢 A ［12．2］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部内 石莱 ・雲母 ・スコ 40％　　　 P L13

142 土師質土器 B　　 5．4
C ［6．4］

平底。体部は外傾して直線的に立

ち上がり，口緑部に至る。口緑端

部は，やや丸味を帯びる。

面一方向のナデ。 リア

にぷい褐色
普通

覆土下層

143

香　　 炉 B （6．2） 体部破片。体部は内攣している。 体部内 ・外面ロクロナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 30％　　　 P L 13

土師質土器 器肉は厚く，口緑部破損後一部を 面へラ磨き。体部中段に刻印によ 褐色 覆土下層

砥石に転用している。体部中段上

位に最大径を持つ。

る方形文が巡っている。 普通

144

措　　 鉢 A ［34．0］ 底部から口縁部にかけての破片。 体部内・外面ナデ。3 条 1単位の 長石・石英・雲母・ 20％　　　 P L 13

土師質土器 B　 13．5 体部は外傾して立ち上がり，口緑 粗い揺り目。 砂粒 外面煤付着

C ［17．4］ 部に至る。口緑端部はややくぼむ。 明赤褐色

普通

中央部覆土上層

145

措　　 鉢 B （5．6） 底部から体部にかけての破片。体 体部内・外面ナデ。 3条 1単位の 長石 ・石英 ・雲母 20％　　　 P L 13

土師質土器 C ［14．2］ 部は外傾して立ち上がる。 粗い揺り目。 灰黄褐色．

普通

内外面煤付着

中央部覆土下層

第86図 内 耳 鍋 A　 3．5．8 底部から口緑轟机こかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英 ・雲母 50％　　　 P L 13

146 土師質土器 B　 19．4 内耳 2か所残存。器肉は薄く，口 け。口緑端部一部摩滅。体部下端 にぷい褐色 外面煤付着

C　 17．3 緑端部は平坦である。 ヘラ削り。 普通 覆土上層

147

内 耳 鍋 A ［38．4］ 底部から口縁部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英 ・雲母 30％　　　 P L 13

土師質土器 B　 17．4 内耳 1か所残存。器肉は薄く，口 け。 にぷい黄橙色 外面煤付着

C　 17．8 緑端部は平坦である。 普通 覆土上層

148

内 耳 鍋 A　 38．1 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石・石英・雲母・ 20％　　　 P L 13

土師質土器 B （18．0） 内耳 2か所残存。器肉は薄く，口 け。 スコリア 外面煤付着

緑端部は平坦である。 明褐色

普通・

覆土中層

第87図 内 耳 鍋 A　 39．0 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英・雲母 30％　　　 P L 13

149 土師質土器 B （16．6） 内耳 1か所残存。器肉は薄く，口 け。 にぷい黄橙色 外面煤付着
緑端部は平坦である。 普通 覆土中層

150

内 耳 鍋 A ［37．6］ 体部からt l緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石・石英・雲母・ 20％

土師質土器 B （11．6） 内耳 2か所残存。器肉は薄く，口 け。 スコリア 外面煤付着

緑端部は平坦である。 にぷい赤褐色
普通

覆土中層

151

内 耳 鍋 A ［37．4］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英・雲母 5％　　　 PL 14

土師質土器 B （11．0） 内耳 2 か所残存。器肉は薄く，口 け。 にぷい橙色 外面煤付着

緑端部は平坦である。 普通 覆土下層

第88図 内 耳 鍋 B （9．9） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横ナデ。耳貼り付 石英 ・雲母・スコ 5％

152 土師質土器 内耳 1 か所残存。器肉は薄く，口 け。体部外面に墨書。 リア 外面煤付着

緑端部は平坦である。 にぷい橙色　 普通 覆土下層

153

碗 B （2．7） 高台部から体部にかけての破片。 体部外面ロクロナデ。体部 ・見込 石英 ・雲母・スコ 40％　　　 PL 14

陶　　 器 Dつ 4．8］ みに銅線粕が施されている。見込 リア 南部覆土中層

E　　 O．6 みに砂目痕有り。高台削り出し。

底部回転糸切り。
にぷい橙色 瀬戸 ・美濃系

154

天目茶碗 A ［12．8］ 体部から口縁部にかけての破片。 内体部内・外面ロクロナデ。体 ・ 石英 5％　　　 PL 14

陶　　 器 B　　 4．0 体部は内攣して立ち上がり，口緑 内面鉄粕が施されている。 黒褐色 覆土中

部に至る。 良好 瀬戸 ・美濃系

図版番号 券　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地 点 備　　　　　　　　　　 考
長さ（C血） 径 （cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第88図DP 6 管　 状 土 錘 5．8 4．0 1．0～1．2 121．1 覆　 土　 中 98％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PL 17

D P 7 管　 状 土 錘 （5．4） 4．9 2．2～2．5 （89．8） 覆　 土　 中 90％

図版番号 器　　　 種
計　　　 測　　　 値

石　　　 質 出土 地点 備　　　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第88図Q 46 砥　　　　 石 6．5 3．9 1．7 47．0 粘　 板　 岩 覆　 土　 中 PL 19

第88図T l 丸　　　　 瓦 （6．5） 7．9 2．0 （92．6） －
覆　 土　 中

第27号溝（第89図）

位置　調査2区中央部，FlfO～F2f8区。
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重複関係　本跡が，第38号溝を掘り込んでいるので，第38号溝より新しい。

規模と形状　上幅1．80～2．50m，下幅0．30m～1．20m，深さ0．50m～0．70mで，U字状である。確認長は25・5m

である。

方向　F2f8区から東西（N－900－E）に直線的に延びる。

覆土　5層からなる。炭化粒子やロームブロックを含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微　　3　褐　　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量

量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム大・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量　　5　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師質土器片577点，陶器片4点，石製晶2点，礫6点が出土している。第90～92図155の土師質土器の

小皿は，西部の覆土中から出土し，底部は回転糸切りである。156の土師質土器の小鉢は，覆土中から出土し

ている。157・158・160の土師質土器の内耳鍋は，中央部の覆土上層から下層にかけて出土している。159の土

師質土器の内耳鍋は覆土中から出土している。161の土師質土器の措鉢は，東部の覆土下層から出土している。

162の常滑の陶器嚢は覆土中から，163の常滑の陶器嚢は，東部の覆土下層からそれぞれ出土している。164の

瀬戸・美濃系の卸鉢は，西部の覆土中から出土している。Q47の石臼は覆土中から出土している。

所見　本跡は，中世の土墳墓群と関連する溝と思われる。出土遺物などから，中世の16世紀前後と思われる。

第27号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第90図 小　　 皿 A ［6．5］ 底部から口縁部にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回 長石 ・石英 ・スコ 50％　　　 P L 14

155 土師質土器 B　 1．8 平底。器肉は厚く，体部は内攣し 転糸切り。口縁端部内 ・外面，底 リア 西部覆土中

C　　 3．8 て立ち上が り，口緑部に至る。 部内面油煙付着。 にぷい橙色　 普通

156

小　　 鉢 A ［15．4］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内 ・外面ナデ。体部下端へラ 長石・石英・雲母・ 50％　　　 P L 14

土師質土器 B　　 5．5
C　 13．0

平底。体部は外傾して立ち上がり，

口緑部に至る。口緑端部は，やや
丸味を帯びる。

削り。 スコリア

にぷい黄橙色

・普通

覆土中

第91図 内 耳 鍋 A　 36．2 底部から口縁部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英 ・雲母 60％　　　 P L 14

157 土師質土器 B　 20．2 内耳2 か所残存。器肉は薄く，体 け。 にぷい橙色 外面煤付着

C　 21．0 部は内攣して立ち上がり，口緑部

に至る口緑端部は平坦である。

普通 覆土下層

158

内 耳 鍋 A　 34．0 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英 ・雲母 60％　　　 P L 14

土師質土器 B　 18．2 内耳3 か所残存。器肉は薄く，体 け。 にぷい橙色 ．外面煤付着

C　 20．0 部は内攣して立ち上がり，口緑部

に至る。

普通 覆土下層

第90図 内 耳 鍋 A　 34．5 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼り付 長石 ・石英 ・雲母 40％　　　 P L 14

159 土師質土器 B （19．3） 内耳3 か所残存。器肉は薄く，体 け。 にぷい橙色 外面煤付着

部は内攣して立ち上がり，口緑部

に至る口緑端部は平坦である。

普通 覆土中

160

内 耳 鍋 B （12．3） 底部から体部にかけての破片。内 体部内 ・外面横ナデ。耳貼り付け。 長石 ・石英 ・雲母 30％

土師質土器 C ［18．6］ 耳1 か所一部残存。器肉は薄く， 明赤褐色 外面煤付着

底部から体部にかけて内攣して立

ち上がる。

普通 覆土中層

161

措　　 鉢 A ［32．2］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ナデ。体部内面に5 長石 ・石英 ・砂粒 40％　　　 P L14

土師質土器 B　 lO．9 体部は外傾して立ち上がり，．口緑 条 1単位の揺 り目。 明赤褐色 外面煤付着

C ［13．5］ 部に至る。口緑端部は平坦である。 普通 東部覆土下層

162

嚢 A ［44．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面，口緑端部ナデ。 長石・石英 ・砂粒 5％

陶　　 器 B （4．1） 幅の狭い粘土帯が巡る断面N 字状 明赤褐色 覆土中

の口緑である。 良好 常滑系16世紀前半

163

嚢 B （6．4） 底部から体部にかけての破片。器＿体部内面ナデ。体部外面下端へラ 長石・石英 ・砂粒 10％　　　 PL 14

陶　　 器 C ［23．0］ 肉は厚 く，体部は外傾して立ち上 ナデ。 暗赤灰色 覆土下層

がる。 良好 常滑系

第92図 鉢 B （7．2） 底部から体部にかけての破片。体 体部内・外面ロクロナデ。体部下 石英・砂粒 5％　　　 PL 14

164 （卸鉢） C ［12．6］ 部は外傾 して，直線的に立ち上が 端回転へラ削り。体部内・外面銅 灰白色 西部覆土中．

陶　　 器 る。底部外周に貼付けの三足が付 緑粕が施されている。底部内面に 良好 瀬戸 ・美濃系

く。 卸し目がある。
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第92図　第27号溝出土遺物実測図（3）

図版番号 種　　　 別
計　　　 測　　　 値

品　　 種 分 画 数 石　　 質 出土地点 備　　 考
径 （cm） 孔径 （C皿） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

如2図Q47 石　　　　 臼 － 2 ～ 3 8 ．7 （940．0） 上 白 破 片 不　　　 明 安　 山　 岩 覆　 土　 中 PL 18

SD33　　　　　SD32

第93図　溝土層実測図

第25号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム中ブロック・炭化物微量

2　褐　　　色　炭化粒子・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

第30号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子極

微量
3　暗　褐　色　ローム粒子多量

4　褐　　　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第35号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

中ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　2m

「　　　　　　　l

第28号溝土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

第29溝土眉解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子極微量

第32号溝土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

第33号溝土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブ

ロック極微量
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表7　中根十三塚遺跡溝一覧表

溝

番号
位　　　 置 方　 向 形　 状

規　　　　　　 模
壁面 底 面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　 考

新旧関係 （古→新）長さ（cm） 上幅（C皿） 下幅（cm） 深さ（cm）

1 I l aO～I lf3 N －800－E

N －100－E

L 字 状 （47．1） 170～220 20～70 40～100 箱　 形 平　坦 自　然 土師質土器片265点，陶磁器片30島

礫15点

SD2・3 ・7 ・8 →本

2 I laO～I lfl N －910－E

N －100－E

L 字 状 （47．5） 80～200 80～110 8 ～12 U 字形．平　坦 自　然 土師質土器片 1点，礫2点 本→SD l

3 H lb2～I lb5 N －880－E 直　 線 10．0 40～65 20～30 20～30 U 字形 皿 ．状 自　然 本→SD l

5 H lf6～I laO －
U 字 状 （48．5） 160～240 30～100 30～90 箱　 形 平　坦 自　然 土師質土器こ片2030点，陶磁器片41点，礫19点

SD拍 13→本，SD7・SK22・84

6 H lg4～H l i4 N －200－E

N －800－W

L 字 状 （8．0） 80～190 30～180 10～30 U 套形 皿　状 自　然 土師質土器片 2点，礫6 点 SD5→本

7 H la3～I la5 N －1000－E くの字状 （12．4） 50～110 18～40 20～25 U 字形 平　坦 自　然 本→SD l ・5 ・6

8 I ld2～H ld6 N －900－E 直　 線 （16．8） 90～160 40～140 15～20 U 字形 皿　状 自　然 土師質土器片13点，礫2 点 本→SD l ・12 ・14

9 H lf4～H l f7 N －800－E 直　 線 （10．8） 130～210 75～140 20～45 U 字形 凹　 凸 自　然
土師質土器片465点，陶器
片4 点，礫 1 点

SD15→本→SD 5

10 G l j6～H 2bl N －1150－E 直　 線 （19．2） 70～110 20～50 30～400 U 字形 平　坦 人　為 SD20→本

11 I l f6 － 直 ．線 （13．2） 70～80 40～60 10～20 U ．字形 平　坦 自　然

12 I lb6～ I l f6 － 直　 線 （13．3） 40～80 40～60 5 ～20 U 字形 平　坦 自　然

13 H l i4～H 2 e2 N －680－E 直　 線 （28．5） 60～100 40～60 10～30 U 字形
平 由 自　然

14 I Ic7～ I l e7 － U 字 状 （13．2） 50～100 40～80 10～4り U 字形 平 坦 自　然

15 H le4～H l f5 N －300－W 直　 線 （5．0） 100～250 50～100 20～100 U 字形 凹　凸 自　然

16 H lh4～H lh6 N －680－E 直　 線 （4．5） 80～150 40～100 10～30 U 字形 平　坦 自　然

17 H lg8～H 2g2 N －900－E ‘直　 線 （15．6） 40～80 20～60 10～40 U 字形 平　坦 自　然

18 H lf8～H 2 f2 N －900－E 直　 線 （12．3） 40～70 10～50 10～40 U 字形 平　坦 自　然

19 G 2 j2～H 2 e2 － 直　 線 （25．2） 140～205 10～55 50～85 箱　 形 平　坦 自　然 土師質土器片397点，陶器・片 5 点，礫17点
SD20→本，21，23

20 G l i8～H 2 dl N －60－E

N －800－W

L 字 状 （33．0） 90～320 20～40 20～85 箱　 形 平　坦 自　然 土師質土器片1983点，陶器片44

点，礫50点

本→SD 19 ・23

21 H 2C2～H 2 C3 N －900－E 直　 線 （2．10） 90～100 20～40 30～50 U 字形 凹　凸 人　為 SD19新旧不明

22 G 2 j3～H 2 C3 N －100－W 直　 線 （8．70） 50～170 20～100 20～100 U 字形 凹　凸 人　為

23 G 2 il～G 2 j4 N－1150－E 直　 線 （12．5） 110～160 20～40 30～50 U 字形 凹　凸 人　為 SD19 ・20新旧不明

24 G lfg～G l fO N －800－E 直　 線 （1．50） 70～80 50～60 10～20 U 字形 凹　凸 自　然

25 C 2 j9～F 2 b7 N －70－E

N－1050－E

L 字 状 ［51．7］ 100～200 20～80 50～80 U 字形 凹　凸 自　然

26 B 2b7～F 2b7 N －70－E 直　 線 （156．5） 180～250 30～100 30～130 U 字形 凹　凸 自　然

27 F lfO～F 2 f8 N －900－E 直　 線 （25．5） 108～180 30～120 50～70 U 字形 凹　凸 人　為
土師質土器片577点，陶器・
片 4 点，礫 6 点 SD38→本

28 F lfO～F 2 f8 N －900－E 直　 線 （28．5） 50～100 20～60 20～50 U 字形 凹　凸 人　為

29 F 2dl～F 2d8 N －880－E 直　 線 （28．7） 50～100 20～100 20～40 U 字形 凹　凸 人　為

30 F 2dl～F 2d8 N －880－E 直　 線 （28．7） 50～110 20～60 20～80 U 字形 凹　凸 人　為

31 F 2bl～F 2 C8 N －950－E 直　 線 （28．5） 50～80 10～60 40～80 U 字形 凹　凸 人　為

32 B 2d7～E 2 i3LN －300－E 直　 線 （101．5） 100～140 30～40 40～60 U 字形 凹　凸 人　為

SD32・26→本→SD3433 E 2 jl～F 2 a8 N －800－W 直　 線 （30．5） 80～120 10～30 50～70 U 字形 平　坦 人　為

34 E 2 jl～E 2 j8 N －800－E 直　 線 （30．0） 100～120 10～30 58～70 U 字形 平　坦 人　為 SD33→本→SD 32

SD5→本

35 A lg9～A 2h6 N －800－E 直　 線 ［26．5］ 100～115 20～50 60～80 U 字形 凹　凸 人　為

36 A lgO～A 2h4 N －750－W
直 ．線 （16．5） 30～90 10～20 10～18 U 字形 皿　状 人　為

37

38

D 2 d9～D 2 j9 N －100－E

N －700－E

N －950－W

L 字 状 （29．8） 20～30

90～110

10～20

30～60

10～30

5 ～35

U 字形 皿　状 自　然

F lfO～F 2 fl 直　 線 （5．00） U 字形 平　坦 人　為 本→SD 27

40 F lgO～F l iO N －100－E 直　 線 6．20 60～100 4d～80 10～35 U 字形 平　坦 人　為 本→SD 38 ・39
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6　その他の遺構と遺物

ここでは，時期や性格が不明であるものについて記述する。

（1）竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構（第94図）

位置　調査3区北部，B2e5区。

規模と平面形　長径2．65m，短径2．45mのほぼ円形である。

壁　壁高は38～40cmで，なだらかに立ち上がる。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は，長径23～25cm，短径18～20cmほどの楕円形，深さ13～15cmで，い

ずれも性格不明である。

Pl土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　5層からなる。上層から下層にかけて黒色土にロームブロックや焼土粒子を含んで堆積していることか

ら，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量

4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　弥生土器片46点，不明土製晶2点が出土している。第94園TP26・27の弥生土器片が中央部の覆土中層を

中心に出土している。TP26は口緑部片で，口緑端部に縄文が施されている。口緑部下端に棒状工具による刺突文

が施されている。TP27は口縁部片で，口緑端部に縄文が施されている。縄文は附加条一種（附加2条）である。

所見　本跡は，縄文時代の土坑の形態に似ているが，縄文土器は出土していない。弥生時代の住居跡の近辺に

あり，住居に関連する施設とも考えられるが，時期や性格については不明である。

第94図　第1号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第2号竪穴状遺構（第95図）

位置　調査3区北部，B2d4区。

規模と平面形　径2．55mの円形である。

壁　壁高は35cmで，外傾して立ち上がる。

り巳て・17－＿

0　　　　　　　　　　　　　2m　　0　　　　　　　　　　　　10cm

】　　l l L＿＿＿　　：－　　　＿1
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第95図　第2号竪穴遺構・出土遺物実測図

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は，長径16～20cm，短径14～15cmほどの楕円形，深さ35～40cmで，い

ずれも性格不明である。

覆土　2層からなる。上層から下層にかけて黒色土にロームブロックや焼土粒子を含んで堆積していることか

ら，人為堆積と思われる。

土層解説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　褐　　色　ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子，
1黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　炭化粒子少量

遺物　弥生土器片4点が出土している。第95図TP28・29の弥生土器片が中央部の覆土中層から出土している。

TP28は頚部片で，上位に附加条一種（附加2条）の縄文が施され，その下に棒状工具による刺突文が施され

ている。TP29は頚部片で，櫛歯状工具による山形文が施されている。

所見　本跡は，弥生時代の住居跡の近辺にあり，住居に関連する施設とも考えられるが，時期や性格について

は不明である。

表8　竪穴状遺構一覧表

竪 穴 状

遺構番号
位 置 長径方向 平面形

規 模 （m ）

（長径 ×短径）

壁　 高

（皿）
床面

内 部 施 設

柱　 穴　 炉 ・竃

覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　 考

新旧関係 （古→新）

1 B 2 e 5 －
円　 形 2．65　×　2 ．45 38～40 乎担 2 － 人為 弥生土器

2 B 2 d 4 円　 形 3．22　x　2 ．28 4 一一12 平担 2 － 人為 弥生土器

（2）道路状遺構

第1号道路状遺構（第33・96図）

A

二雪払プ二

A’

0　　　　　　1m

l　　＿　」　」

第96図　第1号道路状遺
構土層実測図

位置　調査2区中央部，G2a6区。

重複関係　本跡が，第14号井戸を掘り込み，第224，228，239号に掘り込まれてい

るので，第14号井戸より新しく，第224，228，239号土坑より古い。

規模と形状　東西方向に溝状を呈する。確認できた部分は全長（9．00）m，最大幅

1．06mで，直線的に延びており，西端部及び東端部は調査区外に続いている。断

面形は，浅いU字状を呈し，底面は非常に固く，踏み固められたように締まっている。確認面からの深さ

は，0．20～0．30mである。

主軸方向　N－800－W

覆土　2層からなる。2層ともロームブロックを含んで堆積していることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子少量 2　黒　褐　色　ローム大・小ブロック少量，ローム粒子微量
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遺物　本跡に伴う遺物は出土していない。

所見　本跡は，確認面から底面にかけて踏み固められており，長期間にわたって使用されたものと考えられる。

中世土墳墓群と関連する遺構の可能性もあるが，出土遺物もなく，時期不明である。

（3）ピット群

ここで述べるピット群は，土墳墓群の南側に位置している。付近の遺構との関わりは不明である。
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第1号ピット群（第97図）

位置　調査2区南部，GlfO区からGlgO区。

規模と形状　南北約6m，東西約9mの長方形の範囲に38か所のピット（Pl～P38）を確認した。ピットの

平面は，径15～70cmの円形あるいは楕円形で，深さは20～75cmである。

所見　ピットの配列に規則性は見られない。時期・性格等は不明である。

7　遺構外出土遺物（第98～100図）

中根十三塚遺跡からは，試掘・表土除去・遺構確認の段階で旧石器・弥生・古墳時代・奈良・平安時代，お

よび中・近世にかけての遺物が出土している。その中から，特色あるものを抽出し，実測図及び一覧表で掲載

した。

第98図のTP31・32は，弥生時代後期の土器片である。TP31は，口緑部片で，上位に指頭による押圧が施さ

れている。TP32は，口緑部片で，口縁端部にヘラ状工具による刻みが施されている。付加条二種（付加1条）

の縄文が施されている。第100図のTP33は土師質土器火舎の口緑部であり，外面口縁部下位に雷文が連続し

て印刻され，その下に連珠文と，唐草文が線刻されている。第100図のTP34は，瀬戸・美濃系の陶器卸し皿

である。

遺構外出土石器観察表（旧石器・縄文）

図 版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　　 質 備　　　　　　　　　　　 考

長 さ ’（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第98図Q 64 削　　　　 器 8 ．6 12 ．4 1 ．5 19 2 ．3 ガラス質黒色安山岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

Q 65 削　　　　 器 1 0 ．5 8 ．1 1 ．8 16 1 ．2 ガラス質黒色安山岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

Q 49 剥　　　　 片 9 ．8 6 ．5 6 ．2 12 4 ．3 ガラス質黒色安山岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 7

Q 50 剥　　　　 片 9 ．3 9 ．3 2 ．3 13 6 ．0 ガラス質黒色安山岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 7

Q 51 剥　　　　 片 1 0 ．9 4 ．8 2 ．4 7 6 ．5 珪　 質　 頁　 岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

Q 52 剥　　　　 片 4 ．9 3 ．6 t 1 ．1 2 8 ．8 珪　 質　 頁　 岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

Q 66 削　　　　 器 4 ．6 7 ．2 1 ．1 3 4 ．9 珪　 質　 頁　 岩 調 査 4 区 表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

Q 53 石　　　　 鉄 2 ．3 1 ．4 0 ．5 0 ．8 黒　 曜　 石 調 査 1 区表 土　　　　　　　　　　　　　　　 P L 1 8

遺構外出土遺物観察表（弥生時代～中・近世）

図版 番号 器　 種 計測値 （C皿） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 9 8図 ・＝土こご宝E B （2 ．9 ） 底 部 か ら胴 部 にか け て の破 片 。 胸 部 に は， 附加 条 一種 （附加 2 条 ） の 長 石 ・石 英 ・雲 母 5 ％

1 65 弥 生 土器 C　 ［8 ．8 ］ 縄 文 が 施 され て い る。 にぷ い 赤 褐 色 調 査 3 区 北 側

図版番 号 器　 種 ．計 測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 98 図 高　　 杯 D ［13 ．8 ］ 脚 部 の破 片 。 脚 部 は ラ ッパ 状 を呈 脚 部 外 面 へ ラ磨 き。 脚 部 内 面 へ ラ 長 石 ・石 英 ・雲 母 2 0％　　　 P L 15

1 66 土 師 器 E （8 ．7 ） し ，裾 部 が 上 方 に わず か に 反 り返

る。

ナ デ 。 輪 積 み 痕 有 り。 に ぷ い 橙 色

普 通

調 査 3 区 北 側

16 7

高　　 杯 B （8 ．7 ） 脚 部 の破 片 。 脚 部 は 円柱 状 を 呈 す 脚 部外 面 へ ラ磨 き。 脚 部 内 面 へ ラ 長 石 ・石 英 1 0％　　　 P L 15

土 師 器 ・E （8 ．0 ） る。 ナ デ 。 輪 積 み 痕 有 り。 に ぷ い 赤 褐 色

普 通

調 査 3 区 北 側

17 5

高 台 付 皿 A ［15 ．4 ］ 体 部 ， 口緑 部 一 部 欠 損 。 高 台 部 は 口緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ。 内 面 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ 7 0％　　　 P L 15

土 師 器 B　　 3 ．0 短 く 「ハ 」‾の 字 状 に 開 く。体 部 は 丁 寧 な ヘ ラ磨 き。 内 面 黒 色 処 理 。 ス コ リア 調 査 3 区 中 央

D　　 8 ．6

E　 1 ．2

外 傾 して立 ち 上 が り， 口緑 部 に 至

る。

底 部 回 転 へ ラ削 り。 に ぷ い 橙 色

普 通

第 99 図 小　　 皿 A　 l O ．4 口 緑 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 器 肉 は厚 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 ・ 長 石 ・石 英 ・雲 母 ・ 90 ％　　　 P L 15

16 8 ° 土師質土器 B　　 2．9 く， 体 部 は 内 攣 して 立 ち上 が り，

口 緑 部 に至 る 。

外 面不 定 方 向 の ナ デ 。 ス コ リア

に ぷ い橙 色　 普 通

調 査 2 区 中央

16 9

小　　 皿 A ．　 7 ．5 口 縁 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 体 部 は 内 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 底 部 内面 雲 母 ‘・ス コ リア 95 ％　　　 P L 15

土師質土器 B　　 2．1 攣 して 立 ち上 が り，口緑 部 に 至 る。 不 定 方 向 の ナ デ 。 橙 色

普 通

調 査 2 区 中央
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第99図 小　　 皿 A　　 6．8 口緑部一部欠損。丸底。体部は内 口緑部内・外面横ナデ。底部内面 長石・石英・雲母・ 95％　　　 PL 15

170 土師質土器 B　 2・．1 攣 して立ち上がり，口緑部に至る。 不定方向のナデ。 スコリア

橙色　 普通
調査 2 区中央

171

小　　 皿 A　　 7．0 口緑部一部欠損。丸底。器肉は厚 口縁部内・外面横ナデ。体部内・ 石英・スコリア 90％　　　 PL 15

土師質土器 B　　 2．9 く，体部は内攣して立ち上がり，

口緑部に至る。

外面不定方向のナデ。 にぷい橙色
普通

調査 2 区中央

172

小　　 皿 A ［7．7］ 底部から体部にかけての破片。丸 体部内・外面ナデ。体部内面不定 長石・石英 ・雲母 50％

土師貿土器 B　 2．3 底。器肉は厚く，体部は内攣して

立ち上がり，口緑部に至る。

方向のナデ。 橙色
普通

調査 2 区南側

173

小　　 皿 A ［11．4］ 底部から体部にかけての破片。平 体部内・外面ロクロナデ。体部外 長石 ・石英 ・雲母 50％　　　 PL 15

土師質土器 B　　 2二8 底。体部は外傾して立ち上がり， 面一方向のナデ。底部内面ナデ。 にぷい橙色 調査 2区南側

C　　 4．9 口緑部に至る。 底部回転糸切り。 普通

174

小　　 皿 A　　 7．1 口縁部一部欠損。平底。器肉は厚 体部内・外面ロクロナデ。底部回 長石 ・石英 ・雲母 95％　　　 PL 15

土師質土器 B　 1．8

C　　 5．2

く，体部は外傾して立ち上がり，

口緑部に至る。

転糸切り。 にぷい橙色
普通

調査 2区中央

92

小　　 皿 A　 lO．3 底部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクロナデ。底部回 長石 ・石英 ・スコ 50％　　　 PL 15

土師質土器 B　　 3．1
C　　 5．3

平底。器肉は薄く，体部は外傾し

て立ち上がり，口緑部に至る。全
体的に歪んでいる。

転糸切り。 リア

にぷい橙色
普通

調査 1区東側

94

小　　 皿 A ［11．3］ 底部から口緑部にかけての破片。 体部内・外面ロクワナデ。底部回 長石 ・石英 40％　　　 P L15

土師質土器 B　　 3．5

C　　 3．6

平底。器肉は薄く，体部は外傾し

て立ち上がり，口縁部に至る。

転糸切り。 灰白色
普通

調査 2区中央

176

内 耳 鍋 B （7．7） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。耳貼り付 石英 ・雲母 5 ％

土師質土器 内耳 1 か所残存。体部から口緑部 け。 にぷい橙色 外面煤付着

にかけてやや内攣して立ち上が

る。

普通 調査 2 区中央

177

揺　　 鉢 B （6．3） 底部から体部にかけての破片。体 体部外面ナデ。体部内面に5条 1 長石 ・石英 ・礫 10％　　　 P L 15

土師質土器 C ［13．0］ 部は外傾して立ち上がる。 単位の揺り目。 にぷい橙色
普通

調査 2 区中央

第100図 措　　 鉢 B （4．2） 底部から体部にかけての破片。体 体部下端回転へラ削り。体部内面 長石 ・石英 5 ％　　　 P L 15

178 陶　　 器 C ［9．6］ 部は外傾して立ち上がる。 に4 条に1単位の揺り目。 にぷい黄橙色

普通

調査 2 区中央

第99図 蛮 A ［42．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面ナデ。口緑端部ナ 長石 ・石英 ・砂粒 5％　　　 P L 15

109 陶　　 器 B （7．0） 幅の狭い粘土帯が口緑部に巡る。 デ。 にぷい赤褐色

良好
調査 1 区中央

常滑系13世紀後半

184

広 ‘口 壷 B （2．6） 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面ナデ。 長石 ・石英 ・砂粒 5％

陶　　 器 口緑端部一部欠損。口縁部に幅の にぷい褐色 調査 1 区中央

狭い粘土帯が巡る。 良好 常滑系13世紀後半

185

嚢 A ［52．0］ 体部から口縁部にかけての破片。 口緑部内・外面ナデ。 長石 5％　　　 P L 15

陶　　 器 B （5．2） 口緑端部一部欠損。口緑部に幅の 暗赤褐色 調査 1 区東側

広い粘土帯が巡る。 良好 常滑系16世紀前半

186

187

襲 A ［49．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面ナデ。

体部内 ・外面ナデ。口緑端部は平

長石 ・石英・砂粒 5％　　　 P L 15

陶　　 器 B （7．7） 口緑端部一部欠損。口緑部に幅の 暗赤褐色 調査 1 区中央

広い粘土帯が巡る。 良好 常滑系16世紀前半

片 口 鉢 A ［40．0］ 体部から口緑部にかけての破片。 長石 ・石英・砂粒 5％

陶　　 器 B （3．4） 器肉は厚く，体部は外傾して立ち 過で，平坦面が外に張り出してい 暗赤褐色 調査 1 区中央

上がり，口緑部に至る。 る。 良好 常滑系14世紀後半

第100図 蓮弁文碗 A ［16．6］ 体部から口緑部にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。 長石 ・石英 5、％　　 P L 15

188 青　　 磁 B （5．7） 体部は内攣して立ち上がり，口緑 濃緑色 調査 1 区中央

部に至る。 良好 龍泉窯

遺構外出土遺物土製品・石製晶・鉄製品・木片（中・近世）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の ，特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 00 図 不明土製晶 A　　 3 ．4 下 部 は 平 坦 で あ る。 内 面 に 径 底 部 外 面 ナ デ 。 受 け 部 内 ・外 面 ナ 長 石 ・石 英 ・雲 母 10 0％　　 P L 17

D P 17 B　 l ．5

C　　 6 ．6

3 ．4 cm ， 高 さ0 ．5cm の 円筒 形 の 受 け

部 を 有 して い る。

デ 。 に ぷ い褐 色

普 通

調 査 1 区 中央
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図版番号 器　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

出 土 地 点 備　　　　　　　 考

長 さ（cm ）． 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第100回DP 2 不 明 土 製 晶 3．5 2．0 0．6 0．2～0 ．6 2．4 2　 区　 表 採 小皿底 部転用　　　　　　　　　 PL 17

D P 3 泥　 面　 子 2．0 1．8 0．6 － 2．1 2　 区　 表 採 PL 17

D P ll 泥　 面　 子 2．1 1．9 0．7 － 2．2 2　 区　 表 採 PL 17

rD P 1 2 泥　 面　 子 2．1 1．9 0．6 － 3．0 2　 区　 表 採

D P1 3 泥　 面　 子 2．7 1．6 0．8 － 2．8 2　 区　 表 採 PL 17

D P 1 4 泥　 面　 子 2．1 1．9 1．0 － 3 ．5 2　 区　 表 採 PL 17

D P 1 5 泥　 面　 子 1．7 1．7 0．5 － 1．2 2　 区　 表 採

D P 1 6 ・泥　 面　 子 2．7 1．9 0．7 － 3 ．1 2　 区　 表 採

Q 54 砥　　　　 石 5．8 3．3 4 ．3 － （124 ．1） 3　 区　 表 採

Q 62 硯 （4 ．2） （3．5） 1．0 －
（．13 ．6） 3　 区　 表 採 粘板岩　　　　　　　　　　　　 P L 19

Q 63 硯 （2．9） （3．0） 0 ．6 － （4 ．8） 3　区　 表 採 粘板岩　　　　　　　　　　　　 P L 19

M 3 刀　　　　 子 （8 ．8） 2．2 0 ．7 －
（14 ．8） 3　区　 表 採 P L 19

M 5 鉄　　　　 釘 10 ．0 0 ．7 1．0 － 12 ．2 3　区　 表 採 P L 19

M 6 鉄　　　　 釘 （9．0） 0 ．7 0 ．7 － （25 ．5） 3　区　 表 採 P L 19

M 7 鉄　　　　 釘 7 ．9 0 ．5 0 ．7 － 6 ．7 3　区　 表 採 ．P L1 9

M 9 く　　 さ　 び 12 ．6 1．7 0 ．8 － 85 ．9 3　区　 表 採 P L1 9

M l O 環 状 鉄 製 品 － － － 2．9～4．5 14 ．7 3　区　 表 採 P L1 9

W 5 不　 明　 木　 片 15 ：0 2 ．1 1 ．5 － 5 ．6 3　区　 表 採 P L1 9
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第4節　ま　と　め

今回の調査によって，当遺跡から石器及び石材集中地点1か所，弥生時代の竪穴住居跡3軒，古墳時代中期

の竪穴住居跡1軒，古墳時代の土坑1基，平安時代の竪穴住居跡1軒，中世及びそれ以降と考えられる方形竪

穴状遺構10基，土坑・土墳墓241基，火葬施設6基，井戸跡22基，溝38条，その他時期・性格不明の竪穴状遺

構2基，道路状遺構1条，ピット群4か所を検出した。ここでは，各時期の検出された遺構と出土遺物等につ

いての概要を述べ，まとめとする。

旧石器時代

当遺跡からは，ナイフ形石器を伴う石器集中地点が1か所確認された。剥片（半製品）類の出土が多く，定

型石器類の出土が極めて少ない。

当地点からは，ハンマー等が出土していないことから，当地点は，石器製作の場の可能性もあるが，短期間

使用されていた生活の場であったと考えられる。

石器集中地点における石器等の組成は，以下のとおりである。

第1号石器および石材集中地点石器等組成表

石　 材

石　 器

ホ　 ル　 ン

フェルス
安 山 岩 珪質頁岩 凝 灰 岩 砂　　 岩 チ ャー ト 不　　 明 合計点数

ナ イ　 フ 形 石 器 1 1

削　　　　　　 器 3 3

掻　　　　　　 器 1 1

石　　　　　　 核 2 1 2 5

剥　　　　　　 片 9 6 1 2 18

礫　　　　　　 片 6 2 3 4 1 4 2 0

合　 計　 点　 数 2 2 0 1 1 4 6 1 4 4 8

弥生時代

当時代の遺構として確認できたのは，住居跡3軒である。住居跡の平面形は，3軒ともほぼ隅丸長方形であ

り，掘り込みは，第1号住居跡は深く，第2・3号住居跡は浅い。これらの住居跡の主柱穴は4本を基本とし，

出入り口施設に伴うものと思われるピットを有する。主軸方向，出土遺物，及び隣接する位置関係などから，

ほぼ同時期に営まれた集落であったと考えられる。出土した土器片を観察してみると，頚部に櫛歯状工具によ

る山形文が施されているものがあり，胎土には，大きな角礫状の石英，長石を多く含んでいる。二軒屋式に比

定される土器片と考えられる。

古墳時代

当時代の遺構としては，竪穴住居跡1軒，土坑1基を検出した。住居跡の時期は中期の住居跡であり，床下

遺構として溝状の掘り方が巡っており，住居構築の上で，特異な住居跡である。この住居跡の西側の調査区域

外（畑地）からは，古墳時代の土器片が採集されており，周辺に集落が営まれていた可能性がある。
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平安時代

当時代の遺構としては，竪穴住居跡1軒を検出した。北側に竃を持つ住居跡である。この住居跡は，竃の両

脇に空間部があり，棚状施設と思われるものを有している。出土した須恵器は，胎土に雲母を含んでいること

などから新治村新治窯群から供給された製品の可能性がある。調査区内からは，同時代の遺構は他にみられな

かったが，隣接する台遺跡・狭間遺跡からは，奈良・平安時代の遺物が表面採集されている。このことから，

当遺跡周辺に散在して奈良・平安時代の集落が営まれていた可能性がある。

中・近世

当遺跡の中世遺構は，方形竪穴状遺構・火葬墓・地下式墳・井戸跡・土壌・溝等である。それらは，調査区

の中央部平坦部に集中して形成されている。これらの遺構は，第5・20号溝等によって「コ」の字状に，さら

に，その外側の第27号溝等に区画されている。この区画の内側から，隅丸長方形や隅丸方形状，円形状等を呈

する多数の墓墳及び墓境と思われる土坑が検出されている。また，その土坑の周りに井戸跡や火葬墓なども検

出されている。覆土の状態や出土遺物，類例から考えて墓城であると推定される。これらの墓域は幾世代にも

わたって形成されたものと思われる。重複が著しく，土坑一つ一つの形状や規模，重複遺構との新旧関係を明

確に捉えることは困難な状況であった。

墓城からの出土遺物は，土師質土器の小皿や内耳鍋，中・近世の陶磁器片（灰粕・青磁・天日），砥石，石

臼等である。多量に出土した内耳銅片は，その大部分は溝からのものである。県内出土の常陸型の内耳鍋の特

徴について，浅野晴樹氏は，「雲母混じりの胎土で，われ口は赤褐色の土師質のもの」であると述べており（1），

当遺跡出土の内耳鍋も共通した様相を呈していることが分かる。また，浅野氏は常陸型の内耳鍋は「15世紀中

頃を主体とするもの」であると述べている（1）。当墓城からは，土師質の小皿を含め，15世紀前後の遺物が数多

く出土している。

これらの中世後期の墓地の性格については，斉藤弘氏が，室町時代以降の事例を中心に，中世墓を諸要素か

ら次のように分類している（2）。

1散　墓　①　集落や屋敷地に伴うもの　②　城に伴うもの

2　集団墓　①　有力武士の墓所　②　ア　館・城に伴うもの　イ　寺院に伴うもの　③　集落に伴うもの

④　館・城・寺院の廃絶後に営まれたもの　⑤　その他聖域に営まれたもの　⑥　他に付属しな

い共同墓地

そのうえで，斉藤氏は「庶民層が墓地を営むのは，14～15世紀頃であり，15～16世紀には，一部に大規模化

する傾向にある。」と述べている（2）。

当遺跡の墓域は，その規模や出土遺物などの特徴から，15世紀前後を中心に，集落に近接して営まれた可能

性があり，斉藤氏のいう大規模化した庶民層の共同墓地と考えられる。さらに，中世以降も営まれた墓城であ

る可能性が高い。

註

（1）浅野晴樹「東国における中世在地系土器について一主に関東を中心にして－」（『国立歴史民族博物館研究報告』

第31集）1990年3月

（2）斉藤弘「中世後期の墓地一下野を中心に－」（『栃木県考古学会誌』第18号　栃木県考古学会）1995年7月
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